






















































 




アリアンロッド・リプレイ・ルージュ3




ノエルと白亜の悪夢
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富士見ドラゴンブック








本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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超あとがき







　　超まえがき




「うわ……ノエルだ……ノエルが目の前でしゃべってる……」

「ほ、ほんとに文章そのまんまなしゃべり方だ……驚おどろきました……」

「次からリプレイを読む時、声とイントネーションが脳のう内ない再さい生せいされそうです」




　これは、富士見書房の編集さんに力丸さんをお引き合わせした時のこと。

　しゃべる彼女を前に、編集さんたちが口にしたセリフの数々だ。




　どーやら、いろいろ信じてもらえたようである。




　　　＊　　＊　　＊




　というわけで、お待たせいたしました！

『アリアンロッド』リプレイシリーズ〝ルージュ〟───その第三巻のお届とどけです！

　さて最初に───表紙に惹ひかれ、本書を小説だと思って手にとったあなた。

　本書は、富士見書房から発売されているＴＲＰＧ『アリアンロッド』を使用した〝リプレイ〟と呼ばれるものです。

　こんな言葉に耳みみ慣なれないって人のために、恒例となった説明をば少し。




　ＴＲＰＧとは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲーム（Table Talk Roleplaying Game）の略りやく称しようで、文も字じ通どおりゲームの一種です。

『ラグナロクオンライン』や『ファイナルファンタジーXI』のような、大だい規き模ぼネットワークＲＰＧのごとく、プレイヤーは自分のキャラクターをひとり創つくって（これをＰＣ……プレイヤーキャラクターと呼ぶ）操あやつり、仲間といっしょに冒ぼう険けんや物語を楽しむ遊びです。

　ただ、コンピュータやゲーム機は必要なく、そのかわりに参加者のひとりがゲームマスター（ＧＭ）という立場となって、物語の進行を管かん理りします。

　……今、ＰＣたちがどういうシチュエーションにあるか？

　……どんなイベントが発生したか？

　……出現したモンスターは、誰をどのように攻撃するか？

　ストーリーの途と中ちゆう、ＧＭはＰＣたちを助ける脇わき役やくキャラを演じ、また時にはモンスターを操り、ＰＣたちの行く手をふさぎます。敵も味方も、ＧＭの担たん当とうとなるわけです。

　戦闘の勝しよう敗はいや、ＰＣの取った行動が成功するかどうかは、ＧＭの指し示じのもと、ダイスによって判定されます。

　強いて言えば、このＧＭがゲーム機役と考えてもいいでしょう。

　ＧＭの説明を聞いたプレイヤーは、自分のＰＣにどんな行動をさせるかを決め、それをまたＧＭに返し、その結果がどうなるかをＧＭは再びプレイヤーたちに返していく。

　この積つみ重かさねにより、みんなでストーリーを進めていくのです。

　仲間同士で楽しむためにアドリブで演えん劇げきをするよーな雰ふん囲い気きが近いかもしれません。

　シミュレーションゲームのように勝ち負けはなく、参加者のみんながそのストーリーや扱あつかったキャラクターを楽しめれば〝勝ち〟と言えましょう。




　そして、ＴＲＰＧを遊んだ風ふう景けいを文章に書き起こしたのが〝リプレイ〟です。

　ちょっと口では説明しにくいこの遊び、その遊び方やプレイしている雰囲気を伝えるために最さい適てきの手しゆ段だんなのです。

　本書を読んで、「面白い！」と思った方、なにより「ＴＲＰＧを遊んでみたくなった！」という方は、ぜひとも友人にこの本を読ませて遊び仲間を開かい拓たくしてやってください（笑）。

　今回のリプレイシリーズでは、ゲームの参加者にバリバリのＴＲＰＧ初心者が混まざっており、彼女がだんだんゲームに慣なれていく様子が描かれています（笑）。

　そういう意味でも、「はじめて読むリプレイ」として、「友人に読ませてＴＲＰＧにハメるためのリプレイ」として「最適の一冊」であります！




　このリプレイで使用されているＴＲＰＧルールは、富士見書房から発売されている文庫型ＴＲＰＧ『アリアンロッド』および、ゲーム・フィールド社から発売されている『アリアンロッドＲＰＧ上級ルールブック』です。

　また、セッション中に使用しているゲームデータは、関連するサプリメント類から選び、使用しているものがあります。

　もし、本書を読んで興きよう味みを持ち、ぜひともルールブックの方も手にとってやってくださいませ。全国書店、並びにゲームショップで絶ぜつ賛さん発売中でございます（笑）。

　関連書籍については富士見書房および、F.E.A.R社のサイトを見て頂けると幸いです。




　では、説明が終わったところで、そろそろ本編の方に参まいりましょう!!





『アリアンロッド』リプレイ・ルージュ────これまでのお話




　ノエル＝グリーンフィールド───。

　ヴァンスター帝国はグリーンフィールド家のひとり娘として、これまでなんの不ふ自じ由ゆうもなく大事に育てられてきた彼女は、十六歳の誕生日に衝しよう撃げきの真しん実じつを知らされる。

　ノエルは、実はグリーンフィールド家の本当の子供ではなく、十六年前のある日、この家の前に捨てられていたのだという。

　その時、赤ん坊が手にしていたのは、薔ば薇らの文もん様ようが彫ちよう刻こくされた小さな箱。

　それと同じ形のアザは、彼女の肩にも刻まれていた。

　十六歳の誕生日を迎えたこの日、ノエルは自分の過去を探す旅へと出た。




　だが、そんな彼女をつけねらう三つの影かげがあった。

　神聖ヴァンスター帝てい国こくの皇こう帝ていゼダン。

　悪の秘ひ密みつ結けつ社しやダイナストカバル・大だい首しゆ領りよう。

　そして、ヴァンスターの神しん殿でんを治おさめる大だい神しん宮かんマティアス───。

　ノエル自身も知らないことだが、彼女には過去に封ふう印いんされた〝薔薇の武ぶ具ぐ〟なる五つのアイテムを開かい封ふうする能力があったのだ。

　各かく勢せい力りよくから、次々と送り込こまれてくるエージェントたち！

　ダイナストカバルからは、極きよく東とう方面で数々の功こう績せきをたてた大だい幹かん部ぶトラン＝セプターが。

　神殿からは、神の使し徒とにして正義の神しん官かん戦せん士しクリス＝ファーディナントが。

　そして、皇帝ゼダンからは刑けい期き二〇〇〇年の大犯罪者エイプリル＝スプリングスが───。

　紆う余よ曲きよく折せつののちに、四人の旅はここに始まった。

　艱かん難なん辛しん苦く乗り越えて───〝カラドボルグ〟〝アガートラーム〟〝カフヴァール〟と五つの薔薇の武具のうち三つまでを開かい封ふうした四人。恐るべき数々の試し練れんをくぐりぬけ、四つ目の武具〝ウィガール〟の元へとたどり着いた時……そこで一行は、翡ひ翠すい色いろの〝薔薇の刻印〟を持つ騎士・ガーベラと刃やいばを交える。

　彼女は、ノエル以上に〝薔薇の武具〟の扱あつかいに長たけた竜の技を使う騎士だった。

　ガーベラもまた、〝薔薇の武具〟を集める者だったのだ。

　激げき闘とうの末……これを打うち破やぶり、〝ウィガール〟を奪だつ取しゆするノエルたち───。

　戦いののち、ディスロンドに帰き還かんしたノエルは、教きよう皇こうヴェラシオ＝ハーヴェイより、第五の武具がマビノギオンなる書物であり、それは四冊からなっていること───そして、ノエルの母が、ラーフの大だい洞どう窟くつの向こう……北の最さい果はてにいることを知らされたのだった。

　四人はマビノギの一冊を求め、ラインの街を目め指ざしてディアスロンドをあとにした───。














　　　PREPLAY




◆Preplay 01◆ヘソ出しな感じ




「おぉ、表紙できたんですね～！」




　前ぜん巻かん『ノエルと翡ひ翠すいの刻こく印いん』───数日前にできあがったばかりの、その表紙絵を手にして力りき丸まるさんが笑え顔がおでそんな声をあげた。

　今回のセッションは、そんな話題から始まった。




　時に二〇〇六年某ぼう月げつ某ぼう日じつ───。

　ルージュ、第五回目のセッションの日がやってきたのだ。




　　　＊　　＊　　＊




力丸：（表紙を見ながら）……すごいすばらしいです～……………………あ。（小さな声でおずおずと）……ぁの……ヘソ出しは……。

かわたな：ヘソ出し？

きくたけ：ああ。二巻用にキャラデザインをする時にね、ノエルはダンサーになったので、力丸さんが「ヘソ出しはどうでしょうかっ」というアイデアを……（笑）。

クレバー矢野：ヘソ出しバージョンもデザインされてましたよね。

きくたけ：うん。ただこう……ヘソ出しデザインが一巻の時より弱そう、というか一巻のノエルの量産型みたいな雰ふん囲い気きがあって……不採用にしました（笑）。

力丸：残念です……かわいかったのに……（笑）。




　ぜひ、アリアンロッド公式サイト内の設定資料コーナーをご覧ください。

　http://www.fear.co.jp/ari/ariold/rouge/rouge_set02.htm




きくたけ：……と、ヘソ出しノエルの話は置いといて───そろそろセッションに行きましょうか！

一同：はーい！




　　　＊　　＊　　＊




　ではここで、毎度毎度のプレイヤー紹しよう介かいをしておこう！




菊きく池ちたけし（ゲームマスター）

　本名は菊池たけし。

　ＴＲＰＧと出会って約二十年。それを仕事にして以い降こう、人生の大半をＴＲＰＧリプレイと読者参加ゲームの製せい作さくに捧ささげてきた、局地専せん用ようゲームライターである。

　今回のセッションで使用するＴＲＰＧ『アリアンロッド』の他ほか、『ナイトウィザード』や『セブン＝フォートレス』シリーズ、『アルシャードガイア』等を手がける。




力丸乃のりこ（ノエル＝グリーンフィールド役）

　フリーで活動する女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　全身からあふれ出る〝いい人オーラ〟と、透とう明めい感のあるきれいな声が魅み力りよくだ。

　この「ルージュ」において、ＴＲＰＧに本ほん格かく参戦した新人プレイヤーさんである。

　必殺のセリフは、「なるほどー」「す、すいませんっ」「わかりました～」。

　ＴＲＰＧにおける必ひつ殺さつ技わざは、〝おいしいダイス目〟。

　なお、代表的な出しゆつ演えん作さくは……




　アニメ　　　　　　　『ローゼンメイデントロイメント』　　桜さくら田だのり役

　ゲーム／アニメ　　　『To Heart2』　　　　　　　　　　　小こ牧まき愛まな佳か役　……など。




　また、声の仕事ではないがアニメ情じよう報ほうサイト『萌もえスタイル』でコラム連れん載さいを持っているので、ぜひともチェックしてほしい！

　http://www.moe-style.jp/rikimaru/index.php




クレバー矢や野の（トラン＝セプター役）

　本名は矢野俊しゆん策さく。

　ＴＲＰＧ『ダブルクロスThe 2nd Edition』デザイナーにして、ライターだ。

　三〇〇万平方メートルの敷しき地ちに建てられた自じ宅たく（のうちのひとつ）に三六人のメイドを住まわせていることからか、愛あい称しようは「王子」。

　薔ば薇らをこよなく愛し、彼が仕事でパソコンのキーボードを叩たたくと、ピアノの音が鳴り響ひびく。

　ところで、「ダブルクロスリプレイ・オリジン」全四巻、大だい好こう評ひよう発売中です！




かわたな（クリス＝ファーディナント役）

　本名は田た中なか信しん二じ。

　会社においては、仕事の進行役、ＤＴＰデザイン、原げん稿こう書き……なんでもこなす、パーフェクトソルジャー。でも、なぜかいつもかわいそう。大好物はコーラ。

　首の横に三つのボタンがついており、一番上の青いボタンを押おすと、かっこいいセリフを砂すなを吐はくように垂たれ流し、二番目の黄色いボタンを押すとあやしい頭の悪い言葉を垂れ流す。三番目の赤いボタンは未いまだ押されたことはない。今は、その秘ひ密みつを明かす時ではないらしい。




たのあきら（エイプリル＝スプリングス役）

　システムエンジニアから転てん職しよくしてF.E.A.R.に入社した古参社員である。

　ゲームデザインの他、声優雑誌やアニメ雑誌に記事を書いたり、ゲームの攻こう略りやく記事を書いたり、編へん集しゆうしたり、あまつさえＤＴＰまでやるマルチライター。

　基き本ほん的に社内で誰だれもやらないことや難しい仕事に率そつ先せんして手をつける係。つまり現げん在ざいは、菊池の原稿取り立て人である（おい）。




　……と、プレイヤー紹介が終わったところで……『アリアンロッド』リプレイ・ルージュ第三巻かん「ノエルと白はく亜あの悪あく夢む」！　───ここに堂々の開かい幕まくです！




◆Preplay 02◆帽ぼう子しかバンダナか。それが問題だ。




　そしてセッションは始まった。

　最近ではすっかり定番となった今回予告ののちのレベルアップ作業は、今回も健在だ。

　プレイヤーたちは、予告の読み上げを待っていた。




きくたけ：では、今回も先に今回予告の読み上げからいきまーす！　ついでに前回のおさらいもしておこうか。前回の話……おぼえてる？

クレバー矢野：じいさんが素す敵てきだった。

かわたな：ばあさんも素敵だった。

たの：禁きん句くは危き険けん。

力丸：言葉に殺されます。




　誰もおぼえていないらしい。




ＧＭ：あんたら……。

かわたな：いや、ちゃんと憶おぼえているぞ。ノエルの母親が、北の最果てにいるとか。

クレバー矢野：あと、第五の武ぶ具ぐが本で、四冊さつに分かれている。書名がマビノギオン？

きくたけ：そうそう。ちなみに一冊一冊は〝マビノギ〟という……ってところで今回予告！




今回予告

「『お前の母は、北の最果て……ラーフの大洞どう窟くつの向こうにいる』

　教皇ハーヴェイの言葉と共に指し示しめされたのは、第五の武具の欠片かけら───すなわち、四冊の書物〝マビノギ〟の存そん在ざいだった。

　その一冊は、冒ぼう険けん者しやの街ラインの図書館に保ほ管かんされているという。

　導みちびきに従したがい、たどり着いたその街で……




　エイプリルは、過か去こと邂かい逅こうした。




　アリアンロッド・リプレイ・ルージュ

　みっしょん05

「古いにしえの書───Mabinogi 01 -dragan-、03 -draiochta-」




　冒険の舞ぶ台たいが、キミを待つ」




クレバー矢野：お、今回はエイプリルの話？

きくたけ：うん、エイプリルの過去の人間関係がからんだ話が演えん出しゆつされる。

クレバー矢野：で、そのタイトルからして、マビノギは今回二冊登場ってことですか？

きくたけ：うん。今回の登場は、〝竜りゆうの章〟と〝魔の章〟だ。

かわたな：シナリオの方は図書館……？　図書館のダンジョンか？

きくたけ：いや。今回はぶっちゃけ、ふつうのダンジョンというものはない。基き本ほん的には情じよう報ほう収しゆう集しゆう中心のシティアドベンチャーと思ってほしい。

力丸：してぃあどべんちゃあ……。

きくたけ：簡かん単たんに言うと、街の中を動き回って情報を集め、事じ件けんの真相を解とき明かしたり、目的のものを探さがし出したり……そういったことをするシナリオです。

力丸：なるほど～。

きくたけ：そんなシティアドベンチャーに、ダンジョンっぽい構こう造ぞうを持ち込こんでみました。

一同：……。

かわたな：なんだそれは。

きくたけ：うひひ。

一同：また変なこと考えてるっ!?（笑）

きくたけ：では、それぞれのハンドアウトの読み上げにいきまーす♪





ノエル用ハンドアウト（力丸乃りこ）

コネクション：暗殺者　　　関係：好敵手

　辿たどりついたラインの街は、三日間におよぶ祭りの真っ最中だった。

　ノエルは、初めて見るその人ひと混ごみに思わず目を丸くする。

　それゆえに気づかなかったのだ。

　自分をつけ狙ねらう人ひと影かげと……その、狂きよう気きの刃やいばに───。




力丸：つけ狙う人……う、占うらないおばあさんが……っ。

クレバー矢野：とうとう刃は物ものを持って実力行使に……。

きくたけ：ちが───うっ!!（笑）占いばーさんは占いばーさん！　暗殺者は暗殺者だ！

力丸：（手を叩たたいて大笑いしながら）いやっ、いやっ……もうおばあさんがナタを持ってやってきて……っ！

きくたけ：（しわがれた声で）「ぎーひひひっ、占いをしてやろうっ!?」

かわたな：そんなばばあがいるかっ!?　（一同大爆笑）

力丸：お、おかしい……おかしい……っ、もうそれで！（←大笑いしている）

きくたけ：それで、じゃな───いっ!!（笑）つ、次はエイプリル！




エイプリル用ハンドアウト（たのあきら）

コネクション：オーガスト　　　関係：恩人

　夕ゆう闇やみ迫せまる街まち並なみを眺ながめながら、キミは感じとっていた。

　この感覚は───〝殺意〟

　しかもこの独どく特とくな空気を、キミは過去に感じたことがあった。

　ふいに、窓まどの外で明めい滅めつする光に気づく。

　光は、キミを呼よんでいた。




たの：オーガスト？　それはつまり……昔の仲間だな。

きくたけ：そうそう。壊かい滅めつしたはずの組そ織しき……情報部十三班ぱんの仲間ですな。キミに銃じゆうの使い方を教えた師し匠しようにあたる人物という設せつ定ていだ。

力丸：なるほど、なるほど……。

かわたな：エイプリル（四月）の仲間でオーガスト（八月）ってわけだな。

力丸：お───っ、なるほどぉ!!（←理り解かいしたらしい）

きくたけ：うん。情報部十三班のメンバーは十二人で、一月～十二月までの名を持つのだ。

たの：うむ。その方向で。




トラン用ハンドアウト（クレバー矢野）

コネクション：暗殺者　　　関係：好敵手

　辿りついたラインの街は、通りを埋うめ尽つくす人の波でごったがえしていた。

　キミの前で、人混みに溺おぼれもがくノエルを見てふと笑いがこみ上げる。




かわたな：え…………えええっ？（笑）

クレバー矢野：人の波に……溺れる!?（笑）

力丸：……な、な、なんて、なんてこと、なんてことを……っ!?（笑）

きくたけ：単に人が多いという描びよう写しやですよ。うん。

力丸：あ、そう、そうですよね……っ。




　そんな時、キミは気づいた。

　人波の中に光る、凶きよう刃じんに───。




クレバー矢野：占いばばあが……。

力丸：ナタを持って……。

きくたけ：そこから離はなれろ───っ!!（笑）次っ、最後はクリス！




クリス用ハンドアウト（かわたな）

コネクション：実に無礼な女じよ性せい神官　　　関係：ウマがあいそう

　ラインの神しん殿でんで行なわれた神殿会議において……キミの敬けい愛あいするマティアスは窮きゆう地ちに立たされていた。意気揚よう々ようとマティアスを糾きゆう弾だんする女性神官に、キミの心は苛いら立だった。

　ふいに、その女と目があう。

「（やばい───）」

　キミの脳のう裏りに、なぜか嫌いやな予感がわき起こった。




かわたな：〝実に無礼な女性神官〟てなんだっ!!（笑）ていうか〝関係：ウマがあいそう〟ってなんなんだよっ!?（笑）

きくたけ：オリジナルの関係を作ってみました。

クレバー矢野：い、嫌な予感がする!!　嫌な予感がするっ！　ま、まさかあいつ……。

きくたけ：うひひ。その辺は本編で（笑）。では、今回予告とハンドアウトが終わったところでレベルアップにまいりましょう！　今回、全員がレベルアップできるはずで───す！




　こうして、四人はレベルアップ作業を開始して……およそ三十分後。

　そこには、立りつ派ぱに成長した四人の姿すがたがあった。





ノエル＝グリーンフィールドの場合

力丸：キャラクターレベル６になりました！　クラスは変わらず……【ＨＰ】58の【ＭＰ】39。フェイトも６のままです～。

きくたけ：レベル６かあ……大きくなったもんだ。

力丸：ホントですよね！　で、スキルは《ウォーターステップ》を３レベルにして、新たに《エンカレッジ》を取りましたあ！

きくたけ：む、命めい中ちゆう率りつがさらに上がる＆もうひとつは対象を即そく座ざに行動させるスキルか。

力丸：ですです。あと……。

きくたけ：うん。

力丸：えー……頭装そう備びをハットから闘とう士しのバンダナに変えました……（笑）。

きくたけ：なにいっ！（笑）あ、あのノエルの特とく徴ちよう的な帽ぼう子しが……バンダナに！

力丸：そうなんですよ～。

きくたけ：デザインする時、死ぬほど苦しんだあの帽子を……バンダナに！

力丸：え、ええ（笑）。

クレバー矢野：まあ、レベル上がってるのに装備がハットのままでは不自然ですし！

きくたけ：佐さ々さ木きがレベル６ノエルのデザインをどうするか、楽しみだ！（笑）

力丸：佐々木あかねさん、よろしくお願いします～（笑）。





[image: ]





トラン＝セプターの場合

クレバー矢野：では、わたしもいきます。えー……キャラクターレベルが７になって、【ＨＰ】が36【ＭＰ】が70＋70の計１４０に！　フェイトは５のままです。

きくたけ：装備は？　前回、いきなり帽子変わって印象変わったから、あれ以上変わらんか。

クレバー矢野：頭部は前回、メイジハットになったわけですが、今回再ふたたび変わりまして。

きくたけ：変わるのかよっ!?　前回のデザイン、決めるのにどれだけ苦労したと……っ！

クレバー矢野：ええ、ですから今回は帽子のカタチはそのままで、帽子の模も様ようを変える程てい度どで……。ちなみにフレンドベレーになりました。

きくたけ：ういうい（笑）。スキルは……？

クレバー矢野：スキルはですね、《サモン・アラクネ》あげようと思ったけど、久ひさ々びさに《アースブレット》のレベルを４にあげ、あと《ガーディアン》を取りました。

きくたけ：ぐ、《ガーディアン》か……！　一回だけ、どんなダメージも０に！

クレバー矢野：ええ！　それはそれとして……っ、前に《レイズ》取ったのが悔くやまれる！

たの：《レイズ》、強くないか？

きくたけ：【ＨＰ】０から回かい復ふくできる《レイズ》、強いけど……誰だれに一番必要かって……。

クレバー矢野：ええ！　死ぬような危き険けんにあうと真っ先に死ぬのはたぶんわたし！　だからわたしが《レイズ》を持っていても……なんと意味がない！（笑）
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エイプリル＝スプリングスの場合

きくたけ：では、エイプリルどうぞ！

たの：スキルは《ヴィジランテ》と《サーチリスク》を取得。トラップ探たん知ちに＋１Ｄ、危険感知に＋１Ｄされる。【ＨＰ】は58、【ＭＰ】49だ。装備は変へん更こうなしで。以上。

きくたけ：はやっ!!

かわたな：あれ、カフヴァールは？　装備しないの？

たの：カフヴァールは、あいかわらず必要な時だけ交こう換かんで。武ぶ器きもそろそろいいのも買えそうなものだが……。

きくたけ：武器を変えないのがガンスリンガー。魔ま導どう銃じゆう持ってるから（笑）。

クレバー矢野：でも、装身具は変えてもいいのでは？

たの：ふむ……（と、ルールブックを開く）。ポイントアーマーだと防ぼう御ぎよ力りよくは上がるが行こう動どう値ちが落ちるしな……。

クレバー矢野：〝俊しゆん足そくのブーツ〟か〝護まもりの指輪〟ですかね。

たの：ふむ……（ちょっと考えて）……では、〝俊足のブーツ〟だな。これで行動値は13になる。

きくたけ：お、13！　それはいい！　今回のシナリオでえらく影えい響きようするかも！

たの：するのか。では、それで。
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クリス＝ファーディナントの場合

かわたな：次は私だな。が、その前に言いたいことがある。

一同：は？

かわたな：誰か三〇〇〇Ｇ、貸かしていただきたい！

一同：なにい!?（笑）

きくたけ：お前、リプレイには書かれてないけど前回……ノエルに借金して、ミスリルクローク買ってたよな……。

かわたな：あれは返した！　三〇〇〇あれば、セレスチャルヘルムを買える!!　前回買ったミスリルクロークを下取りに出します！

一同：下取りに出すのか！（笑）

かわたな：ノエルさん、また三〇〇〇ほど貸してください！

力丸：（大笑いしながら）あ、はいはい～貸します貸しますよ～（笑）。

かわたな：おお、あなたは聖せい女じよのような御お方かただ。

一同：…………。

かわたな：というわけでレベル７になって【ＨＰ】91の【ＭＰ】56。スキルは《ブリンク》と《トレーニング：筋きん力りよく》！　装備は頭がセレスチャルヘルム、胴どう体たいがウィガール！

きくたけ：い、以上だな。では、発表が終わったところで本ほん編ぺんに入りましょう！（笑）
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　　　　OPENING PHASE




◆Opening 01◆おそるべき実に無礼な女




　───ライン神しん殿でん、会議室。

　長い大理石のテーブルについた各国の代表神官が、議ぎ論ろんを繰くり広げていた。

　午前から始まった会議だが、ふと気付けば窓まどの外の風景はオレンジ色に染そまりつつあった。

　その日の議題があらかた語り尽つくされた時……。




　クリスにとって、看かん過かできぬ一大事が起こった。




ＧＭ：では、これより本編に入ります！　オープニング、最初のシーンはクリスだ。シーンの舞台はラインの神殿で開かい催さいされている───……。

クリス：ああ、神殿会議というやつだな。

ＧＭ：そうそう。キミは今、各国の神官たちが集つどう会議……ヴァンスターを代表してこのラインにやってきたマティアスの席のうしろに護ご衛えいとして立っている。
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クリス：なるほどいやちょっと待て。なぜ私はこの席にいるんだ。みんなと一いつ緒しよにマビノギを求めてラインまで来てはいるが……。

ＧＭ：偶ぐう然ぜん、この街に来ていたマティアスに召しよう喚かんを受けたんだ。「わしの護衛をせい」と。

クリス：い、いや……私は現げん在ざい、ギルドを組んでマビノギの探たん索さくに……。

トラン：（いきなりマティアスになって）「わしの護衛をせい」

クリス：は、話を聞いてくださいマティアス様っ!?

ノエル：あっはははははっ（笑）。

クリス：そ、それに久ひさしぶりに敬けい愛あいするマティアス様と会ったのに、こう……護衛を命ずるまでに少し会話を……っ！

ＧＭ：なるほど。……では、数日前にマティアスから召喚を受けたシーンを、少しだけ演えん出しゆつしよう。命令を受ける前に再さい会かいを喜ぶ会話があればいいんだな。

クリス：そうそう。

ＧＭ：えー……コホン。では、それは数日前のこと。マティアスからの召しよう喚かん状じようが届とどき……神殿へと出向いたのは、キミがラインに到とう着ちやくしたその日の夕ゆう刻こくだった。久しぶりに見るマティアスの笑え顔がおにキミは、どこか心が安らぐのを感じた。

クリス：感じました。

トラン：感じるのか……（笑）。

クリス：お久しぶりでございます、マティアス様。

ＧＭ：（どこか野太い声で）「───うむ、久しいな。ずいぶんとたくましくなったものよ」

クリス：いえ、そんな……。

ＧＭ：「わしの護衛をせい」

クリス：終わりかよっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：とまあ、そんなことがありまして……あらためて神殿会議の席に戻もどそう。

クリス：しくしくしく……。

ＧＭ：時刻は夕方にさしかかった頃ころ。大理石でできた長方形の巨きよ大だいなテーブルに、各国を代表してやってきた神官たちが並ならんで座すわる。早朝から続いたこの会議に、彼らもさすがに疲ひ労ろうの色を隠かくせない。

クリス：ちなみに私は朝から立ちっぱなし。

ＧＭ：しかし敬愛するマティアス様の警けい護ごとなれば、疲労なんて感じない。

クリス：そう、感じない。

一同：…………。

ノエル：ク、クリスさん……（笑）。

クリス：そして感じます。マティアス様は座っているだけでも威い厳げんが、ある!!

エイプリル：お前の目がどうかしているのだろう。

クリス：なにを言うか。ほら、近寄りがたくて周りから人が去っていく。

一同：それは威厳じゃないっ!!（笑）

ＧＭ：まあ実じつ際さい、ふてぶてしいまでに堂々としてるがね（笑）。さて……世界平和について熱く語られた会議も、今まさに終わろうとしているのだが……。

トラン：この神殿会議って、サミットみたいなものなんだな。

ＧＭ：「では、本日の会議はこれにて閉へい会かいとしま───」と、議長を務つとめていた初老の男が、会議の終しゆう了りようを宣せん言げんしようとした時だ。参列していた神官のひとりが威い勢せいよく手を挙げた。

「───みなさんに協議していただきたい懸けん案あん事じ項こうがあります!!」

クリス：……む、この女か！　マティアス様を糾きゆう弾だんしようという不ふ届とどきな輩やからは！

ＧＭ：議長は、鼻息も荒あらく手を挙げているその女じよ性せい神官に視し線せんを送り、言う。「えー……パリス同どう盟めい副代表シルヴァ。発言を許きよ可かします」

トラン＆クリス：やっぱりあいつか──────っ!?（笑）




シルヴァ

　パリス同盟はカナンにある神しん殿でんに所しよ属ぞくし、神官長補ほ佐さを務める女性。

　細かいことにはこだわらず、なんでも大だい胆たんに物事を進める気っぷのいいお姉さんである。

　前シリーズのキャンペーンに登場し、シグ（プレイヤー：クレバー矢野）とウマがあった（という設せつ定ていになった）ため、ＰＣたちは彼女にさんざんこき使われるはめになった。

　また、気にかけた冒ぼう険けん者しやを、訓練のために〝ドロップ品が一いつ切さいでないダンジョン〟に放ほうり込こむことをこよなく愛する。

　……なお、前年度版ばんトラベルガイドの表紙を務めている（前巻『ノエルと翡翠の刻印』10ページのイラストを参照のこと）。




ノエル：あ、ああ……前のシリーズに出ていたあの人ですね～。

エイプリル：パリス同盟の副代表とは、えらくなったもんだ。

トラン：世の中終わりだ。

エイプリル：なんでだ。

ＧＭ：というか、悪の組そ織しきの幹かん部ぶのセリフじゃねえ。あ、ちなみにシルヴァのうしろには、マティアスに対するクリスのように、ひとりの大男……おそらくはドゥアン族……が立っている。

クリス：シグ……やっぱりシルヴァにこき使われてるのな……（笑）。

ＧＭ：（笑）。まあ、前シリーズの話は横においといて───。発言を許可された女性神官……シルヴァは、意気揚よう々ようと立ち上がるとぺこりと一礼し、発言する。「私が提てい出しゆつしたい議題は、ヴァンスター帝てい国こく大神宮マティアス様についてです」シルヴァはちらり、マティアスの方を見て、勝ち誇ほこったようにニヤリと笑えむ。

クリス：そ、そんなことでマティアス様は動じません。

ＧＭ：彼女は大きく手を広げ、芝しば居いがかった態たい度どで声をあげる。「マティアス様、貴方あなたはディアスロンドへの届け出もなしに〝薔ば薇らの武ぶ具ぐ〟を集めているとの情じよう報ほうをこちらで得ておりますが───」

トラン：ざわ、ざわざわ……！

ＧＭ：そう、そのとおり。その言葉に会議の場はいきなりざわつく。「（野太い声で）薔薇の武具……！」「（わなわな震ふるえる声で）あ、あの禁きん忌きの……」

クリス：禁忌だったのか！

トラン：ところでちょうどその頃ころ、わたしは禁忌のアガートラームに思いっきりコーヒーをこぼしてます。

一同：禁忌が───っ!?（笑）

クリス：そういえば私は昨さく晩ばん、禁忌のウィガールにカレーうどんの汁しるを……。

ノエル：あー……最悪ですねっ……。

ＧＭ：最悪なのか。

ノエル：最悪ですよ～ぉ……って、あ、すみません、さ、先に進め……。

ＧＭ：まあ、洗あらえば落ちますし。

ノエル：いやっ、落ちないですよあれはっ!!（一同噴ふき出す）

ＧＭ：は、鋼はがねの鎧よろいだし、拭ふけば落ちます。

ノエル：え、そ、そか……そ、そ……そんなことはどうでもいいんですっ……ど、どうぞっ、先に！　先にっ！（と、手を振ふり回す）

ＧＭ：（笑）。では、シルヴァは言葉を続ける。「───〝薔薇の武具〟と〝門〟は神殿でも最高の極ごく秘ひ事じ項こうであり、これに無む断だんで触ふれることはあってはならないはず。その真しん偽ぎのほどをマティアス様にお聞きしたい」

クリス：あの、今まさに着ているんですけど。薔薇の武具。

ノエル：あ、あ、ああああ……ーっ（笑）。

トラン：そういえば、前回ウィガールを手に入れてクリスが装そう備びしてた！（笑）

クリス：な、なんとか切り抜ぬけてくださいマティアス様！

ＧＭ：では指名を受けて威い風ふう堂々、悠ゆう然ぜんと立ち上がり……マティアスは笑え顔がおで言った。

クリス：おお。

ＧＭ：「（野太いあやしい口調で）なぁにを根こん拠きよにそのような……」




　なぜか一同大だい爆ばく笑しよう。




クリス：ただの開き直った悪人ですマティアス様っ!!

エイプリル：（お茶を噴き出しそうになって）あ、危あぶない！　お茶を飲んでる時にそんなこと言わないでいただきたいっ!?（←口をハンカチで押おさえながら）

ノエル：やー……す、すごいー……っ！（笑）こ、根こん拠きよって……だって……だってっ……！

トラン：おもいっきりお前のうしろで薔薇の武具を着た奴やつがいるだろうっ！（笑）




　総そうツッコミである。




ＧＭ：「（あやしく雄ゆう弁べんな口調で）……私は心から世の平和を願っております。それは……このクリスがよおく知っておること。なあ、クリスよ、なんか言ってやれ」

クリス：え、あ……えーと!?　な、なにを……なにをしゃべればいいんだ……っ。

ＧＭ：シルヴァは、クリスに視し線せんを向ける。「どうですか？　ええと……クリス＝ファーディナントさん？」

クリス：え、あ……う……。

ＧＭ：「……どうした？　ふだん、わしが行なっていることを見たままに話せばいいのだ」

クリス：で、では。マティアス様の偉い大だいさを語らせていただきましょう───コホン。

一同：……。

クリス：（悠ゆう然ぜんとした口調で）……マティアス様はまず、朝五時に起き床しようし……（一同大爆笑）。

ノエル：そ、それ偉大なんですか……っ!?　え、えー……！

クリス：そして神しん殿でんの前の掃そう除じするところから一日が始まって……。

ノエル：ち、ちっちゃー……っ、すっごいちっちゃいですよぉっ、なんかっ。

クリス：小さいことからコツコツと。それがマティアス様の偉大なところっ。

ノエル：こ、コツコツとですね……っ、はい、なるほどー……っ。

トラン：すごい話題のすり替かえだ！　いや、すり替えにすらなってないとこが素す晴ばらしい!!

エイプリル：ところで。この場面ってシルヴァが明らかな証しよう拠こを突つきつけるシーンなのでは。

ＧＭ：証拠はないんだ。

一同：ないのかっ!!（笑）

エイプリル：じゃあ、シルヴァは証拠もないのに、こんな議題を提てい出しゆつしたのか？

トラン：あいつは、そういう女です。

ＧＭ：逆ぎやくに、証拠が見つからないので尻尾しつぽを摑つかもうとこの議題を出したのだ。「……今一度お聞きします。薔薇の武具には一いつ切さい関かん与よはしていない……そうですね？　クリスさん？」

クリス：い、いかん。関与していないと言えばウソになり、していると言えばマティアス様を裏うら切ぎることに……！　きっとマティアス様には深いお考えが……いやしかし……！

ＧＭ：「（ゆったりした野太い声で）クぅリスぅ……なにをそんなにあわてておる？　関与していないものはしていないと、はっきり言えばいいのだ」

クリス：堂々としすぎですっ!!（笑）

トラン：ぬ、ぬけぬけとっ!!　これだから神殿は！（一同大爆笑）

ＧＭ：「まあ、よい。だいたい、証拠もないというのに───このような席で触ふれる話題としては、いささか不ふ適てき切せつではありますからなあ……シルヴァ殿？」

トラン：だからクリスが着てるって！　薔薇の武具っ!!

ＧＭ：シルヴァはそんなマティアスのセリフに、笑顔のまま額ひたいに怒いかりマークを浮うかべる。

「では、もうひとつ質しつ問もんをしてもよろしいですか？」と、ここからしばらく尻尾を摑もうとするシルヴァの発言が続くが、マティアスはひらりひらりとすべての追及をかわし続ける。

クリス：さすがはマティアス様！　では、私も言います。……もうおわかりでしょう、シルヴァ殿どの。我われ々われはそのような武ぶ具ぐには、一切関かかわってはおらぬのです。

ＧＭ：「……書記官！　今のクリス殿の発言は、ちゃんと記録しておくように」ぜぇぜえ……と声をあげ続けて疲つかれたのか、肩かたで息をしながらシルヴァが言った。

クリス：げ。

エイプリル：お前が言げん質ちをとられてどうするんだ。

ＧＭ：「───では、質問は以上です」あきらめたのか、シルヴァはそう告げて腰こしをおろした。しかし……悠然とかまえるマティアスのうしろで慌あわてているクリスを見て、ニヤリ。意味ありげに微笑ほほえむ。

クリス：いかん。嫌いやな予感がする。

トラン：あ、あの女とは関わっちゃだめだ……！

ＧＭ：とまあ、なにやら不安を感じつつ。そんなシルヴァの微笑みと共に……。




　───この会議は、終わりを迎むかえたのだった。




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：と、ここでシーンが変わる……前に、最後にちょっとだけ。

クリス：お？

ＧＭ：会議が終わってクリスはマティアスと連れだって部屋を出て行くのだが……。

クリス：見事でありました、マティアス様。このクリス、感服いたしました。

ＧＭ：マティアスは笑顔のまま、しかし振ふり返ることもなくクリスに言った。

クリス：は……。

ＧＭ：「お前は、アドリブがきかなさすぎだ」……どすっ！　と、そんなクリスの腹はらに《ペネトレイトブロウ》（一同大だい爆ばく笑しよう）。




《ペネトレイトブロウ》

　攻こう撃げき対象の防ぼう御ぎよ力りよくを無む視ししてダメージを与あたえる、モンクのスキルである。




クリス：しょ、衝しよう撃げきがウィガールすら貫つらぬいて内ない臓ぞうを……っ（笑）。し、しかしマティアス様……神官としてウソをつくのはいかがなものかと……っ。

ＧＭ：「ウソをつくのではない。心に描えがいた正せい義ぎを貫き通すのだ!!」

クリス：おお！　素す晴ばらしいご意見にこのクリス、目からウロコが落ちてございます。

エイプリル：落ちんな。

ノエル：ク、クリスさんっ、クリスさん……っ（←大笑いしている）。

ＧＭ：と、そんなところで……最後にマティアスのセリフと共にシーンを閉とじよう。




「───わかっておるな、クリス。〝武ぶ具ぐ〟の回かい収しゆうを急げよ。どうやら、時間はないようだ」




◆Opening 02◆凶きよう刃じんと選せん択たく




　───寄よせては返す、人の波。

　初めて訪おとずれたラインの街は、人ごみでごった返していた。




「すごい人の数ですー……」




　ノエルは人波に流されながら……それを今まさに実感していた。




ＧＭ：では、あらためまして次のシーン。登場はノエルとトランだ。キミたちが初めて訪れたこのラインは今、三日におよぶ祭りの真っ最中だった。ふたりがいる中央の通りも人でごった返しており……。

トラン：クリス、帰ってきませんねえ……とか思いつつ、休みを満まん喫きつしています。そしてわたしの目前で……。

ノエル：あたしが人波にもがいてるんですね！

ＧＭ：そう、こんなふうに……（と、ばんざいした手をばたつかせる）。

ノエル：こんなふうに……っ（と、ばんざいした手をばたつかせる）。

ＧＭ：流れる人波の中に、ノエルのばたつかせる腕うでだけが見える。トランはそれを見て……。

トラン：（首を右から左に向けながら）ノエルさ～～～ん……。

ノエル：あ～～～～～～～……（←右から左に流されているらしい）。

トラン：（今度は左から右に向けながら）大だい丈じよう夫ぶですか～～～～～～～……。

ノエル：あ～～～～～～～……（←左から右に流されているらしい）。




　なにやってんだ。




ＧＭ：文章にしにくいことをしないよーに（笑）。まあ、そんな中で……右に左に流れるノエルの動きを、トランの足元で座すわって見ている人物が。

トラン：あ、足元？

ＧＭ：「不ふ吉きつじゃあ～～～～～～～……」（と、首を右から左に）（一同大爆笑）。

ノエル：あ～～～～～～～……（右から左に流されている）。

トラン：ばーさん、なにしに来たんですか。

ＧＭ：「お主に伝えたいことがある～～～～～～～……」（と、首を左から右に）

ノエル：あ～～～～～～～……（左から右に流されている）。

トラン：捕つかまえておきますか。

ＧＭ：「そうしてくださると、ばばあとしては大変嬉うれしい」

ノエル：お、おばあさん……おば……（ぱんぱん、と手を叩たたきながら大笑いしている）。

トラン：携けい帯たい大首しゆ領りようにヒモをつけて、投げます。

ノエル：ぱしっと摑つかんですぽーん、と釣つり上げられますっ。た、助かりましたトランさん。

トラン：もうこの街に来て三日も経たつのに、なぜ人ひと混ごみに慣なれないんですか。

ノエル：（ぱん、と手を叩いて笑いながら）そ、そうですよね……っ。

トラン：で、ばーさん。今回はなにを？

ＧＭ：占うらないばばあは、ノエルの顔をマジマジと見ながら言った。「あいかわらず不吉な顔をしているのう」

ノエル：ちょ……お…おば……っ（笑って言葉にならない）。

トラン：不吉な顔って……死ぬほど失礼な（笑）。で、用事はなにっ!?

ＧＭ：「なにを隠かくそうな、近い将しよう来らい、お主たちはおそろしい災さい厄やくに見み舞まわれるのじゃ」

ノエル：それ、毎回毎回、い、言ってますよ……っ。

ＧＭ：「今回は、かなり切せつ迫ぱくしていてのう」

ノエル：せ、切迫！　切迫というと……っ！

ＧＭ：「あと二秒で……」

ノエル：二秒っ！　に、二秒ですかっ!?

ＧＭ：と、ノエルが驚おどろきの反はん応のうを返した時だった。トラン、【感知】で判はん定ていを。難なん易い度どは12！

トラン：あ、あと二秒でなにかが襲おそい掛かかってくるって……やはりばーさんがナタを……。

ノエル：お、おばあさ～ん……信じていたのに～～。

ＧＭ：だからばーさんじゃないって！　とにかく判定を！

トラン：では……！　７以上で成功……（ダイスを振ふる）……成功！

ＧＭ：では、気づいた。ばあさんを凝ぎよう視しするノエルのすぐ背はい後ご……。

ノエル：はいっ、はい……っ！

ＧＭ：彼女を狙ねらって、人混みの中から突つき出された短たん剣けんが今まさに……。

トラン：二秒もねえじゃねえか！（笑）これ、わたしだけが気づいたと！

ＧＭ：そのとおり！　ここでトランが取れる選せん択たく肢しはふたつ。ひとつは、「そのまま見守る」。

トラン：（笑え顔がおでうなずく）。

ノエル：い、今そっこーでうなずきましたねっ、み、見ましたよ!?

トラン：いや、まさか……ははは。

ＧＭ：で、もうひとつの選択肢は……。

ノエル：た、「盾たてになる」っ!!




　あんたが言うな。




一同：…………。

ノエル：ち、ちがうんですよっ……そういうことできるのかな、とっ。

トラン：かばえるんですか？

ＧＭ：うん。戦せん闘とうルールの「かばう」と同じ扱あつかいとする。つまり、かばったら、短剣は必ずトランに命中する。

トラン：…………。

ノエル：あ、あれえ!?　い、嫌いやそうですね……い、いいんですよっ、そんな無理しなくても……そっこーうなずいてましたしっ。う、恨うらみませんから……恨みませんっ！（笑）

トラン：か、かばいますよっ!!（笑）

ＧＭ：では、短剣の存そん在ざいに気づいたトランが、突とつ然ぜんノエルに襲い掛か……。

一同：襲い掛かるっ!?

ノエル：ト、トランさんっ、白昼堂々と……っ、な、なんて…なんてことを～～っ！

ＧＭ：ちがった。覆おおい被かぶさるように、だ。

トラン：では、覆い被さるんではなくて、ノエルを引きずり倒たおす感じでっ！

ノエル：（淡たん々たんとした口調で）ぎゃー、と転びます。




　またもや一同大だい爆ばく笑しよう。




ノエル：い、いやっ、人ひと混ごみの中でいきなり引き倒されたら叫さけびますよっ、ふつうっ。

トラン：それはわからんでもないんですが……（笑）。で……？　ダメージきますか！

ＧＭ：いや、その短剣によるダメージはないものとする。短剣はトランの胸むな元もとをかすめ……灼しやく熱ねつ感が、走った。

トラン：そこで刺さした奴やつを確かく認にん……！

ＧＭ：抜ぬけ目ないな。人混みの中で起こった一いつ瞬しゆんの出来事だったので犯はん人にんを目もく視しすることはできなかったが……短剣を突き出した腕うでは、あきらかに女のものだった。

トラン：なるほど。ち、手て慣なれていますね。しかし、このわたしも悪の秘ひ密みつ結社の一員、その程てい度どのことで───……と言ったあたりで、意い識しきが遠くなったりしませんか。

ノエル：え。え……？

トラン：毒が塗ぬってあるんじゃないかなー、と。いや、塗ってないならいいんです。

ＧＭ：塗ってあります。

トラン：やっぱりかっ!?

ＧＭ：一瞬、そこでトランは意識を失いそうになるんだが……。

トラン：あ、あれ、あれ、あれ、あれ……めまいが……。

ノエル：で、では引き倒されたあたしは瞬時に立ち上がって、トランさんの襟えり元もとをつかんでですねっ、（絶ぜつ対たい無む敵てき可か憐れんな脅おどし声で）なにするんですかあっ！　ガクガクガクと……っ！

トラン：揺ゆらさないで───っ!?　毒がっ!?　毒がまわるっ!?（笑）

ＧＭ：では、そこでノエルも気づく。トランの胸元、赤い血がしみ出し、じわじわとしだいに衣服を染そめ……あれ。血でいいんだよな？

ノエル：人じん造ぞう人間ですからねっ。あ、赤いオイル……オイルで！

トラン：じゃ、じゃあそれで！

ノエル：トランさんっ、なんかオイルが漏もれてますよっ！　だ、大だい丈じよう夫ぶですかあ!!

トラン：だ、大丈夫、大丈夫。すぐに治、治、なお…………〝ピ───……〟（一同大爆笑）。

ノエル：と、とらんさ───んっ、とらんさ───んっ!?（大爆笑）ゆさゆさ揺らします！

トラン：だから揺らさないで───っ!?

ノエル：じゃあノエル、火事場の馬ば鹿か力ぢからで人混みを背せ負おってじゃなくて、トランさんを背負って人混みの中を路ろ地じ裏うらのほうに……っ。

ＧＭ：では、そんなキミのうしろをばばあもついていく。

ノエル：あ、そかっ……おばあさん、すっかり忘わすれてっ……なにしに来るんですか！

ＧＭ：いや、今回はばあさん、脇わき役やくなので少しでも登場シーンを増ふやそうと……。

ノエル：なるほどなるほど……っ。

トラン：いやちょっと待て。ばばあはいつでも脇役だ。

ノエル：あ、そうですよっ……（笑）。おばあさん、ヒロインにならないでくださいねっ。

エイプリル：ばあさんはこのあと、解げ毒どく法ほうとか情じよう報ほうを出すために出てきたんだろう。で、トランの様子は？

ノエル：そ、そうでした。服をビリッ、と破やぶいて確認しますよっ。

ＧＭ：見てわかる。出血のわりには、傷きずはさして深くない。が、気になることが……ひとつ。

ノエル：気になる？

ＧＭ：その傷の周囲……肌はだが青黒く変色している。

ノエル：ど、毒……！　毒ですか！

トラン：わかりやすく毒だ！

ノエル：あ、あ……そうか！　じゃあ、口で毒を吸すい出しま……っ。

ＧＭ：「……待ていっ！」ばあさんがビシッ、と傷に口をつけようとするノエルを制せいする。「危き険けんじゃ！　口の粘ねん膜まくから毒を吸きゆう収しゆうするおそれがある……っ」

ノエル：じゃ、じゃ、じゃあどうすればいいですかおばあさん……っ。

ＧＭ：「ばばあにはなにもできぬ」

一同：なんでいるんだお前はっ!?

ノエル：（笑ってふるふる震ふるえながら）ほ、ほんと……ほんと役に立たない……っ（笑）。か、肝かん心じんな時にいつも……っ、ほんとなんでついてきてるんですかおばあさん……っ。

ＧＭ：（←なにも考えてない）えー……「い、いや、ただ見み届とどけようと……」（一同大爆笑）

トラン：おい待て。

ノエル：なっ、なにを見届けるんですかおばあさんっ!?

エイプリル：（大爆笑して、机つくえを叩たたいている）。

ノエル：じゃ、じゃあせめて占うらないを……っ。助かるんですよね、トランさんっ？

ＧＭ：「……」

ノエル：おばあさん？

ＧＭ：「……助かる……助かるとも……っ、ううううっ」

一同：ばばあ──────っ!?（大爆笑）

ノエル：とにかく解毒しないと～、じゃ、じゃあ宿屋……っ、あたしのマントで傷口をしばって宿屋に戻もどりますっ!!

ＧＭ：しばったマントも、あっというまにトランの血でできたシミが広がっていき……。

トラン：ありがとうございます……と、ノエルにお礼を。

ノエル：マントにシミが～……。

一同：そこか───いっ!?（笑）




◆Opening 03◆フェアな戦い




　エイプリルはひとり、窓まどの外に広がる街まち並なみを眺ながめていた。

　夕ゆう闇やみに沈しずみゆく風景は、いつもとなにも変わらないありふれたもの。

　だが、闇にまぎれるその気配を彼女が気づかないはずはなかった。




　これまでに何度も味わった感覚、すなわち───〝殺意〟。




ＧＭ：では、最後のオープニングはエイプリル、キミのシーンだ。キミはひとり宿に残り、クリスやノエル、トランが帰ってくるのをひとり待っている。

エイプリル：うむ。では、窓から街並みを眺めている。

ＧＭ：キミは、このラインの街に入った時から……そして今なお、どこかピリピリとした空気を感じ取っている。この感覚に、キミはなじみがあった。

エイプリル：この殺意……懐なつかしい感覚だ。

ＧＭ：そうつぶやいて夕闇迫せまる街並みを見下ろすキミだが───ふいに街の一角で、ちらちらっと光が揺らいだことに、気づく。

エイプリル：……モールス信号？

トラン：あるのか、モールス信号。

ＧＭ：モールス信号かどうかはおいといて！　キミは、その光の揺らぎに見覚えがあった。まちがいなく、それは信号だ。しかも、その独どく特とくの明めい滅めつパターンは……かつて、キミが所しよ属ぞくしていた情じよう報ほう部ぶ……その現げん役えき時代に使っていたものだ。

エイプリル：信号の内ない容ようは？

ＧＭ：内容は非ひ常じように単たん純じゆん明めい快かい。〝タダチ ニ ココ ニ シュウゴウセヨ───八ガツ〟

クリス：八月？

トラン：ああ、オーガスト……仲間の名前か。ハンドアウトに書いてあった。

エイプリル：所しよ詮せん、手についた血は落ちるものではないか、と……その光の方に向かう。

ＧＭ：うい。キミは光の見えた路地裏へ入っていく。ふと、そこで気配に気づいた。角の向こうにたなびく、煙草たばこの煙けむりの香かおり。紫し煙えんが、ゆらぎ立ち上っている。

エイプリル：……煙草？

ＧＭ：そう。その煙草の香りを、キミはよく知っていた。そして、相手もキミの気配に気づき、姿すがたを現あらわさないままに、言う。「───久ひさしぶりだな、エイプリル」

エイプリル：……。

ＧＭ：そう言って姿を現わした女じよ性せい……眼がん光こうは鋭するどく、吐はき出される言葉も落ち着いたもの。しかし、彼女が現われると同時に、周囲の気配はピリピリとした緊きん張ちよう感に包まれる。

エイプリル：久しぶりだな、オーガスト。

ＧＭ：「……再さい会かいした師し匠しようを呼よび捨すてとは、あいかわらず態たい度どが大きいな」

エイプリル：どんな奴やつだ。

ＧＭ：んー……赤みがかった長い髪かみに、帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶっている。色こそ黒だが、服ふく装そうも……その雰ふん囲い気きもエイプリルにどこか似にているな。左目に眼がん帯たい、そして腰こしには、二丁の魔ま導どう銃じゆう───。

トラン：ガンスリンガー……か。

ＧＭ：「〝薔ば薇らの武ぶ具ぐを回かい収しゆうせよ───〟お前は皇こう帝ていの命を受けたはずだが───いつまで、油を売っている？」

エイプリル：その催さい促そくに、旧きゆう十三班ぱんのメンバーをわざわざ差し向けてきたのか？

ＧＭ：「それだけじゃないさ───」

エイプリル：って、ん？　前に俺おれ、十三班についてなにをしゃべったかな……（おもむろに第一巻かんを開いてぺらぺらめくる）。

ＧＭ：よくおぼえてない（笑）。

エイプリル：……う。

ＧＭ：う？

エイプリル：……いかん、十三班はすでに壊かい滅めつし、俺は唯ゆい一いつの生き残りと書いてある。

ＧＭ：なにいっ!?（一同爆ばく笑しよう）

エイプリル：決まっていないことをてきとーに言うのは、やめよう（笑）。

ＧＭ：いやっ、そこを無む理り矢や理り繫つなげるのもＴＲＰＧの醍だい醐ご味み……えーあー…………（ぽん）。そのオーガストと名のる女は言った。「ふん、驚おどろかないのか？　私が生きていた事実には？　つまらんな」（一同爆笑）

エイプリル：（渋しぶい口調で）……あんたがそう簡かん単たんにくたばるわけがないからな。

トラン：……無理矢理つなげた！（笑）

エイプリル：で？　質しつ問もんに答えてもらおう、師匠殿どの？　わざわざ、俺を監かん視しするためにきたのか？　……やれやれ、本当に皇帝の犬に成り下がったか。

ＧＭ：オーガストは苦く笑しようしながら、言う。「犬になったつもりはない。が、一度受けた命令は必ず成功させる───それが我われ々われに共通した誇ほこりだったはず。任にん務むを受けて、それがいつまで経たっても完かん了りようできない事実こそ、私には驚きだ」

エイプリル：俺には俺の考えがある。使い走りならそれらしく、とっとと皇帝からの伝言を伝えて帰ることだ。

ＧＭ：「フフ、あいかわらず、気が早い。物事を急ぎすぎるクセは直せ、何度もそう言ったはずだが───まあ、いい。皇帝からの指令が下っている」

エイプリル：指令？

ＧＭ：「そうだ。いつまでも結果を出さないエイプリルに代わり、関係者を皆みな殺ごろしにしてでも〝薔薇の武具〟を持ち帰れ、だ」

エイプリル：……。

ＧＭ：「……これが、我々に与あたえられた新たな指令だ。お前はこれまで、四つの武具を手にしているはず。それをすぐに渡わたすことだ。さすれば、命までは取らん」

エイプリル：断ことわったら？

ＧＭ：「勘違いするな。これはあくまで、私の情なさけから来るものだ。かつての弟で子しであるお前に対しての、な」

エイプリル：あの坊やがなにをあせっているのか知らないが……こういう言葉を知らないか？〝あせる釣つり人は、大物を釣り逃にがす〟。

ＧＭ：「フ、皇帝の考えは、私にはわからん。私は、受けた任にん務むを着実にこなすだけ」

エイプリル：そのわりにはずいぶんと親切だな。このことを、俺にわざわざ教えるなど。

ＧＭ：すると、オーガストはフツ、と力強く笑えんで……告げる。「───フェアじゃない戦いは、好きじゃない」

エイプリル：……変わってないな。

ＧＭ：「───ああ」

エイプリル：だが言っておこう。今、探たん索さくを打ち切れば残りの武具は手に入らん。俺の受けた命令は、こうだ。〝───すべての武具を集め、持ち帰ること〟。

ＧＭ：「それは我々が引き継つごう。この街に、マビノギとやらがあることはわかっている。そのために、私の他ほかにも仲間がすでにラインに潜せん入にゆうしている」

エイプリル：……。誰だれだ。

ＧＭ：「〝七月ジユライ〟の〝コールド・スナップ〟───おぼえているだろう？」

エイプリル：ああ、あの馬ば鹿かか。十三班ぱんになぜいられたのか、わからん奴やつだったな。

ＧＭ：そうだったのか。

エイプリル：そうだったのだ。

ＧＭ：いきなりザコっぽくされてしまった。

エイプリル：そういうものだ。

ＧＭ：じゃあそれで。

クリス：ところで〝コールド・スナップ〟って……？　コードネーム？

ＧＭ：コードネームというか、そいつの能のう力りよくを的てき確かくに示しめしたあだ名みたいなもんだな。ちなみに〝コールド・スナップ〟は、〝突発的な寒波の襲しゆう来らい〟みたいな意味。

エイプリル：昔、行動を共にしていたとするなら、俺はだいたいの能力を知らないのか？

ＧＭ：ああ、情じよう報ほう部ぶ十三班はひとつの部隊ではあったが、単たん独どく、もしくは少数で動くことが多かったんだ。だから仲間同士とはいえ、その能力はお互たがいよく知らない。ただ、〝七月〟はドラゴンライダーだったことは憶おぼえている。

エイプリル：〝七月〟はともかく……あんたには借りがある。戦いたくはないのだがな。

ＧＭ：「つまりおとなしく武ぶ具ぐを渡わたすつもりはない……そういうことか？」

エイプリル：……。

ＧＭ：「答えろ。私は、気は短くはないが……長くもないんだな、これが」（一同大だい爆ばく笑しよう）

クリス：なんだいきなりそのマヌケなセリフはっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：ああああああ……っ、く、くそう！　ここまでシリアスなセリフを繫つなげてがんばったのに……っ!!（一同爆笑）

トラン：ええ、がんばってるなあ、と思って見てましたっ！（笑）

ＧＭ：く、く……めげずに続き！　えー……（シリアスな口調に戻もどして）「───答えろ、エイプリル」

エイプリル：言っただろう。俺に与えられた命令は、〝すべての武具を集めてヴァンスターに持ち帰る〟だ。その誇ほこりとやらに懸かけても、放ほう棄きはできんな。

ＧＭ：「……」一いつ瞬しゆん、オーガストは無言でどこか残念そうな表情を見せる。「やむをえんな───次に会う時、お前の眉み間けんに銃じゆう弾だんがたたき込こまれることとなる。お前に銃を教えたのは、私だ。お前のクセはすべて知り尽つくしている」

エイプリル：姉妹同士で戦いたくはないが───ただ数年前の俺と同じと思わない方がいい。

ＧＭ：気き張ばる教え子をフッ、と笑うように、オーガストは一瞬表情をゆるめ……「───だと、いいな」。そう告げて、〝ピッ〟と火のついた煙草たばこを指で弾はじいてとばす。地に落ち煙草の火が、闇やみの中に弾けた。

ノエル：な、なんかシリアスですよっ。

ＧＭ：エイプリルが一瞬、弾けた火に気を取られ……再び振ふり返った時、すでにオーガストはその場から姿すがたを消している。「決着は、三日以内に着く。理由はすぐにわかるだろう。ひとつだけ手を、打たせてもらったのでな」そんな声がどこからともなく響ひびき……。

エイプリル：わざわざそこまで教えてくれるとはな。

ＧＭ：では、こんなオーガストのセリフと共に、このシーンは閉とじられる。「もう一度、言う───私は……」




「……フェアじゃない戦いは、好きではない」




　かつて、エイプリルが幾いく度どとなく聞き慣なれたその言葉と共に……




〝ダブル・ブレット〟……オーガストの気配は消えた。





　　　　MIDDLE PHASE




◆Middle 01◆儚はかない命




　その小さな背せ中なかに仲間の命を背せ負おい、ノエルは祈いのる。

　───トランさんを助けきゃ。

　それだけを想おもい、ノエルはエイプリルのいる宿に向かう───。




ＧＭ：では、次のシーンを始めよう。えー、このシーンは……。




　と、ＧＭが言いかけた時、いきなりガタンと立ち上がる力丸さん。

　入り口のドアまでさささっと歩き、バタン、とドアを閉めて戻ってくる。




ＧＭ：……。

一同：…………（笑）。

ノエル：あ、いえっ……ど、ドアがあきっぱなしだとものすごい気になる人なんですよ、はいっ、はいっ。




　ほのぼの。




ＧＭ：いや、それならそれでドアにいちばん近い人にそう言ってくれれば……（笑）。

トラン：喜んで閉めにいきます（←いちばん近い人）。

ノエル：は、いやっ、気づいたわたしがしゃしゃしゃー、と閉めに行った方が早いかなとっ……す、すいませんはいっ。

ＧＭ：しゃしゃしゃー……（笑）。




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：というわけで、あらためて。シーンは……エイプリルの元にトラン・ノエル組が帰ってくるって場面だ。

エイプリル：では、かつて師し匠しようであるオーガストに戦場でかばわれたあの頃ころを思い出しながら、物思いに耽ふけっていると───。

トラン：我われ々われが帰ってくる、と。

ノエル：あ、あたしが一生懸けん命めいトランさんを背負ってるんですよ！　でも、背負いきれなくてズルズルひきずってそう～……（笑）。

トラン：無理に背負わなくてもいいですから……。

ノエル：あたしはむきになって、な、なにを言ってるんですかあ……っ！　って……。

トラン：いや、むしろ引きずられて足と膝ひざが痛いたいんです。宿の入り口まででいいですよ……。

ノエル：（笑いをこらえつつ）いやいやいやっ……あ。この日は宿の二階に部屋をとっているんですよ……お部屋までお運びしましょう……っ（笑）。

トラン：いやいやいやっ、階かい段だんは大だい惨さん事じの原げん因いんですから……っ!?

ノエル：ダメですっ、これ以上オイルが漏もれたら大変なんですから～……！　だから背負ったまま階段を……（ＧＭに向かって）こ、効こう果か音おんをお願いします……！

ＧＭ：ぎっ……ぎっ……ぎっ……（←木の階段を一歩ずつ踏ふみしめる音）。

クリス：ガタンっ。

ノエル：ごろごろごろ──────っ。




　落ちてどうする。




ＧＭ：か、確かく信しん犯はん……（笑）。ややあって。ズタボロになったノエルとトランが……。

ノエル：あ、あたしはズタボロになってないんです。

一同：トランだけ階段から落ちたのかっ!?（笑）

ノエル：お、重くて……。

トラン：毒にやられる前に……し、死ぬ……（笑）。

ＧＭ：ま、まあ。そんな苦労のかいあってか、トランを背負ったノエルが部屋の扉とびらをバアン！　と開き……エイプリルに向かって悲ひ痛つうな叫びで助けを求める！　悲痛な叫さけびどうぞ。

ノエル：ひぃ～（←悲痛）。

トラン：お化け屋や敷しき行ったんじゃないですからっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：……と、とにかく部屋に転がり込んできたということで（笑）。

エイプリル：遅おそかったな、お前ら。

トラン：ちょっと、いろいろあり……あり、あり、あり、あり、まして……。

エイプリル：……。口調が変だぞ。

ノエル：エイプリルさんっ、トランさんが大変なことに～っ、見てください、ここ……っ！

エイプリル：む。この階段から転げ落ちたような打だ撲ぼく傷しようは……。

ノエル：え、だ、打撲傷じゃないですよっ……。そこじゃなくて……！

エイプリル：では、この道を引きずったような擦さつ過か傷しようか？

ノエル：そ、それもどうでもいいんですよっ。ここです……えっと、傷きず口ぐちをしばったマントを解ほどいて見せます！　ここですっ……このオイルのシミですよっ。

一同：シミは関係ないだろうっ!?（大爆笑）

ノエル：え、いやいやいやっそうでなくてっ、こんなにオイルがしみ出してるのが大変って言ってるんであって～……けっして、けっしてマントのシミが気になるわけでは……っ（笑）。

エイプリル：では、オイルをぬぐって傷口を確かく認にん。

ＧＭ：ＯＫ。血……じゃない、オイルが派は手でに流れ出してはいるものの、傷は決して深くない。だが、その傷の周囲の肌はだが青黒く変色しており───心なしか、さきほどより変色した部位が広がってるようにも見える。

ノエル：え、ええぇえ───っ、トランさ───んっ!?　ガクガクガクっ。

トラン：揺ゆらさないで───っ!?

エイプリル：毒が、広がっているということか───。

ＧＭ：エイプリル、ここで【感知】の判はん定ていを。難なん易い度どは10だ。

エイプリル：（ダイスを振ふる）……問題なく成功。

ＧＭ：では、キミは気づいた。この症しよう状じよう……キミは知っている。正確に言えば、かつてこの毒をキミ自身が使用したことがあるのだ。

エイプリル：これは……。情じよう報ほう部ぶ十三班ぱん時代に使ったものだな？

ＧＭ：そのとおり。

エイプリル：なるほど、毒の効こう果かは？

ＧＭ：ちょっとした発熱をともない、しだいに青黒く変色した肌が全身に広がっていく。そして十二時間で確実に死ぬ。

ノエル：え……っ、え、え……（笑）。

トラン：そんなまたまた～（笑）。

エイプリル：真実だ。

トラン：固まります。

ＧＭ：もともとは、殺すことよりも相手を脅きよう迫はくするために使用される毒なんだ。

エイプリル：解げ毒どく法ほうは？

ＧＭ：一いつ般ぱん的には出回ってないが、解毒剤がある。本来の使用目的からして、この毒を仕込んだ者がその解毒剤も所持していると思われる。

エイプリル：なるほど。オーガスト……手を打たせてもらったとは、そういうことか。十二時間以内に薔ば薇らの武ぶ具ぐを渡わたせ、ということだな。

トラン：大だい丈じよう夫ぶ、わたしは人じん造ぞう人間ですからね。そんなたいしたことありませんから。たいしたことな……たいし……たい、たい、たい、たい……ピ───……（一同爆笑）。

ＧＭ：言語中ちゆう枢すう破は壊かいされとるっ!!（笑）

ノエル：あ、あああ～……（笑）。

エイプリル：なるほど、これはまずいな。この青黒い部分が全身に広がった時、お前は死ぬ。顔の下からしだいに青黒くなってな。

トラン：そ、それは嫌いやだな……。

クリス：ではそこで、なにが変色するんですかー？　と、帰ってきます。

ＧＭ：ＯＫ。三人が騒さわいでるところに、クリスは帰ってきた。神しん殿でん会議も全ぜん工こう程ていを終え、ちょっぴりどこか開放的。

ノエル：クリスさん？　トランさんが大変なことに～……大変なことに～っ、何者かにナイフで刺さされて～。

エイプリル：十二時間後、トランは死ぬ。

ノエル：ひぃ。

エイプリル：かくかくしかじかと、説明する。

クリス：トラン、勝手に死んではだめだ……っ！

ノエル：ク、クリスさんっ、やはりトランさんのことを……。

クリス：そう。お前は、神殿の正義の刃やいばで倒たおれ、最後に神殿のすばらしさを知り、そして悔いて、涙なみだを流しながら私に礼と感かん謝しやを述のべて改心する予定だ。

トラン：死んだ方がマシだっ!?

ノエル：と、とにかく解毒をしないと……。

クリス：どうやって。敵てきは、解毒剤を引き替かえに薔薇の武具を渡わたせって言うんだろう？　毒がまわりきる直前まで、姿すがたを現あらわさないんじゃないか？

エイプリル：だろうな。

一同：………………。

ＧＭ：と、そんな時。〝ドンドン！〟沈ちん黙もくが支し配はいする部屋の中に、扉とびらを叩たたく音が響ひびいた。

クリス：がちゃっ。

ノエル：は、早いですよっ……開けるの早っ！（笑）

エイプリル：相手も確たしかめずに開けるなっ!?　なんでお前はそう警けい戒かい心しんがないんだっ。

クリス：いや、その……すまんっ!!

エイプリル：まあ、開けてしまったものはしょうがない。誰だれが来たんだ。

ＧＭ：ういうい。では、そこに現われた人物。それは───。




　ドアを開けた向こうに、その女じよ性せいは笑え顔がおで立っていた。

　その笑顔を見た時、




　クリスは戦せん慄りつをおぼえた。




◆Middle 02◆それってなんて司法取引き？




　女は、笑顔でそこに立っていた。

　だがクリスには見えていた。

　その笑顔の下にあるドス黒い、なにかが。




ＧＭ：……では、場面は変わらないが、ここでシーンは切り替かわる。

クリス：で、いったい誰が来たんだ。

ＧＭ：うむ、そこには青っぽい神官服を纏まとった女性がひとり、たいへんすばらしい笑顔を浮うかべて立っていた。

トラン：うあ……っ！

クリス：お、お前はマティアス様を糾きゆう弾だんしていた実に無礼な女神官！

ＧＭ：そのとおり！　その神官───シルヴァは、笑顔のまま言った。「素す敵てきなご挨あい拶さつね───ま、許ゆるしたげる。入るわよ」ずいっ。

ノエル：!?　だっ、だれですかこの人は、だれですかクリスさんっ、この人は……っ。

クリス：あー……シルヴァさんっていいまして……。

ＧＭ：「そ。カナンで神官長の補ほ佐さを務つとめてるわ。よろしく」

ノエル：（おずおずと）な、なぜそんなえらい方がこのようなところに……。

トラン：なぜ我われ々われの居い場ば所しよが……。

クリス：（シリアスな口調で）───つけられたようです。

ノエル：え、ええっ……！（笑）クリスさんをつけてきたんですかあっ!?

トラン：えぇ～～っ、って顔で見るっ！（笑）

ＧＭ：いや、いやっ！　なにが悲しゅうて神官長補佐が自ら……っ。

クリス：（げらげら笑いながら）……し、しかし私が帰ってきてほぼタイムロスなしに現われたし……っ！（笑）

ＧＭ：……。それはそうだ……。

クリス：よし、ここは悠ゆう然ぜんと糾弾してやろう。（毅き然ぜんとした口調で）シルヴァ殿どの。人を尾び行こうするとは、とても神官長補佐の行ないとは思えませんな？

ＧＭ：「あっはははは、お前は自覚がないってよく言われんのよねー」

ノエル：言われるんかいー（←絶ぜつ対たい無む敵てき可か憐れんなツッコミ）（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：「……で。ふーん……」と、シルヴァはキミたちを見回し、言う。「これがクリスさんのお仲間ってことね？」

トラン：な、仲間なんて失礼なコトを言うな！

クリス：まったくだ！　お前の目は節ふし穴あなかっ!?

ＧＭ：「え、あ、あれ……っ？」

エイプリル：おい、混こん乱らんさせるようなことを言うなふたりとも。まずこの女にしゃべらせろ。

ＧＭ：「ご協力感かん謝しや。じゃ、もってまわった言い方は苦手なので、単刀直入に聞くわ」

クリス：うむ。

ＧＭ：「あんたたち、マティアスの命令で薔ば薇らの武ぶ具ぐを集めているのよね？」

トラン：ホントに単刀直入だなっ!?

クリス：（白々しい口調で）さあて、いったいなんのこ……。

エイプリル：ああ、集めている。

クリス＆トラン：エイプリル───っ!?

クリス：いやあのそのっ、シルヴァ殿っ、この女の言ったセリフは聞かなかったことにしていただきたく……っ!?

エイプリル：（クリスの言葉を遮さえぎって）が、マティアスの命令でってのはいささか心外だな。

ＧＭ：シルヴァは、エイプリルにちらり視し線せんをやって───「……あなたは？」。

エイプリル：俺おれはエイプリル。ヴァンスター皇こう帝ていに命を受けて武具を集めている。そして、この男はトラン。悪の組そ織しきダイナストカバルの幹かん部ぶでやはり武具を集めている。

ＧＭ：「…………………」

エイプリル：どうした。押し黙だまって。

ＧＭ：い、いや……（笑）。




　薔薇の武具は神しん殿でんにとって禁きん忌きの品であり、トランは悪の組織の幹部だ。

　一方、シルヴァは高位の神官である。

　ＰＣたちが武具を集めている事実を隠かくすこと前ぜん提ていでシナリオを組んでいたのは、キミとボクだけの秘ひ密みつだ。




ＧＭ：「えーと……なにか尻尾しつぽを摑つかめればもうけもの、と思ってきたんだけど……だ、大戦果ね……」

エイプリル：ちなみに言っておくと、五つの武具のうち、我われ々われはすでに四つを手にしている。

ＧＭ：「え……？」いぶかしんだ表ひよう情じようを見せるシルヴァ。

エイプリル：俺はカフヴァールを取り出して……クリスの鎧よろい、トランの籠こ手て、ノエルの剣けんを順番に指さしつつ。

ＧＭ：「………………」彼女はしばらく沈ちん黙もくしたのちに……。

一同：……。

ＧＭ：〝ぶしっ〟シリアスな表情のまま、耳と鼻からなんか吹ふきだした（一同爆笑）。

トラン：お、面おも白しろい奴やつ……（笑）。

ＧＭ：シルヴァはわなわな震ふるえながら……問う。「あ、あんたたち……いったいどうやって薔薇の武具を……っ!?　武具は特とく殊しゆな封ふう印いんを施ほどこされていて……開かい封ふうすることはできないってのが定説なんだけどっ!?」

エイプリル：では、紹しよう介かいしておこう。お前のすぐ横で目を丸くしているのが……ノエル。そう、薔薇の武具の正統なる継けい承しよう者しやだ。

クリス：そのこと言っても平気かおい──────っ!?

ノエル：ど、どうもですっ……どうもっ、どうもっ。の、ノエルと言います～。

ＧＭ：「仮かりに……仮によ!?　その四つが本物の薔薇の武具だとして……クリス＝ファーディナント！　あんた武具を身に着けたまま神殿会議に出席してたわけっ!?」

クリス：そう、そのとおり！

ＧＭ：「く……っ、それはさすがのアタシも意表を突つかれたわ……かんっぺきに気づかなかった───……やるわね」

クリス：いやーははは、それほどでも。

ＧＭ：おもむろにシルヴァの表情が引き締しまり、びしいっ！　クリスを指さす！「クリス＝ファーディナント、貴き殿でんを拘こう束そくする！」

クリス：ええっ、なんでっ!?

ノエル：え、ええええ……っ！

ＧＭ：「理由は簡かん単たんよ？　触ふれてはならない薔薇の武具を収しゆう集しゆうし、なおかつ神殿会議の席で世界中の神官を相手に虚きよ偽ぎの発言をした。死し刑けいね」

クリス：死刑かよっ!?

ＧＭ：「……ええ、ここまでやったらもれなく死刑───と言いたいとこだけど。考え直してもいいわ」

クリス：は？

ＧＭ：「あなたが薔薇の武具を集めたのは、上司であるマティアスに言われてのこと。本当はこんなことしたくなかった───そうよね？」

クリス：……。なにが言いたい。

ＧＭ：「裁さい判ばんの席でそう証しよう言げんしてくれれば、あなたの罪つみを軽くしたげるわ」

一同：司法取引きじゃねーかっ!!（笑）

クリス：マティアス様を裏うら切ぎれとっ!?

ＧＭ：「ふっ……裏切るんじゃないわ。あなたの正せい義ぎを貫つらぬくべきだって言ってんのよ」

ノエル：マ、マティアスさんと言ってることが変わんない……（笑）。

トラン：これだから神殿は……。

エイプリル：で、クリスに目をつけたのは、こいつが落としやすそうと思ったからか？

ＧＭ：「……ええ。一週間ほど前かしら。この街に保ほ管かんされているマビノギについて情じよう報ほう収集をしている輩やからがいるって、報ほう告こくを受けたのよ。確かく度どの低い情報だったけど、ちょっと動いてみようと思ってね」

クリス：で、マティアス様に目をつけたのか。

ＧＭ：「そうよ。尻尾しつぽは出さないけど、以前からあやしい動きがあったからね」

エイプリル：シルヴァとやら。今、一週間ほど前に手にいれた情報だって言ったな。

ＧＭ：「ええ」

エイプリル：俺たちがこの街についたのは、三日前だ。

ＧＭ：「……へ？」

エイプリル：調べればすぐわかることだ。それにお前たちがつかんだ〝マビノギを狙ねらう輩〟って情報は俺たちのことじゃない。そいつらに関して、俺たちも情報を摑つかんでいる。

ＧＭ：「……それは？」

エイプリル：ヴァンスター皇こう帝てい配下の工作員だ。問題なのはそのメンバーでな。過か去こに壊かい滅めつしたはずの情報部十三班ぱんの生き残り……と言えばわかるか？

ＧＭ：「情報部十三班っ!?　あの部隊のメンバーって生きてたの？」シルヴァがまともに顔色を変えて叫さけぶ。

クリス：……知ってるのか？

ＧＭ：「……ええ。エリンディルのＣＩＡとかスペツナズとか言われるわ」
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クリス：てきとーこくなよっ！（笑）

ＧＭ：「まあ、それだけ相手にするのにやっかいな相手ってことよ。……にしても、それが本当なら面めん倒どうなことになるわね……手持ちの戦力じゃ───」

エイプリル：取引きしねえか？　俺なら、奴やつらの動きに対たい応おうできる。

ＧＭ：「……ずいぶん自信たっぷりね」

エイプリル：ああ。かつての同どう僚りようだった俺なら、奴らの手の内はわかるからな。

ＧＭ：「同僚って……」と、そこでシルヴァは黙だまり込み……なにかを思い出したように声を荒あらげて言う。「……って、あんたエイプリルって言ったわよね!?　もしかして、エイプリル＝スプリングス!?」

クリス：知ってるのか！（笑）

ＧＭ：「ええ、裏うら世せ界かいに首つっこんでる奴なら、十三班メンバーのコードネームや通り名くらい誰でも知ってるわ。でもあんた十三班の壊滅と同時に、行ゆく方え不明になったはず……」

クリス：そのあと、牢ろう獄ごくにぶち込まれて刑期二千年を言い渡わたされたわけだな。

ノエル：な、なにがあったんでしょう……（笑）。

ＧＭ：「で、取引きの内ない容ようは？」

エイプリル：この街に潜せん入にゆうした情報部十三班メンバーの排はい除じよは責せき任にんをもってやろう。我われ々われへの報ほう酬しゆうは……金と、情報の提てい供きようだ。知りたい情報がいくつかある。

ＧＭ：「……。あんたたちが欲しがってる情報の内容によるわね」

エイプリル：知りたいのは薔ば薇らの武ぶ具ぐと、北の最果てとやらにいる女のことだ。

ＧＭ：シルヴァの表情がふいに険けわしくなる。「あんた───それをどこで……」

クリス：（得意げに）……教きよう皇こう様から、ちょっとな。

ＧＭ：「教皇？　あんたたち、あの眉まゆ毛げと知り合いなの？」

一同：おいっ!?（笑）

クリス：き、教皇様を眉毛呼よばわりするとはあなどれん女……っ。

ノエル：ひ、ひどい……ひどい……（笑）。

ＧＭ：「ふうん……教皇様があんたたちを知ってる、か……」意味ありげにつぶやく。

エイプリル：薔薇の武具については教えてもらえなかったがな。

ＧＭ：ここで少しシルヴァは考えるそぶりを見せる。「ま、そりゃそうね。実のところ、薔薇の武具は神しん殿でんの中でも神官長クラスにしか、その全ぜん貌ぼうは知らされてないのよね」

エイプリル：では、情報交こう換かんはできないってことか？

ＧＭ：「いいえ、あたしのコネを使えば調べることはできるし、〝北の最果ての巫み女こ〟についてはアタシでも知ってることはある。ただし……」

ノエル：み、巫女？

クリス：いま、そう言ったな。

ＧＭ：うひひ。

エイプリル：で？　ただし……なんだ？

ＧＭ：「ただし、武具も巫女も、神殿の外には漏もらしてはならない話なの。あなた方がその情じよう報ほうを知るに値あたいするか……信用できる人物かも考える必要が───」

エイプリル：だから武具を所持していることを明かしたのだがな。

ＧＭ：シルヴァはしばらく考え込み……やがて顔を上げて言う。「───ＯＫ、契けい約やくしましょ。神殿からの依い頼らい、という形で任にん務むを与あたえるわ。正せい規きの手続きを踏ふんで、ギャラも払はらう。依頼内容はヴァンスター情報部の撃げき退たいよ」

エイプリル：報酬は？

ＧＭ：「五〇〇〇Ｇ＋情報、ってとこ？」

クリス：んー……マティアス様の忠ちゆう実じつなる部下でありながら別の国の神官の依頼を受けるというのはどうかと……。

ＧＭ：シルヴァが素晴らしい笑え顔がおを浮うかべて念を押おすように言った。「ところでクリス＝ファーディナント。あなた、神殿会議の席で堂々とウソをついたわけよね？」

クリス：なんでもご協力いたしましょう。

ノエル：クっ、クリスさん……っ（笑）。

ＧＭ：「それでよし。じゃ、これで決まりということで……」

エイプリル：いや、それだけじゃだめだな。あんたの依頼を受けるのはいいんだが、それをやると俺は、ヴァンスター皇こう帝ていを裏切る形となり、その身分的な後ろ盾だてを失う。

ＧＭ：ああ、エイプリルはいちおー、皇帝の指し示じで行動してるからな。

エイプリル：そうだ。だからシルヴァ。俺たちの身み柄がらを神殿が保ほ証しようしろ。

ＧＭ：「……。残念ながら、それはできないわね。アタシの立場も考えてよ。あなたたちは、禁きん忌きの品である薔薇の武具を集めて回っているのよ？　表だって協力できると思う？　第一、そんなことしたら、神殿はあなたたちに兵を差し向けるわ」

エイプリル：……。たしかに。

ＧＭ：「でも裏からこっそり援えん助じよするくらいならいける。それでどう？」

トラン：いいんじゃないですか？　そもそも皇帝が新たに工作員を送り込んできたって段だん階かいで、エイプリルは皇帝の後ろ盾がなくなってる、と考えられますし。

エイプリル：よし、それで手を打とう。

ＧＭ：「オッケー」

エイプリル：そしてもうひとつ。この任にん務むが終わっても街を出るまで、俺たちに手を出すな。任務終わった瞬しゆん間かんに捕つかまったんじゃたまらんからな。

ＧＭ：「…………」

エイプリル：…………。

ＧＭ：「もちろんよ」

トラン：今の間はなんだよっ!?（笑）

ＧＭ：「じゃ、こっちからもひとつ。任務の終しゆう了りようと共にあなた達は神殿に出頭し、薔薇の武具を神殿に提出すること。そうすれば、罪つみにならないように問いかけるわ」

エイプリル：…………。

ＧＭ：「…………」

エイプリル：もちろんだとも。

ＧＭ：「今の間はなによ」

トラン：なんだこの緊きん迫ぱく感は……シルヴァと互ご角かくに言い合ってる……（笑）。

クリス：それにしてもシルヴァさん。あなたは神官のくせに、なんて軽いんだ。薔薇の武具を持った我われ々われを見み逃のがし、あまつさえ依頼までするって……神殿の意に背そむいてないのか？（笑）

ＧＭ：「あんたたちがバラさなきゃ平気よ。ま、バラしたらあんたたちも道連れだけどね」

一同：…………。

トラン：な、なんて腹はら黒ぐろい御お方かただ。どうです、我わが組そ織しきに入りませんか。ウソです、こなくていいです（一同爆ばく笑しよう）。

クリス：ほんとシルヴァ殿どの、あなたはたいしたものだ（←皮肉）。

ＧＭ：「つまりあたしを評ひよう価かしたってことよね？」

クリス：ええ、まあ。

ＧＭ：「ウマがあいそうね」

クリス：ウマはまずいっ!!　ウマはまずいんだっ!?（一同大爆笑）

トラン：あーあ……（笑）。

ＧＭ：「……ん？　よく見たら、そっちの魔ま法ほう使いの彼も、いい感じの男じゃない？」

トラン：はっはっは、なに言ってるんです。わたしは魂たましいの奥おく底そこからあなたが嫌きらいです（笑え顔がお）。

ＧＭ：「…ちょ……っ!?」

ノエル：トランさん……（笑）。

ＧＭ：「ま、いいわ。じゃあ、正式に契約しましょ」と、シルヴァは懐ふところから契約書らしき紙を出して───「ギルドマスターさん、これにサインもらえる？」とエイプリルに言った。

ノエル：えぇ───っ、ま、またですよっ!?　例によってうしろでピョンピョン跳はねますよ！

エイプリル：親指でノエルの方を、くいっ……っと……。

ＧＭ：「え……？」その指がなにを意味するものか、シルヴァは気づき……言った。

ノエル：ぴょん、ぴょんっ。

ＧＭ：「……なるほど、奥が深い」

トラン：なにがだ。

ＧＭ：───とまあ、そんなやりとりののちにノエルのサインをもらって、契約は成立した。

トラン：ところで、わたしに提てい案あんがあります。今回の任務、実行するためにはマビノギを我々に預あずけてはもらえませんか。

クリス：というかさ、マビノギを狙ねらってる輩やからがいるって情じよう報ほう、神しん殿でんに言って守らせたほうがいいのでは？

ＧＭ：「言ったわよ。でも、マビノギの在あり処かは機き密みつ中ちゆうの機密。神殿が一いち枚まいかんでるはずだけど、他の街の神官であるアタシには情報を教えてくれないのよ。警けい備びは強化するとは言ってたけど、どこまで頼たよりになるやら」

トラン：マビノギの所しよ在ざいがわからないとすると、敵てき工作員を撃げき退たいするしかありませんね。

ＧＭ：「そうね。マビノギは図書館に保ほ存ぞんされていたって聞くけど……今はわかんないわ」

トラン：つまりマビノギ探さがしは結局、情報収しゆう集しゆうする必要があるのか。

ＧＭ：「マビノギの保管に関しては、タニスとヴィアンナが関かかわってるとか、聞いたこともあるわね」

クリス：今、さらっと大事な情報が出たんじゃないか……？

トラン：メモっておこう。

エイプリル：まあ、マビノギを追うことが、オーガストたちをおびき出すことにもつながる。

クリス：うむ、そのとおりだ。

ＧＭ：では、だいたい話が終わったところで……ふいに室内に響ひびくこんな声。「あ───っ、シルヴァさんやっと見つけた───っ!?　なにやってんですかこんなトコで───っ!?」

クリス：誰だれだっ!?

ＧＭ：そんな叫さけびと共に部屋に乱らん入にゆうしてきたのは、やはり神官服を纏まとったひとりの少女。年ねん齢れいにして十五～六歳さい。肩かたで大きく息をして、シルヴァをじろーりとにらみつける。「シールーヴァーさあぁあん……」

トラン：だ、誰？

ＧＭ：シルヴァは一瞬、たじろいだ笑顔を浮うかべてあとずさり。「ど、どうしたのウェルチ」

一同：ウェルチかよっ!?




ウェルチ

　シルヴァと同じく、前シリーズのキャンペーンに登場した、アコライトの少女。

　主人公エイジ（プレイヤーはかわたな）の実の妹で、さんざん魔ま族ぞくに利用された経けい歴れきを持つ、前キャンペーンのＮＰＣヒロインである。

　現げん在ざいは、パリス同どう盟めいの一角を担になう〝水の街〟クラン＝ベルの神官長代理となっている。

　みかけは華きや奢しやだが、実は優ゆう秀しゆうなアコライト／モンクで、必ひつ殺さつ技わざは瞬しゆん時じに三発の拳こぶしをたたき込む《トリプルブロウ》。




ＧＭ：「シルヴァさん、今日の神殿会議っ、いきなりなにを言い出すんですかっ!?　聞いてませんよ、あんなことするなんてっ!?　マティアスさんにさんざんイヤミ言われましたよ!?」なんかすごい剣けん幕まくだ。

クリス：なんでウェルチがこんなとこに……。

ＧＭ：ああ、今回の神殿会議に、パリス同盟の代表神官として出席したんだ。

トラン：だ、代表神官か！　えらくなったなあ……（笑）。

ＧＭ：「とにかく始末書、書いてくださいねっ、始末書っ」と、シルヴァの首ねっこをつかんでずるずる彼女を引きずっていく。

トラン：始末書あるんだこの世界……（笑）。

ＧＭ：「では、失礼しますね」彼女は、ぺこり一礼すると部屋を出て行く。廊ろう下かの方からは「ウェルチ、あんたあいかわらずまじめっこねー」「シルヴァさんが不ふ真ま面じ目めなんですっ」───そんな声がしだいに遠ざかり……。

一同：……。

クリス：嵐あらしのような人だ……（笑）。

エイプリル：よし、とにかくこっちも行動を起こそう。

ＧＭ：ＯＫ。では、ここからシティアドベンチャー部に入りま───す！




◆Middle 03◆情じよう報ほう収しゆう集しゆう、開始！　───エリア１／踊おどる子こ鹿じか亭てい




　祭りの続くラインの街に、四人は飛び出した。

　陽気な雰ふん囲い気きに包まれたこの街の陰かげで、暗あん躍やくする者たちは確かく実じつにいる。

　事じ態たいは、刻こく一いつ刻こくと変化していた───。




ＧＭ：というわけでキミたちは宿を出て、外へ出た。すでに周囲の風景は、陽ひがすっかり落ちていたが、夜を徹てつして行なわれる祭りのおかげか、街がい灯とうは煌こう々こうと光を発し、まるで昼のようだ。人通りもまだまだ多い。

トラン：さて、ここからどうしたものか……。

ＧＭ：はい、ではこのＭＡＰを見てくれい（と、テーブルに紙を広げる）。




　88～89ページのＭＡＰを参照である。




クリス：これ、ラインの街か？

ＧＭ：ですです。このＭＡＰを見てのとおり、街を９つのエリアに分けて、この上をコマを使って移い動どうしながら情報収集をすることになる。














トラン：へえぇええええええー……面おも白しろいっ！　も、燃もえてきた！（笑）（←ゲーマー）

ＧＭ：隣りん接せつするエリア同士は行き来することができると思いねえ。新しいエリアに入るたびに、そこでなんかイベントが発生する場合がある。情報が手に入ったり、戦せん闘とうが発生したり、トラップにひっかかったり。

ノエル：ト、トラップですかっ。

クリス：あ、なるほど。たしかにダンジョンっぽい（笑）。このエリアひとつひとつがダンジョンの部屋で、隣接するエリアの間に通路があると考えると……（笑）。

ＧＭ：うひひ。なお、フラグのようなものある。ふだんはなにも発生しないエリアでも、フラグを立てる……例えば特定の情報を持っているとか、特定のイベントをクリアしたあとに行くと、新しいイベントが発生する場合もある。

トラン：な、なるほどっ（笑）。

ＧＭ：ちなみに、全部のエリアを回らなくても、マビノギを入手することは可か能のうだ。ただ、オーガストたちも同時に動いてるので、はやくマビノギの元に辿たどり着かないと、先に奪うばわれる可か能のう性せいもある。

トラン：それって、もしかしてみっしょん03の時みたいに、かかった単位時間を競きそう？

ＧＭ：そのとおり！　以下の条じよう件けんで、単位時間はどんどん増ふえていき、決められた時間を超こえるとマビノギは敵に奪われる。次の条件で単位時間は経過するぞ。





①エリアを移動するたびに、単位時間＋１

　ただし、一度行ったことのあるエリアには、どこのエリアにいても一単位時間で移動することができる

②一戦闘ラウンドにつき、単位時間＋１

③①と②以外に、発生したイベントにより単位時間が加算される場合がある






トラン：ちなみに、何単位時間までにマビノギを手に入れればいいので？　内ない緒しよ？

ＧＭ：いや、十二単位時間までならキミたちの方が早い。十三～十四単位だと、同時にたどり着く。

トラン：エリアは全部で９……行ったり来たりすることを考えると、十二単位時間ってけっこーギリギリ……？

ＧＭ：ひひひ。

トラン：し、質しつ問もんがあります！　もし、オーガストが先にマビノギを入手すると……解げ毒どく剤ざいはどうなりますか！

エイプリル：そりゃ、目的のものを奪だつ取しゆしたらオーガストはこの街を離はなれるだろう。解毒剤は手に入らない（きっぱり）。それが、かつての我われ々われのやり方だ。

ノエル：え……えぇ───っ！（笑）あ、ああ……気がつけばトランさん、首元まで肌はだが青黒くなってますよっ。

一同：なにいっ!!（笑）

トラン：さあて……死にものぐるいになるか……（笑）。

ＧＭ：では、ここから時間のカウント、開始だ！（ＭＡＰ上にコマを配置して）スタート地点はここ、［エリア１／踊おどる子こ鹿じか亭てい］。では、まずスタート時に最初のイベントが発生！

一同：お？

ＧＭ：〝ドオン……！〟どこか遠く……おそらく街の中央の方で、なにか破は壊かい音おんが響ひびいたことにキミたちは気づいた。

一同：…………。

ＧＭ：続いて、無数の悲鳴と怒ど号ごうが風にのって響いてくる。「ぐあああああっ、ドラゴンだ───っ!?」「うわー、だめだ───っ!?

一同：…………。

ノエル：ど、どらごん？

クリス：えーと……情じよう報ほう部ぶ十三班が動き出した……？

トラン：なんか街を襲おそっているようにも聞こえますが……情報部十三班って……隠おん密みつで行動する秘ひ密みつ情報員とか、暗殺のプロというイメージがあったんですが……。

エイプリル：あれも作戦だ。陽動部隊が街の警けい備びの気を惹ひいて、その隙すきに実行部隊が目的をクリアする。常じよう套とう手しゆ段だんさ。

ＧＭ：よくわかったな、そのとおりだ。たしかにエイプリルは知っている。仲間内でひとり、陽動のプロフェッショナルがいたことを。

トラン：よ、陽動のプロって……。

エイプリル：〝七月〟───ジュライか。

ＧＭ：───うむ、情報部十三班、コードネームは〝七月〟……ジュライ。オープニングで話した、ドラゴンを操あやつる女だ。

エイプリル：ああ、あのザコっぽい奴やつという……？

ＧＭ：あんたがそーゆー設せつ定ていにしたんだ。

エイプリル：そうとも言う。

ＧＭ：ジュライは隠密行動がたいへん苦手ゆえに、常つねに事じ件けんの表おもて舞ぶ台たいで大おお暴あばれする役を買ってでるのだ。

トラン：だ、だからと言って、この冒ぼう険けん者しやがたくさん集まるラインの街で暴れて……生き残れるのか？

ＧＭ：どんなにムチャな陽動をやっても必ず帰き還かんする。その生せい存ぞん能のう力りよくが、彼女を十三班に入いれた理由と言ってもいいだろう。

トラン：なるほど。意外になめられませんね。表舞台で大暴れする秘密情報員か……なんか面おも白しろい奴に思えてきた……（笑）。

ノエル：じゃあ、まずはその人を退たい治じにいきますかっ。

エイプリル：……思いっきり陽動にのってどうする。

ノエル：あ、そ、そうか、そうですねっ。

エイプリル：で。街の中央の方というと……［エリア７／中央広場］か？

ＧＭ：です。これにより、街の警備兵がエリア７に移い動どうする道をすべて封ふう鎖さ、ここに移動することができなくなった。

トラン：げ。ってことは、なんらかの方法をとらないとエリア７には入れない？

ＧＭ：そういうこと。同時に、犯はん人にんを逃にがさないようにするためか、街の出入り口にも警備兵が配置され、街の外にも出られない。

一同：……。

クリス：閉とじこめられた……。

エイプリル：まあ、いい。必要になるまで、ジュライは街の警備にまかせておこう。この隙すきにもオーガストはマビノギの探たん索さくをしているはずだ。

トラン：賛さん成せいです。と、すると我々が最初に行くべきは……（と、ＭＡＰをのぞき込む）。たしか、シルヴァが〝マビノギは図書館にあった〟とか言ってましたね。ここに行けば、なんか情報がありますかね……。

クリス：…………あ。ここ……（と、ＭＡＰの一部を指さす）。タニスとヴィアンナの学校？　シルヴァが、マビノギの保ほ管かん場所にタニスとヴィアンナのふたりが関かかわったとか……言ってたよな!?

トラン：あ、言ってた！　メモってある！（笑）

ノエル：じゃあ、そこから行きましょうっ。




　こうして───パーティは、ラインの街に散っていったのであった。








入手情じよう報ほう　・［エリア７／中央広場］でドラゴン（情報部十三班ぱんメンバー・ジュライ）が暴れ始め、このエリアへの移動が不ふ可か能のうになっている。

　　　　　・街の出入りも禁きん止しになっている。
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◆Middle 04◆通信石　───エリア３／商店街




　エイプリルはひとり、雑踏の中で目的の店を探していた。

　商店街───そこは、ラインの街でももっとも人通りの多い場所のひとつだった。




　情報収集を開始した直後……四人は、万が一パーティを分散させても連絡がとれる手段をほしいとの結論に達していた。

　うわさによれば、通信石なるものがこの街のどこかで売っているという。

　他の三人が情報収集を進める一方で、エイプリルを商店街に派遣し……。

　彼女はその目的のブツを販売する店を……発見した。




ＧＭ：では、まずは一単位時間目、エイプリルの方から処しよ理りしよう。キミは商店街の一角にあった魔ま法ほう武ぶ具ぐ店てんで、通信石が売っているのを発見した。「（しわがれた低い声で）……ふぇっふぇっふぇ……へい、らっしゃい！　なにをお探さがしですかっ」




　なぜかいきなり一同大だい爆ばく笑しよう。




ノエル：ちょっ……あ、あやしいっ……あやしいですよっ（笑）。

クリス：ただ買い物するだけなのにＮＰＣのロールプレイ、あるんだ……！（笑）

ＧＭ：このシナリオ、ＮＰＣがいっぱいだからな。どんだけバリエーションがつけられるか、勝負だ。

エイプリル：おい、この通信石を四つくれ。いくらだ。

ＧＭ：「（またしわがれた低い声になって）……へいっ、ひとつ一〇〇Ｇでさあ」

エイプリル：む、意外に安いな。

ＧＭ：「（しわがれた声で）まあ、使い始めてから二十四時間しか通話できない使い捨すてですからねえっ」

エイプリル：なるほど。よし、四〇〇払はらうぞ。他にイベントは発生しないな？

ＧＭ：しません。ここは現げん状じようではアイテムが買えるだけ。

エイプリル：わかった。では、もう用事はない。シーンを切ってくれ。

ＧＭ：では、シーンを切ります！　ずばっ!!

一同：はやっ!!（笑）




入手情報　・特になし。

　　　　　・通信石を入手。




◆Middle 05◆タニスとヴィアンナ　───エリア２／タニスとヴィアンナの学校




　タニスとヴィアンナの学校───。

　現国王に変わって以来、爆発的に需要の高まった冒ぼう険けん者しや稼か業ぎよう……その手助けをするべく建立こんりゆうされた学校である。

　タニスとヴィアンナはこの学校の設せつ立りつ者しやにして、元もとは高名な傭よう兵へいと言われている。

　トラベルガイドを、ぜひとも読んでいただきたい───（宣せん伝でん）。




ＧＭ：では、一単位時間目……ノエルたちのイベントにいこう。シーンの舞台は、タニスとヴィアンナの学校……その接せつ客きやく室しつだ。

クリス：もう部屋に通されたところからか。

ＧＭ：うん。キミたちがタニスとヴィアンナに面会を申し込んでこの部屋に通されたのは十分ほど前。ややあって……目的の人物がやってくる。

トラン：お。どんな人？

ＧＭ：見たところ、エルダナーンの女じよ性せいのようだ。長い耳に、女性としては高い背せ丈たけ。魔法使いらしいローブを羽は織おっているが、その胸むな元もとは開いており、魔法アイテムらしい首くび飾かざりがかけられている。さらには、その下にのぞき見える鎖さ骨こつがなにやら色っぽい。

トラン：なんでそんなに描びよう写しやが細かいんですか……（笑）。

ＧＭ：いや、必死にキャラを伝えようとしただけだ。……えっと、こんな人物だ（と、『トラベルガイド』の１５９ページを見せる）。

ノエル：おぉー……たしかにせくしぃ系けいですねっ。

ＧＭ：「（いきなり鼻につまったようなねっとりした声で）……あーら、お客さんってあなたねぇ、お嬢じようちゃぁん？　アーハーン？」（一同大爆笑）

トラン：何者だそれはっ!?

ＧＭ：い、いや、セクシー系と言われたので色っぽく……。

クリス：あんたのセクシー系はそんなかっ!?

エイプリル：ふ、ふつうにしゃべればいいかと……。

ＧＭ：いかん、大不ふ評ひようだ。では、ふつうにいきます。えー……彼女はキミたちの対面のソファに座すわって足を組み……どこか艶いろっぽい表ひよう情じようで、挨あい拶さつをする。「───お待たせしました、私がヴィアンナです。私に会いたいとはいうのは、あなた方ね？　ご用よう件けんは？」

クリス：ふ、ふつうだ。

トラン：時間がないので単刀直入に。我われ々われは、ある目的のためにマビノギという書物を探さがしていまして……。

ＧＭ：すると彼女は、鋭するどい目つきになって───問う。「その話を、どこから？」

トラン：とある神官長補ほ佐ささんにここを紹しよう介かいされました。

ＧＭ：ピクリ。ヴィアンナの眉まゆが動いた。「……シルヴァ、ね」どこかあきらめるような、口調だった（一同大だい爆ばく笑しよう）。

クリス：知り合いですか。

ＧＭ：「ま、いろいろとね……ちょっとね───」彼女は、キミらの持っていた契けい約やく書しよを見て依い頼らい主ぬしがシルヴァであることを確かく認にんすると、やはりあきらめた口調で問う。「……マビノギを探しているんでしたね？」

トラン：ええ、なにかご存ぞんじでは……。

ＧＭ：彼女は、少し考えるそぶりを見せたあと、おもむろに話す。「マビノギの一冊さつ、竜の章は、この街の図書館に収おさめられています」

クリス：あれ、シルヴァの情報通りだ。図書館は……神しん殿でんのあるエリアにあるな。

ＧＭ：「ただ───そのような特とく殊しゆな書物は、人が自由に出入りできる場所には保ほ管かんされることはなくてね。この街にはあまり一いつ般ぱんに公開できない書物を収めた秘ひ密みつの図書館があるの」

トラン：秘密図書館！　して、それはどこに！

ＧＭ：「知りません」

クリス：知らないのかよっ!?

ＧＭ：「私は、マビノギがこの街に搬はん入にゆうされたさい、その警けい備び主しゆ任にんをやっていただけですからね。秘密図書館がどこにあるかまでは……。知っているとすると、図書館の館長か……あ。もしくは───」彼女は、やや周囲を警けい戒かいして、キミたちにそっと顔を近づけ……。

トラン：もしくは……？

ＧＭ：「あまり大きな声では言えないけど、地図屋のアンタレスってのがこの街にいてね。表向きは冒険の役に立つ、ダンジョンＭＡＰなんかを売ってるんだけど……裏うらでは、間取りを秘密にすべき王おう城じようや貴き族ぞくの館やかたの図面を闇やみに流して商売してるの。彼なら……」

ノエル：地図屋……（と、ＭＡＰを見て）……あ、ありますよっ、これですよっ！　エリア４に、地図屋ってのがありますっ。

ＧＭ：「私が話せるのは、これだけ。お役に立てたかしら？」

トラン：はい、ありがとうございます。では、我われ々われはこれで……。

ＧＭ：と、言い終わるやいなや。「お役に立ててなにより。さあて、引き替かえになにをお願いしようかしら？」目を細めて、笑みを浮かべた。

トラン：わ、我々はこれで……。

クリス：このヴィアンナとやら、シルヴァと同類な予感が……。

ＧＭ：いや、トラベルガイドのセリフを引用しただけだ（笑）。「まあ、冗じよう談だんよ。この情報は貸かし、ということにしておきますよ」

クリス：冗談になってないぞ。

ＧＭ：それにはなにも応こたえず、ヴィアンナはすっ、と立ち上がり……「では、みなさまの行く手に神の御ご加か護ごがありますように───」

ノエル：（絶ぜつ対たい無む敵てき可か憐れんな声で）ご親切にどうもでした……っ。

トラン：ともかく！　エイプリルの買い物も終わってるでしょうし、一いつ旦たん戻もどりましょう。

ノエル：そうですねっ、い、急ぎましょうっ。ほら、トランさんの肌はだがアゴまで青黒くなってますからっ（一同大爆笑）。




　……こののち、＋１単位時間をかけてエリア１へと移い動どう、ノエルたちはエイプリルと合流。

　話し合いの結果、次なる目的地は……［エリア４／地図屋アンタレス］と決まったのであった。





入手情じよう報ほう　・マビノギは秘密図書館に安置されている。

　　　　　・秘密図書館の場所は不明だが、図書館館長は知っている。

　　　　　・地図屋に行けば秘密図書館の場所を示しめした地図があるらしい。



[image: ]




◆Middle 06◆悲ひ惨さんな地図屋　────エリア４／地図屋アンタレス




　秘密図書館の所在を知ると思われる人物はふたり……図書館館長、もしくは地図屋のアンタレス。

　四人は、迷まよわず地図屋を選せん択たくしていた。

　その店の前にやってきた時、ノエルは思った。




　この判はん断だんは過あやまちだったかもしれない、と。




ＧＭ：では、シーンが変わって……場所はエリア４。これで合計単位時間は３だ。地図屋があるはずの場所にキミらがやってきたところから、新しいシーンが始まる。

クリス：……はず？　はずってなんだ。

ＧＭ：ヴィアンナに教えられた場所にはたしかにやってきた。でも……お店がないんだ。

一同：は？

ＧＭ：代わりにあるのは、なんか瓦が礫れきの山。

クリス：崩ほう壊かいしとるっ!?

ノエル：ありゃりゃ……っ。

トラン：ここの地図屋、なんかのシナリオでも襲おそわれてたような……すっかり襲われるのが定番なキャラに……。




　アリアンロッドシナリオ集①『ファースト・クエスト』、ゲーム・フィールドより好こう評ひよう発売中である。




ＧＭ：……で、瓦礫の山の前には、腕うでをだらりと下げて呆ぼう然ぜんとしている男のうしろ姿すがたがある。

「ぁ、ああ……ぁぁあ……あー……」

ノエル：ひ、悲ひ惨さんなことになってますっ……。

トラン：この男が、地図屋なんだろうが……は、話しかけにくい……（笑）。

クリス：あ、あの……う、伺うかがいたいことが……。

ＧＭ：男はぱかっと口を開けたまま、うつろな瞳ひとみで振ふり返る。「な、なに……」

クリス：あなたをこの街一番の地図屋と見込んで話がある。秘ひ密みつ図書館って……ご存ぞんじか。

ＧＭ：「あ、ああ……あったなあ……そんな場所……ほら、どこだっけなあ。ち、地図があればわかるんだけどよぉ……」

トラン：しかしどうしたのです、この惨さん状じようは。

ＧＭ：「さっきいきなりよぉ、なんかドラゴンに乗ったへんな女がきやがってなぁ……？　なんか地図出せって言うのよ……っ、断ことわったら、この有様でよおぉ……そーいや、あの女も秘密図書館がどうとか言ってた……っ、地図も、奪われた……っ！」

トラン：そ、そうですか……。

クリス：そのドラゴンに乗った女ってのは……やはり……例の陽動のプロ！（笑）

ＧＭ：「ああ、街の中央でまだ暴あばれてるってなあ……」

トラン：ドラゴン女から、地図を奪うばい返さないといけないってことですね、これ。

ＧＭ：もはや地図屋は、トランの話を聞いていない。再ふたたび倒壊した店の方を呆然と眺ながめ……「あ、あぁあ……あー……もう店を建て直す金なんてねえのに……」と（一同爆ばく笑しよう）。

トラン：えっと、その。地図屋さん……情じよう報ほう科りようとして少ないですがこれ、店の再さい建けん資金の足しに───と、一〇〇Ｇ渡します。お金に困こまったその姿、なぜか他人とは思えません……。

ＧＭ：「お、おぉお……ありがとよ……っ！」どうどうと涙なみだを流しながら、男は礼を言う。

トラン：ああ、それと……困った時には、いつでもここに来てください。我われ々われはあなたを優やさしく迎むかえ入れます───と、ダイナストカバルの名めい刺しを……。

クリス：すっ、捨すてなさいっ、そんなものっ……！　それは悪の組そ織しきですっ！　ばしっ。

ＧＭ：「ああっ!?」

トラン：いいですか、地図屋さん。これが神しん殿でんのやり方です。一方的になんでも決めつける。

ＧＭ：「そ、そうなのか……っ」

トラン：その点、我々はちがいます。我々の組織に入れば……。

クリス：なにを言う！　救いを求める時こそ神殿に来るのです！　悪の誘さそいに乗ったらそれこそ破は滅めつが待っているものですっ!!

ＧＭ：「おおっ!!」

エイプリル：ってお前ら、そこで意味のない勧かん誘ゆう合戦を始めてる場合ではなかろう。

クリス：いかん、つい張はり合ってしまった。

トラン：そ、そうでした。このあとどうするかを考えねば……ふつうに考えたら、ドラゴンが暴れている中央のエリア７へ向かうとこですが……。

クリス：道はまだ封ふう鎖さされている？

ＧＭ：うん。神殿から派は遣けんされた警けい備びの人が道にロープを張って、野や次じ馬うまを押おしとどめているな。「ここから先は、一いつ般ぱんの人は入らないでくださ───いっ!!　入れるのは、神殿で許きよ可かを得てドラゴン討とう伐ばつに向かう冒ぼう険けん者しやだけで───すっ!!」

トラン：……む？　神殿で許可を得ればエリア７に入れる？

エイプリル：そうらしいな。

ＧＭ：ちなみに、警備兵の目を盗ぬすんでこっそり通り抜ぬけてもいい。だけど、その場合は【敏びん捷しよう】の判はん定ていが必要となる。誰だれかひとりが失敗すれば、移い動どうもできずに単位時間＋１だ。

トラン：【敏捷】か……（←【敏捷】、低い）。穴を跳び越えるのと同じ判定だ。
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ノエル：無理しないで神殿に行きましょうっ（断だん言げん）。あ、穴はダメですよっ、ぜったいに落ちますよっ!!（一同大爆笑）

クリス：穴はこのさい関係ないが、すごい説得力ですノエルさん。

トラン：では、素す直なおに神殿に向かいましょうか。とすると……（ＭＡＰを見て）……エリア６を抜けるのがいいですね。反対まわりで移動すると余分に時間がかかる。

ＧＭ：ＯＫ。では、このシーンは切ります！








入手情報　・ジュライが、秘ひ密みつ図書館の場所を示しめした地図を持っていった。

　　　　　・神殿へ行けば、エリア７に向かう通つう行こう証しようがもらえる。

　　　　　・通行証がなくとも、【敏捷】の判定に成功すればエリア７に侵しん入にゆうは可か能のう。ただし、失敗すると、移動もできずに単位時間のみ＋１される。
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◆Middle 07◆心に響ひびくは大首しゆ領りようの格かく言げん　───エリア６／月つき夜よ亭てい




　路地に少し入った場所にある、場末の酒場。

　すえた匂においと、立ち上る煙草たばこの煙けむりが薄うす暗ぐらい室内に充じゆう満まんする。

　下げ卑びた笑い。

　死んだ魚のような目をした男たち。

　そこは、ふだんならば「絶ぜつ対たいにお近づきになりたくない場所ナンバー１」に燦さん然ぜんと輝かがやきそうな店だった。




ＧＭ：というわけで新しいシーンだ。ここに移い動どうしたことで単位時間は４になる。

トラン：ここは通り過すぎるだけでもいいんですが……なんかイベントはあります？

ＧＭ：このエリアで気になるのは、月夜亭という場末の酒場だ。ドラゴンが大おお暴あばれしていることで、付近のエリアからは誰もが避ひ難なんしてるというのに、この店にだけは人の気配がある。

トラン：い、いちおー覗のぞいてみますか。

ＧＭ：では、トランはその酒場をひょいと覗き込む。と、同時だった。店の中にいる男たちの視し線せんが一いつ斉せいにトランに集まった。

トラン：う……。

ＧＭ：その表情は、みな気力を失い緩ゆるみきったものばかり。けだるさに満ちた世界。死んだ魚のような瞳ひとみ、しかし敵てき意いをむき出しにした視線───。

トラン：か、固まります。

ＧＭ：だが、視線の主たちはすぐにトランから興きよう味みをなくして……ある者は下品な話題で盛もり上がり、ある者は酒をかっくらい、ある者はチンチロリーン……と、ダイスを使った賭かけ事に興きようじ始めた。

クリス：な、なんて退たい廃はい的なムードの漂ただよう場所だ。精せい神しん衛えい生せい的にたいへんよろしくないっ。

ＧＭ：クリスがそう言葉を発すると───「おい、あいつ神官じゃねえか？」「こんなトコになんの用だ……？」「やるか？」「やめとけよ、めんどくせーことになるって」素す敵てきなセリフが酒場のあちこちで……。

トラン：あなた方にお聞きしたい。ここに地図を持った女が来ませんでしたか。

ノエル：わぁ……っ、トランさんいきなり……っ。

ＧＭ：だがトランの声に、酔よっぱらいのひとりが反はん応のうした。「おぉ、その女なら来たぜぇ？……ひっく？　へへ、いくら出す？」

クリス：こんな奴やつらに金を渡わたすのはたいへん業ごう腹はらだが……っ。

トラン：いや、私の敬けい愛あいする大首しゆ領りようのお言葉にこんな格かく言げんがあります。───「情じよう報ほうに金を惜おしむな」。……テーブルの上に一〇〇Ｇほどがしゃっと無む造ぞう作さに積みましょう。

ノエル：太っ腹です……っ。

ＧＭ：男は一いつ瞬しゆんで酔いが醒さめたか、机つくえの金貨を両りよう腕うでで必死にかき集める。「た、たいした情報じゃね、ねえけど……もらっとくぜ……っ、へへ、わりいな」

トラン：では話してもらいましょうか？

ＧＭ：「いやな、ホントにたいした話じゃねえのよ、その女な……外にドラゴンを待機させて店に入ってきてよぉ……おもむろに一杯ぱいひっかけてすぐに出ていったぜ」

ノエル：なにをしに……。

トラン：け、景気づけ？　でその女、酒をあおっていった時、誰だれかとここで接せつ触しよくしていませんでしたか？

ＧＭ：「いや、それは気づかなかったな」

トラン：そうですか……ここではたいした情報が手に入りませんね。

クリス：フラグが立ってないのかもしれないぞ。

トラン：では、もう一〇〇Ｇを積んで、ではここのお客さん全員にビールをおごりましょう。で、なにかわかったら教えてください、と。

ＧＭ：酒場中から歓かん声せいが起こった。「お、お前、気前いいなあ！　あとでまたこいよ！」

トラン：む、もう一度来たらいいことあるんですか？

ＧＭ：「へへっ、情報仕入れたらまっさきに知らせてやるよぉ」「おう、俺おれもだあ！」「また来いよあんちゃーん！」なにやら大人気。

トラン：おお、もしかしてこの酒場、我わが組そ織しきの勢せい力りよく圏けんにできそうな気が……。

ノエル：ってトランさん、幸せにひたってる場合じゃないですよっ、時間ないんですからっ。

トラン：ええ、残る時間で精せい一いつ杯ぱいのことをします。

ノエル：ほ、ほらもうっ、青黒い部分が広がって鼻の下まで……っ（一同大だい爆ばく笑しよう）、きてますっ、きてますよっ、たいへんですっ……みんな心配しましょうよなんでみんな毒のことに触ふれないんですか……っ……●×▲……っ（←と、言いつつ大爆笑している）。

ＧＭ：そーゆーノエルはなぜ爆笑してるんだ。

ノエル：ちがぁいますよっ、トランさん大だい丈じよう夫ぶですか～っ、あたしは心からっ、心からしんぱ……っ……（噴ふき出しそうになるのをこらえて）心配っ、してるんですよ～……っ。

トラン：い、いやその……ありがとうございます……。

ＧＭ：で……では、そんなノエルの死ぬほど心配なそうな声と共にシーンを切りますっ！





入手情報　・ジュライが中央広場で暴あばれ始める前に、ここで酒を一杯飲んでいった。
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◆Middle 08◆それは言われるまでもなく　───エリア９／神しん殿でん




　エリア９───そこは、神殿と図書館が存そん在ざいする場所だった。

　ここで四人は時間短たん縮しゆくのために二手に分かれた。

　神殿には、クリスとエイプリルが。

　図書館には、ノエルとトランが向かうこととなったのだが……。




ＧＭ：では、ここはまず神殿に向かったクリス・エイプリル組からいこう。これで単位時間は５になった。

エイプリル：状じよう況きようは？

ＧＭ：えー……場所は神殿の、依い頼らいの受付所前。そこにはたいへんな数の冒ぼう険けん者しやたちが長ちよう蛇だの列を作っており、実に騒さわがしい。「おいっ、順番まだかよ───っ!!」「いつまで待たせるんだっ!!」ヤジも飛びまくってるな。

クリス：これ……ジュライの討とう伐ばつ任にん務む受付か？

ＧＭ：どうやらそのようだ。それ以外にも街から避ひ難なんしてきたらしい一いつ般ぱん市民もかなりの数がいて、よけいに混こん乱らんを招まねいているようだ。

エイプリル：これは通つう行こう証しようをもらうまでに、時間がえらくかかりそうだな。

エイプリル：……よし、シルヴァを探さがそう。あいつを捕つかまえれば……。

ＧＭ：ぬ。では、【幸運】で難なん易い度ど12の判はん定ていをしてもらおうか。

クリス：シルヴァってカナンの神官だろ？　ライン神殿の冒険者受付を手伝ってるとは思えな……。

エイプリル：（ダイスを振ふる）……成功。

ＧＭ：「はいそこっ、ちゃんと並ならびなさ───いっ！　こらあ、そこのでかいのっ!?　順番飛ばすんじゃないわよっ!?」と、どこかで聞いた声がするな。釣つられてそっちを見ると、なぜかシルヴァが列整理をしている。

クリス：いるよっ!?（笑）。

トラン：な、なんでパリス同どう盟めいの副代表が列整理……（笑）。

エイプリル：よし、うしろから近ちか寄よって声をかけるぞ。───よお。

ＧＭ：「……ってなによこのクソ忙いそがしいのにっ……」と、振ふり返って彼女は凝ぎよう固こした。

エイプリル：おい、街の真ん中で暴れてるあいつなんだが……。

ＧＭ：そんなエイプリルの言葉を聞く前に。「ちょ……っ、ちょっと向こうに行きましょうか……っ」シルヴァはエイプリルの背せ中なかをぐいぐい押おして、建物の裏うらへと連れて行く。

エイプリル：なんだ、俺たちと関かかわりあうのはまずいのか？

ＧＭ：「ったりまえでしょうっ!?　神殿の中にはあんたの過か去こを知ってる奴やつもいるしっ……あああっ、クリス君はやっぱり薔ば薇らの武ぶ具ぐを装そう備びしたまま来てるしっ!?」

クリス：あ、いかん。忘わすれてた。

ＧＭ：「で、用よう件けんはっ？」

エイプリル：中央広場に入る通行証をもらいにきた。

ＧＭ：「広場で暴れてるあのドラゴン女……もしかして今回のマビノギがらみ……？」

エイプリル：そうだ。あそこで暴れているのは、元十三班ぱんのメンバーだ。

ＧＭ：その言葉を聞いて、シルヴァは考え込こむように腕うでを組み……やや沈ちん黙もくののちに尋たずねた。

「……秘ひ密みつの情じよう報ほう部員が町中で暴れるってどうなの？」

エイプリル：だから陽動だと言ったろう。本隊はマビノギの強ごう奪だつに動いてるはずだ。

ＧＭ：「なるほどね……わかった、これを持って行きなさい」シルヴァは懐ふところから四枚まい、神殿発行の通行証を取り出し、手て渡わたした。

エイプリル：よし。クリス、ノエルたちと合流する。

ＧＭ：では、ここでシーンを切る。駆かけ出していくキミたちに向かって、最後にシルヴァが親指を突つき出し───力強い笑えみと共に言った。「……頼たのんだわよっ」




入手情報　・特になし。

　　　　　・エリア７への通行証を入手。




◆Middle 09◆命がけなので失敗しないんです　───エリア９／図書館




　静せい寂じやくの中に、本をめくる音だけが聞こえる。

　古びた、紙の匂におい。

　数え切れないほどある大きな棚たなのそれぞれに、無数の本が整然と並ならべられていた。

　子こ供どものころに通った図書館───ノエルは、この光景にどこか懐なつかしさをおぼえた。




ＧＭ：てなわけで、ノエルとトランは神しん殿でんの敷しき地ち内にある図書館へとやってきた。〝うぃーん……〟図書館のドアが開き、キミたちはその館内を一望する。正面のカウンターに職しよく員いんが作業している他ほか、数人の人が本を探さがしている。本の独どく特とくな香かおりが、ふっと鼻についた。

ノエル：あーわかりますー、本の匂い～。

トラン：ちょ、ちょっと待って……っ（笑）、今さりげなく自動ドアじゃなかったか、ここ。

ノエル：そ、そうですよねっ!?　今あたしもツッこもうかどうしようか迷まよいましたよ……っ。

トラン：（笑）。……で、なにか気づかないか判はん定ていがしたいのですが。

ＧＭ：ＯＫ、では【感知】で判定をどうぞ！　難なん易い度どは12だ。

トラン：では……（ダイスを振ふる）……成功です。

ＧＭ：成功しよった。

トラン：命がけですから！（笑）どんな小さな情報も見落としたくない！

ノエル：はっ！　そうですよ、トランさんは必死なんですからっ！　あたしはすごく心配してますよっ……ほらっ、もうシミが鼻の頭を通り過すぎて～（一同大だい爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：な、なんかさっきからノエルが毒の進行を決めてるような……（笑）。

ノエル：そんなことないですよっ!!　あたしはしっかりシミを見てるだけですっ。

トラン：や、やだなあこの毒……（笑）。

ＧＭ：ま、いいや（笑）。で、トランが見たところ、館内にあやしいところはない。抜ぬけ道とか、本の一冊さつを押し込むと秘密通路が出しゆつ現げんするとか……そのような仕し掛かけはないな。

トラン：むう……いちおーカウンターの職員にも話を聞いてみますか。あのー……図書館に、なにか特別な魔ま法ほうの書物とか置いてないのでしょうか？　ここにある本、町中でも買えるようなものばかりなのですが……。

ＧＭ：「そういう本は、こちらではあまり取り扱っていないのですよ。その類たぐいのものは特とく殊しゆな保ほ管かん庫こにありまして……」

ノエル：秘ひ密みつ図書館ですかっ。

ＧＭ：「ええ、そう言われることもありますね。ただ、そこは館長の許きよ可かがないと入ることができませんので……」

トラン：お。館長さんに会うことはできませんか？

ＧＭ：「ええ……あら？　そういえば館長、今日はまだ出しゆつ勤きんしてませんね～」

トラン：出勤してない？　今、何時くらいでしたっけ？

ＧＭ：夜の九時くらいかな。

トラン：それは出勤してないんじゃなくて欠勤してるんだっ!!（笑）

ＧＭ：「でもそれには深い理由が……実は館長さん、郊こう外がいに住んでいまして……」

トラン：郊外？　街の外？

ＧＭ：「ええ」

トラン：つまり、ドラゴンが暴あばれてるせいで街に入ってこれないと？

ＧＭ：「はい」

トラン：だったら最初からそう言えっ!?　そこ、重要な情じよう報ほうじゃねえかっ!?（笑）

ノエル：……これはジュライさんを倒たおさないと館長さんに会えないってことですよねっ。

トラン：そうです！　クリスたちと合流しましょう！





入手情報　・図書館館長の家は郊外にあり、現げん在ざい、街には入れないでいる。
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◆Middle 10◆コールド・スナップ　───エリア７／中央広場




　通行を禁きんじるロープの前に、人だかりができていた。

　その一線をくぐって、向こう側へと侵しん入にゆうした時……

　ふいに、夜の闇やみが覆おおう空にちらり白いものが舞まった。




　そこは白い世界に覆われていた。




ＧＭ：というわけで、全員合流してのち南下してエリア７へ！　キミたちは人だかりをかきわけて、通行禁止を意味するロープの前までやってくる。そこには、神しん殿でんから派は遣けんされたと思われる兵士が、見み張はりとして立っていた。

トラン：これで単位時間……６！

エイプリル：では、その警けい備び兵へいに通つう行こう証しようを見せる。

ＧＭ：「……は！　ご苦労様であります！」

トラン：まだ……ドラゴン暴れてます？

ＧＭ：「は、被ひ害がい拡かく大だい中ちゆうであります!!　これまで突とつ入にゆうしたギルドは、誰だれひとり戻もどりません！　これまで、十七のギルドが全ぜん滅めつした模も様ようで……」

ノエル：け、けっこー強そうですね……。

クリス：そこで怖おじ気づいてはいけません、ノエルさん！　これだけ、街に迷めい惑わくかけてるモンスターを倒たおさないわけにはいかない……そうでしょう！

ノエル：そ、そうですよね、クリスさんっ！　せいぎごころがむくむくと……！

ＧＭ：せ、せいぎごころ……？

エイプリル：───よし、行くぞ。

ＧＭ：では、ロープをくぐり……キミたちは、その向こう側へと踏ふみ込んでいく。

エイプリル：俺おれが少し先行する。因いん縁ねんのある相手でな───。

クリス：わかった。突とつ出しゆつしすぎて、死ぬなよ？

ノエル：（いきなり割わり込んで）……エイプリルさんは死にませんよっ。今、問題なのはトランさんですよっ！（一同爆ばく笑しよう）クリスさん、トランさんの心配もしましょうよ……っ。

ＧＭ：（笑）。……そんな楽しげなやりとりをしながら、キミたちは人ひと気けのない道を中央広場に向かって歩き───やがて、気づく。

トラン：ん？

ＧＭ：ちらり───ふいにノエルの視し界かいの隅すみに、なにか白いものが舞った。

ノエル：え……？　雪……ですか？　今って冬……？

ＧＭ：いや。まちがっても雪なんか降ふる季節じゃない。しかし、空を見上げれば白いものが、夜の闇の中を無数に舞い落ちてくる。中央広場が近づくにつれ、肌はだ寒ざむさも増まし……。

ノエル：え、ええ……っ、この服ふく装そうだとすごい寒そう……（笑）。

ＧＭ：そしてさらに気づけば、道の脇わきには……凍こおり付き、うなだれたまま座すわり込こんでいる無数の人ひと影かげが───。

クリス：う。人の気配がないんじゃない……みんな凍り付いて、動けないのかっ。

ＧＭ：キミたちの吐はく息も、しだいに白くなり───そして、ふいに視界が開けた。そこは中央広場だ。広場の真ん中には、ふだんなら二十四時間ずっと水を噴ふき上げ続けてる噴ふん水すいがあるんだが……今は凍り付き、水音はしない。

クリス：周囲を……。

トラン：……警けい戒かいします。

エイプリル：敵てきは───。

ＧＭ：それは、探さがすまでもない。〝ごりばりぼりっ……じゃぶっ〟噴水の脇に、その長い首を水面に突つっ込んで氷をかみ砕くだいている巨きよ大だいな影がある。そのシルエットは……ドラゴン。

ノエル：み、水飲んでますよ……。

ＧＭ：そして、そのドラゴンの背せに立つのは、ひとりの女だ。

エイプリル：その姿すがたに、俺は見覚えがあるな？

ＧＭ：ある。この姿はまちがいがない───元情じよう報ほう部ぶ十三班ぱん、〝七月〟のコードネームを持つ女……ジュライだ。

エイプリル：───遠間から銃じゆうを構かまえ、突きつける。

ＧＭ：その殺気に反応したのか、ドラゴンは首をもたげてエイプリルの方に向き……。

エイプリル：（渋しぶい口調で）───ジュライ、久ひさしぶりだな。

ＧＭ：その声を聞き、竜りゆうの背に立つ女は口もとにいやらしい笑えみを浮うかべ……再さい会かいの言葉を発した。

エイプリル：……。

ＧＭ：「げ───ひゃっひゃっひゃっひゃあ!?　この殺気はえーいぷりるうぅう───っ!!　貴き様さまか───あっ!?　ひぃ───さしぶりだなあああああっ!?」（一同大爆笑）

クリス＆トラン：なんだこのザコは───っ!?（大爆笑）

ノエル：（大爆笑しながら）えぇ───っ、な、なあになにっそれすごいなんでそんなのなんですか……っ、なぁになに……っ、●×▲■───っ!?（←おなかを抱かかえて笑っている）

トラン：女……なんですよね？

ＧＭ：うん。三下ザコ口調女。新しん機き軸じくだ。

トラン：新機軸だったらなんでもいいってもんじゃないだろうっ!?　大好きだっ!?（笑）

エイプリル：（冷静な口調で）……フン、あいかわらずだな。

ＧＭ：「会いたかったぜぇええええっ、エーイプリルゥゥゥ！　お前につけられた心の傷きず、今でもうずきやがってよおぉおおおおおっ!?」

ノエル：ああっ、なんか過か去この因いん縁ねんがっ！

クリス：こ、こんな奴やつといったいどんな因縁が……。

ＧＭ：「げへへっ、俺様はなあ！　十三班ぱんに正式採さい用ようされた時、本当はコードネームに〝四月〟……すーなわちエイプリルの名前がほしかったのよおおおぉおおぅ！　だが、適てき性せいテストの結果、俺様は貴様に破やぶれた！　あの時の恨うらみは……忘わすれねえぇえっ！」

一同：おもいっきり逆さか恨うらみじゃねえか───っ!?（大だい爆ばく笑しよう）

エイプリル：名前のことなど、どうでもいい。ジュライ……お前にふたつ質しつ問もんがある。

ＧＭ：「あ～？　なんだあ？　言ってみろ」

エイプリル：解げ毒どく剤ざい、持ってないか？　かつて、俺たちがよく使っていたあれだ。

ＧＭ：「（いきなり寂さびしそうな声で）ほ、ほら、なぜか俺様、毒を扱あつかわせてもらえなかったろ……？」（一同大爆笑）

ノエル：（大拍はく手しゆしながら）ダメじゃないですかもう───っ……もう……っ、もう───っ!!（笑）

トラン：情報部十三班……上じよう層そう部ぶは賢けん明めいだったんだ……（笑）。

エイプリル：では、もうひとつの質問だ。秘ひ密みつ図書館の所しよ在ざいが書かれた地図───お前が持って行ったな？

ＧＭ：（いきなり声を抑おさえ気味にしたしわがれ声で）「そのとお…りぃ……っ、俺様が手に入れましたあ……っ」

エイプリル：よこしてもらおうか。

ＧＭ：（笑顔で大きく手を開いて、しわがれ声で）「もうなあい……っ地図はもーちろんっ、実行部隊に渡わたしてやったわあ！　今いま頃ごろはオーガストの手に渡ったはずよお……っ!!」

エイプリル：そうか。じゃあお前に用はない。あとは好きに暴あばれてくれ。───じゃあな。

ＧＭ：「……げぺ？」

ノエル：きっ……きくたけさん……っちょ……ちょっと……っ（←拍手＆大爆笑）。

トラン：い、今の……疑ぎ問もん形けい……っ？

ＧＭ：「お、おい待てよエイプリルぅう……っ、ここまでやっといて……過去の因縁までつけたのによ、『もう用はない』じゃねえだろう？」

トラン：ベタなこと言うなよっ!?（笑）

エイプリル：もはやお前と戦う意味、ないだろう。

ＧＭ：「な、なんで！」

エイプリル：解毒剤も地図も、持ってないんだろう？

ＧＭ：「おう」

エイプリル：見ろ。やはりお前に用事はない。

ノエル：ですねっ。情じよう報ほうあらいざらいしゃべってくれましたしっ……！（笑）

トラン：あ。ひとつだけ意味がありますね。こいつを倒たおすと、街の出入りが自由になって図書館の館長と会えるかもしれません。

エイプリル：……なるほど。仕方がないな───やるか。

ＧＭ：「そうこなくちゃなあ……っ！　ギタギタにさせてもらうぜえ……！　これまで幾いく度どとなく陽動に出て戦い抜ぬき、生き残った俺様を……倒せるか───あっ!?」

クリス：たしかにドラゴンも強そうだが、ジュライも妙みような能のう力りよくを持っていそうだな……！

トラン：仮かりにも十三班ぱんのメンバーですしね。ですが、敵てきが二体なら……。

ＧＭ：あ、ちがうよ。

クリス：は？

ＧＭ：エネミーデータを持ってるのは、このドラゴンだけ。ドラゴンを操あやつっているジュライはただの演えん出しゆつで……データは持ってないんだ。

一同：ふざけんな──────っ!!（一同大爆笑）

クリス：なっ、なるほど……っ！　データを持ってない奴は倒せるわけねえわっ!!（笑）

トラン：こ、これが今までどんな戦いでも生き残ってきた秘ひ密みつか……っ!!（笑）

ＧＭ：「くくくっ、行けぇい、我わがドラゴンよおおおぉう……っ！」




　正式名めい称しよう───スモールドラゴン。

　15レベルのエネミーである。

　近きん接せつした敵への物理攻こう撃げきが攻撃対象に１点でもダメージを与あたえた時、確かく定ていで５点の追加ダメージを与えるスキルを持つ。また、その攻撃方法のすべてが範はん囲いへの攻撃になるという、まさに攻撃に特化した強力なエネミーだ。

　なお、元のデータでは［属ぞく性せい：火］だが、ここでは水に変へん更こうしている。
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ＧＭ：……では、いくぞ！　戦せん闘とう開始だっ!!




　　　＊　　＊　　＊




　凍とう気きに満ちた広場で、戦いは始まった。

　不思議と緊きん張ちよう感はない。

　ドラゴンライダー・ジュライの秘密を知った四人は、すでに勝利を確信していたのだ。

　だが、そんな弛し緩かんした気持ちで戦う者に───




　戦いの女神めがみは鉄てつ槌ついを下すことになる。
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ＧＭ：では、セットアッププロセス！

トラン：ではわたしは、自分のいるエンゲージに《ウィークポイント》!!　全員、次のダメージに＋８です！

ノエル：あ、ああ……っ、あたしもセットアップで《クイックステップ》と《ウォーターステップ》ですよっ！　もう忘わすれませんっ！（笑）

ＧＭ：ＯＫ！　こちらはセットアップにすることはない。最初の行動は……エイプリル！

エイプリル：マイナーアクションで《デスターゲット》を使用して……射しや撃げき！（ダイスを振ふる）……命中22！

ＧＭ：５＋２Ｄで……（ダイスを振る）……ぐぬ、よけられない！「けっ、よけられなきゃ、弾けばいいだけよっ！　我がドラゴンのウロコは鋼はがねの剣けんさえ、はじき返すぅう！」

エイプリル：ダメージロールは31＋２Ｄ！（ダイスを振る）……39っ！

ＧＭ：「げへえっ!?」ぐふ、ドラゴンの装そう甲こうは……19！　ダメージが20抜ぬけてきたっ！

エイプリル：……剣ははじけても、銃じゆう弾だんは無理のようだな、ジュライ。

クリス：ドラゴン相手でどうなるかと思ったが……。

トラン：いけそうですね。

ＧＭ：「お……っ、俺を……なめるんなあああああっ!!　ドラゴン、ブレスを吐はけ！　ターゲットはエイプリルじゃねえ、後方でかたまってる奴やつらよお！」

ノエル：こ、こっちきましたよっ!?

エイプリル：フン、阿あ呆ほうなふりして……戦闘行動は的確だな。

トラン：さすがに戦い慣なれているというとこですか！

ＧＭ：ジュライの命令が発されると同時に……ドラゴンは大きく息を吸すい込んで、凍とう気きのブレスを吐きかけた！　命中は８＋３Ｄ６で（ダイスを振る）……クリティカル───っ!?

一同：いきなりか──────っ!?

ＧＭ：吹ふきかけた竜りゆうの吐と息いきが、周囲の空気と石いし畳だたみを凍こおり付かせながら……ノエルたちのいるエンゲージを巻まき込んだ！　ダメージロールは……クリティカル分あわせて17Ｄ!!




　防御魔法で対応するものの、ノエルとトランの【ＨＰ】はいきなり半減である。




　ノエル【ＨＰ】：　　58→26

　クリス【ＨＰ】：　　91→62

　トラン【ＨＰ】：　　36→19

　エイプリル【ＨＰ】：48




ＧＭ：「か───かっかあ！　どうしたどうしたあ!?　我わが竜の凍気に、お前らの命も凍り付きそうだなあ……ああー？」さーすがは俺おれ様さま！　ばんざいいきなりクリティカルっ!!（笑）

トラン：ジュライと一いつ緒しよにＧＭも調子にのってるっ!?（笑）

ＧＭ：わはははははは───！




　だがこの直後、今度はＧＭが思い知ることとなる。

　戦いをなめてかかる者に勝利の女神は、




　微笑ほほえまないのだということを。




　　　＊　　＊　　＊




　次の行動はノエルだった。

　彼女は、トランの指し示じに従したがい、待機を宣せん言げん。

　続くトランは《ヒール》を《マジックブラスト》で範はん囲いを拡かく大だい、ドラゴンのブレスによってダメージを受けた者の【ＨＰ】を全ぜん快かいさせる。




ＧＭ：「げ……げぺ？」




　続くクリス、そして待機していたノエルはドラゴンに突とつ撃げきを敢かん行こう！

　これまで幾いく多たの戦いを乗り越こえてきた彼らにとって、スモールドラゴンの動きなぞ、止まっているも同じだった。剣はことごとく……その堅かたいウロコ（防御力19）をいともあっさり貫つらぬき、着実にダメージを与あたえていく。




　続く第二ラウンド──。

　トランは前ぜん衛えいのふたりに再さい度ど《ウィークポイント》をかけ直して攻こう撃げき力りよくを増ぞう強きよう。

　その直後には、エイプリルの魔ま導どう銃じゆうがドラゴンの【ＨＰ】を22点もぎとっていた。

　ドラゴンは、眼がん前ぜんまで突つっ込こんできたノエルとクリスに向けて再ふたたびブレスを吐くも……クリスがノエルを《カバーリング》！

　さらに《サモン・アラクネ》と《プロテクション》に阻はばまれては、大きなダメージを与えられるはずもない。
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ＧＭ：「げ……げぺげぺ？」




　攻撃にこそ特化しているスモールドラゴンだが───一体しかおらず、ましてやトランやクリスの防御魔法をどうにもできない段だん階かいで……もはや勝負は決していた。

　続くノエルの攻撃は、《スマッシュ》＋《バッシュ》を組み合わせた重い一撃。

　彼女の攻撃能のう力りよくは、もはやギルド内で最強のものとなっている。

　まるで、紙でも切り裂さくようにカラドボルグがドラゴンに刺さし込まれ……この一撃は、その【ＨＰ】を40点近くも奪うばい去っていた。

　……ノエルの一撃に続くように、トランが《アースブレット》を繰くり出す。

　高速で撃うち出された石のつぶてはドラゴンの巨きよ体たいをあっさり転てん倒とうさせ……続くクリスの振ふるった剣けんが、ドラゴンの柔やわらかい腹はらへと突き通った。

　ドラゴンは最後の咆ほう哮こうを上げ、自らが凍り付かせた石畳の上に───

　その身を横たえたのであった。




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：つ、強い……やはり一体では無理だったか……。戦せん闘とうに２ラウンドかかったから、これで単位時間は８になった。

エイプリル：ジュライはどうした。

ＧＭ：戦いが決するまでは、たしかに彼女はドラゴンの背せに乗っていたが、今はその場にはおらず……しかしどこからともなくこんな声が響ひびく。「……やるじゃなーい？」（一同爆ばく笑しよう）

トラン：ど、どこから……っ（笑）。

ＧＭ：声のした方を見上げれば……ジュライは少し離はなれた建物の上に、腕うでを組んで立っている。彼女はキミたちを見下しながら言った。「今日のところは引き分けにしておいてやろう」

ノエル：ひっ、引き分けですかっ。な、なぜ……っ……なぜ!?（笑）

ＧＭ：「お互い、相手の命を奪えなかったからに決まってるだろう？」

エイプリル：ＧＭ、ここは好きに演えん出しゆつしていいか？

ＧＭ：うい、どうぞ（笑）。

エイプリル：では勝ち誇ほこっているジュライの後頭部に、ふいに銃がつきつけられる。ごりっ……（シリアスな口調で）……命を奪えば、いいんだな？

ＧＭ：「ひっ、ヒィぇいっ!?」

ノエル：エイプリルさん、いつのまにあんなところに……（笑）。

エイプリル：貴き様さまの動きなんぞお見通しだ。死にたくなければ、吐はけ。地図はどこだ。

ＧＭ：「く……」ジュライの笑え顔がおが凍こおり付き、ゆっくり両手を挙げる。「わ、わかった……っ、言う。き、貴様には名前やら傷きずの恨うらみやらいろいろあるが……今回は大目に見てもらおうじゃないか」（一同大爆笑）

トラン：な、なんて面おも白しろい奴やつだ……ベネット以下だ。

ＧＭ：「ち、地図は月夜亭の連絡員にわ、渡してある」

エイプリル：知っているのは、それだけか？　ごりっ……。

ＧＭ：「そ、それだけだ……っ、もういいだろうっ、その物ぶつ騒そうなものをしまってくれ！」

エイプリル：では、〝タン、タターン！〟とジュライの足元に銃じゆう弾だんを撃ち込み……。

ＧＭ：「ひっ、ひぃい、ひィイっっ!?」その場ではね回るジュライ。

エイプリル：……行け。

ＧＭ：ビシュん……っ！　光の速さでジュライは屋根づたいに逃にげていく。「み、みぃてろぉ、エーイプリルぅっ!?　今日のところは大目に見てもらってやるが次に会った時ぁ……」

エイプリル：そっちを見もせず、銃をかまえる。もう一度、言う。───行け。

ＧＭ：「ひぃいいいいいいいっ……！」ジュライは、夜の闇やみの中に消えていった。

トラン：……。

クリス：面白い奴だった……。

ＧＭ：さて、これで道路や街の門の封ふう鎖さは解とけたな。通行が自由になった。

クリス：月夜亭って言ってたな……とりあえずそっちに行ってみるか？

トラン：図書館の館長にも会えるようになったわけですが……今は、地図を追ういますか。

ノエル：では行きましょう～！　はやくしないと～トランさんの顔がたいへんなことに……もう目の下まで……っ。

トラン：戦闘してる間にそこまで行ったのかっ!!（笑）

ＧＭ：いっぱい揺ゆらしたからな毒が回ったんだな。……では、ここでシーンを切りまーす！





入手情じよう報ほう　・秘ひ密みつ図書館の所しよ在ざいを示しめした地図は、月夜亭でオーガストに渡わたった。

　　　　　・エリア７に移い動どうする道や、街の門の封鎖が解かい除じよされて通行可か能のうになった。
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◆Middle 11◆３つのダイスが紡つむぐのは運命　───エリア６／月つき夜よ亭てい




　そこは、場末の酒場だった。

　すえた匂においと、立ち上る煙草たばこの煙けむりが薄うす暗ぐらい室内に充じゆう満まんする。

　再ふたたび訪おとずれたこの場所で、男たちの下げ卑びた笑いの合間に聞こえるのは……




　陶とう磁じの器うつわの中ではね回る───三つのダイスの音だった。




ＧＭ：というわけで、［エリア６／月夜亭］に移動して……（と、地図上のコマを動かし）……これで単位時間＋１！

トラン：これで合計の単位時間は、９と。

ＧＭ：場所は、妙みように煙草の煙が充満した酒場で……って、さっき一回来てるか。えっと……「よお兄ちゃん、また来たな！」「わりいっ、特に目新しい情報ねえけど……一杯ぱい、やっていけや！」

トラン：なんか反はん応のうが……温あたたかい！（笑）

ＧＭ：うい（笑）。そんな中で───「どうやら、外の騒さわぎは収おさまったようね？」奥おくで座すわっていたひとりの客が、どこか余よ裕ゆう綽しやく々しやくの口調で、話しかけてくる。

クリス：お、新しいイベントが発生した（笑）。

ＧＭ：「なにか、さっきから出たり入ったりしていますが、なにかお探さがしのものでも？」その人物は全身をすっぽりと黒いマントとフードで隠かくしており、容よう姿しはわからないが……その声は、あきらかに女だ。

トラン：あやしい。

エイプリル：その気配……なにか、感じるとこはないか？

ＧＭ：む。では、【感知】で判はん定ていどうぞ！　難なん易い度どは12だ。

エイプリル：（ダイスを振ふる）……出目は４！　合計で11！　足りない！　フェイト使用で振り直す！（ダイスを振る）……出目は３！　下がった！　だめだ!!

ＧＭ：……（笑）。では、なにも気づかない。

トラン：で、ではカマを掛かけてみましょう。そこのあなた……地図、知りませんか？

ＧＭ：「……地図」ぴくり、反はん応のうした。「それが知りたくば、私と勝負しない？」

トラン：しょ、勝負？

ＧＭ：「勝負といえば、これでしょう？」女は、指にはさんだダイスを見せつつ言う。

トラン：ダイス……？

ＧＭ：「ええ。……チンチロリンって、知ってる？」

一同：チンチロリンかよっ!?（笑）

ＧＭ：「そう、東方ではやってるダイス遊び。あなたたち全員で私に勝負を挑いどみ、勝つことができたら、知りたいことを教えてあげる」

トラン：ほう、チンチロリンですか。わたくしこれでも極東にいましたから、得意ですよ？

ＧＭ：「ふうん？　それは楽しみね」

クリス：なんだこの余裕は。

エイプリル：で、ルールは？

ＧＭ：ルールは簡かん単たん。ダイスを三個こふって出た目のうち、二個が同じ数字だったら、残ったひとつのダイスの出目を見る。その数字の大小を競きそうのが基き本ほんだ。

クリス：つまり……例えば出目が３、５、５だったら、３の目を見ればいい？

ＧＭ：そのとおり。その数字が大きいほど強い。お互たがい三投ずつして、もっとも強い役を出した側の勝ちとしよう。「私が親、キミたちが子、という立場でゲームは進めさせてもらいましょう」

トラン：他の役は？

ＧＭ：いろいろあるんだが、今回は以下の役だけでいこう。




一のゾロ目　　……掛け金五倍取り

二～六のゾロ目……掛け金三倍取り

四五六　　　　……掛け金二倍取り

一二三　　　　……掛け金の二倍を支し払はらう




トラン：……理り解かいした。この黒フードが親で、我われ々われの誰だれかが子となって挑むと？

ＧＭ：「そのとおりよ。参加費ひ用ようは、最低一〇〇だ。このままでは、私が勝ってもメリットがないからね」

クリス：誰が行く？

ノエル：で、では経けい験けん者しやのトランさん……っ、行ってください！

トラン：わかりました。では、一〇〇Ｇ支払いましょう。

ＧＭ：「最初に言っておきましょう？　私は今まで、この勝負で負けたことは───ない」そう語る女からは、強きよう烈れつな威い圧あつ感を感じる。

クリス：この感覚……負けたら魂たましいでも抜ぬかれそうだ。

トラン：……ただものじゃないということですか。……まあ、グタグタ言ってても仕方ありません。では、親からどうぞ。

ＧＭ：「では───」（ちんちろりーん、とダイスを振る）




　戦いが始まった。




　それは、互いの運のみで競うシンプルな勝負だった。

　女……情報員のダイスが指し示した運命は……目なし、目なし、そして───目なし。

　トランの目は、１だった。




　戦いは、終わった。




トラン：弱いじゃねーか!!（笑）

エイプリル：地図について、聞かせてもらおうか。

ＧＭ：「───持って行くがいい」と、彼女は懐ふところから取り出した一枚まいの地図を、差し出す。

トラン：あんたがまだ持っていたのか……っ。

ＧＭ：女はゆらり、立ち上がる。「……そう。もうわかってると思うけど、私はオーガスト様の部下よ」

エイプリル：なぜ我々に地図を渡す？

ＧＭ：「フフ、あの方が好きな〝フェアな戦い〟ってやつかしら？　あなた方が競うに値する相手か……いいえ、エイプリル、あなたの腕がにぶってないか、あの方はお試しになりたいみたいよ？」どこか、小こ馬ば鹿かにしたように言う。

エイプリル：なめられたもんだな。……もうひとつ聞いておく。解げ毒どく剤ざいは、オーガストが持っているのだな？

ＧＭ：「ええ、そこにウソ偽いつわりはない」

トラン：おっしゃ。

ノエル：…………は！　い、今はそんなことよりトランさんですよ！　もう、目の上まで青黒くなっちゃってますよっ!?（一同大爆笑）

トラン：想そう像ぞうすると、顔がすごく悲ひ惨さんなことに……。

クリス：で、例の秘密図書館とやらはどこにあるんだ？

ＧＭ：地図によれば……エリア９だね。

トラン：ぐ、結局神しん殿でんか図書館の近くにあったのか。

ＧＭ：うひひ。では、ここでシーンを一回切ります！

エイプリル：（地図を見ながら）……よし、エリア９に行くぞ。





入手情じよう報ほう　・秘密図書館は、エリア９にある。

　　　　　・オーガストはすでに秘密図書館の場所を知っている。



[image: ]




◆Middle 12◆強行突とつ破ぱか遠回りか　───エリア９／秘ひ密みつ図書館




　地図が指し示しめす場所。

　それは、図書館の裏うら手てにある小さな庭だった。

　建物の陰かげに覆われ陽ひは射ささず、どこか陰いん鬱うつとした場所。

　その片かた隅すみに、扉とびらはあった。




ＧＭ：というわけで、再ふたたび図書館エリアに移い動どう、と。これで単位時間は10だ。キミたちはオーガストの部下から得た地図を元に、その場所へとやってきた。場所は、図書館の裏庭だ。

クリス：では、周囲を見回すと……。

ＧＭ：うん、その薄うす暗ぐらい庭の片隅……藪やぶの陰に隠かくれるように、地面にマンホールのような丸い扉が設せつ置ちされている。

エイプリル：すでに開けられていないか、チェック。

ＧＭ：む。その様子は……ない。ただ、カギがかかってるな。特定のカギが必要なタイプなんだが……選せん択たく肢しはふたつ。①このカギを調達してくる。②ぶち破やぶる。

一同：……。

トラン：すでに秘密図書館の位置を知っているはずのオーガストが、まだここに来た気配がないということは……あっちはカギを取りに館長の家に行った……？

エイプリル：あとから追うと……先を越こされるかもしれんな。

ノエル：今、単位時間は９ですよね。

ＧＭ：うん。12以内にマビノギの元にたどり着けばいいわけだが……。

トラン：図書館に行って館長の家を教えてもらって、自じ宅たくに行って、ここに戻もどる。この３ステップで行ければ……。

トラン：個こ人じん的には、ぶち破るに一票です。も、もう余よ裕ゆうがありません。ほら、もうおでこまで毒が……。

ノエル：壊こわしましょうっ！（きっぱり）

ＧＭ：ち、力強く言ったな。他人様の家を壊すことになるんだが。

ノエル：や、やむをえない時ってあるんですってばっ。

一同：……。

トラン：ノエル……こうして子こ供どもは大人になっていくんですね……。

クリス：すっかり黒い発言が身に付いて……。

ノエル：ち、ちが……っ、トランさんの命がかかってるんですからやむをえずですよっ。

ＧＭ：うんうん。そうだね……。

ノエル：とにかく壊しますよ～！　せーの……。

ＧＭ：では、ノエルが剣けんを大きく振りかぶり───渾こん身しんの力を込こめて振ふり下ろす！〝どおん……っ!!〟轟ごう音おんと共に、巨きよ大だいな土つち煙けむりの天を貫つらぬく柱となって噴ふき上がり……。

トラン：なんだその破は壊かい力りよくは！（笑）

ＧＭ：マンホール周囲の地面は、ノエルの一いち撃げきで陥かん没ぼつ。その向こうは真空になってるのか、マンホールのフタはずずっと奥おくに引き込まれ……。

ノエル：ガンっと、けっ飛ばしますよっ。

ＧＭ：ＯＫ（笑）。マンホールのフタは、その向こうに現あらわれた細い通路の闇やみの中に向け、ガランガランという耳みみ障ざわりな音と共に転がっていった。

ノエル：開きましたっ。

ＧＭ：えー、そんなわけで。ラインの街の人々の血けつ税ぜいによって建立こんりゆうされた秘密図書館の入り口は、見るも無む惨ざんに破は壊かいされて中に入れるようになりました。

一同：…………。

ノエル：は、犯人はわたくしでございます……（一同大だい爆ばく笑しよう）。




　　　＊　　＊　　＊




　薄暗い闇の中───。

　細く長い階かい段だんを一段ずつ踏ふみしめて、一いつ行こうは地下へと降りていく。

　そして……やがて、たどり着いた。




　その巨きよ大だいな鉄の扉の前に。




ＧＭ：てなわけで、扉を破壊した先にあった階段をキミたちは下っていった。ややあって……目の前に、分ぶ厚あつい鉄の扉が行く手をふさぐ。どうやらこの奥が秘密図書館……表には出せない書物の保ほ管かん庫このようだ。

エイプリル：カギは？

ＧＭ：かかっていないようだね。

トラン：では、ギィッ……っと押おし開けて……。

ＧＭ：扉とびらは造ぞう作さもなく、軋きしんだ音を立てながら開いていく。そこは薄うす暗ぐらく、しかし30メートル四方はあろうかという大きな部屋だ。たくさんの本ほん棚だなの他ほかに……ごつごつとした石組みの壁かべに沿そって、円筒形のガラスケースがいくつも立ち並ならんでいる。

ノエル：あ、じゃあごそごそっと小箱を取り出してみますっ。

ＧＭ：うい。すると……取り出した小箱、その五番目の面が淡あわいローズ色の光を放ち、薄い闇の中でノエルを照らし出す。

ノエル：あ、光ってますねっ。

ＧＭ：そして、箱に反はん応のうするように……正面のガラスケースのひとつが、淡く光りだした。

トラン：まちがいないようですね。

ノエル：ではそこに近づ……。

エイプリル：待て。［トラップ探たん知ち］！

ＧＭ：ち！（笑）扉とびらにカギをかけなかったので、罠わながないと思い込むと……。

エイプリル：残念だったな（ダイスを振る）……17。

ＧＭ：……。仕し掛かけられた罠はふたつ。ひとつは、部屋じゅうに張はり巡めぐらされたレーザービーム網もう。これに触ふれると……。

トラン：レ……え、ええ……？　レーザー……？

ＧＭ：レーザーというか魔ま法ほうですがね。これに触れると警けい報ほうが鳴って警けい備び員いんが押し寄よせるタイプのものだ。

エイプリル：もうひとつは？

ＧＭ：ショーケースに仕掛けられている。ケースに振しん動どうを与あたえると、すごい出力のビームが四方八方から飛んでくる。

一同：…………。

エイプリル：（躊ちゆう躇ちよせず）では、解かい除じよするぞ（と、ダイスを握にぎりしめ……）。

ＧＭ：ふふふ。ふたつのトラップのうちひとつでも引っかかれば……！




　と、言い終える間もなくトラップはあっさり解除されてみる。




ＧＭ：…………。

エイプリル：では、ショーケースを開けて、マビノギとやらを手にとる。

ＧＭ：それは一見すると布ぬの張ばりのカバーの、古びた魔ま導どう書しよ。すすけて読みにくいが、表紙にはキミの知らない文字でタイトルが書かれ……端はしっこにはノエルのものと同じ、薔ば薇らの文様が刻こく印いんされている。

エイプリル：ノエルに放ほうり投げる。お前が持っていてくれ。

ノエル：ぱしっ（←受け取ったらしい）。

エイプリル：マビノギの解かい析せきはあとでやろう。とりあえず、今はトンズラするぞ。

ノエル：と、とん……？

エイプリル：そうだ。ここに長くいればオーガストと鉢はち合あわせになるやもしれんし、そもそも警備兵にでも見つかると面めん倒どうだ。

トラン：不法侵しん入にゆうですからね。

ＧＭ：……ＯＫ。では、キミらは市民の血税で作られたこの秘密図書館の入り口を破は壊かいし、許きよ可かもなく侵入。あげくの果てに防ぼう犯はん装そう置ちも勝手に機き能のう停止させた上に、ここでいちばん重要と思われる書物を盗ぬすみだし、逃にげる───そういうわけですな？

トラン：な、なんて悪の組そ織しきっぽい……っ！（笑）

ノエル：おかしいおかしいっ、ちがうちがうっ（笑）。

トラン：なんだろうこの充じゆう足そく感かんは……!!

ノエル：トランさんっ、なにを言ってんですか……っ。

クリス：あ、あの……ちゃんと図書館長に断ことわった方がよくない……？

ノエル：いやいやっ、人命が懸かかっているんですっ。

クリス：そ、そう言われると……でも、なにゆえ私がこんな男の命を救うために罪つみを犯おかさねばならんのか……っ。

ノエル：で、でもトランさんがあの顔のままでいいんですかっ、気になるでしょうっ（笑）。

クリス：顔は別にあのままでもいい。

トラン：よくなあい……っ!!　ぜんぜんよくないっ!!（笑）

エイプリル：もめてる場合か。とりあえず、壁に伝言を残しておくか。もうすぐ、オーガストもここにくるだろうからな。

ＧＭ：内ない容ようは？

エイプリル：こちらのマビノギと、そっちの解げ毒どく剤ざいを賭かけて戦いたい旨むねを。決戦場所は……郊こう外がいにある遺い跡せきかなんかで。

ＧＭ：人ひと気けのない遺跡でクライマックスか。それはいいな。

エイプリル：そうか、では……数時間後、朝焼けの中での戦いといくか。

ＧＭ：ＯＫ！　では、エイプリルはオーガストに宛あてて、暗号でその旨を壁かべに書き残した。数十分後……オーガストはこのメッセージを───かつての弟で子しの言葉を受け取ることとなり……最後にちょっぴり演えん出しゆつ（笑）。




　　　＊　　＊　　＊




　エイプリルたちがこの場を去って二十分後───。

　オーガストは壁に残された文字を見上げつぶやいていた。




「ふふ、こっちが少しゆっくりしすぎたか？　エイプリル」




　悔くやしそうな様子は微み塵じんもない。

　いや、それどころか───そんな言葉を紡つむいだオーガストは、まるで幼おさない妹に優やさしげな言葉をかける姉のような……

　そんな、微笑ほほえみを浮うかべていた。




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：……と、こんなところでクライマックスに突とつ入にゆうしますっ!!

エイプリル：では、俺おれはクライマックスの前に、頭装そう備びを……カフヴァールに変えておくぞ。

ＧＭ：了りよう解かい！





入手情じよう報ほう　・特になし。

　　　　　・マビノギ─竜の章─、入手。
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　　　　CLIMAX PHASE




◆Climax 01◆朝焼けの光の中に




　東の空が、白み始める。

　そこはラインの郊外にある、うち捨すてられた小さな遺い跡せき。

　旧きゆう時代的な、しかし崩くずれて大地に斜ななめに突つき立った石柱より、西に向かって影かげが伸のび始めたころ……。




　ふいに朝の心地ここちよい空気の中に、緊きん張ちよう感かんが走った───。




ＧＭ：というわけで、ここからクライマックスだ！　今、キミたちはラインの近くにある、遺跡の前で時がくるのを待っている。もうすぐ夜明けというこの時刻、少し空気が肌はだ寒ざむい。まだキミたち以外、周囲に人影は……ない。

トラン：こ、こういうクライマックスシーンも珍めずらしい。自分たちが突とつ入にゆうするんじゃなくて、敵てきがくるのを待っているという……（笑）。

クリス：そういえば、そうだな。

トラン：それはともかく、わたしは壊こわれた石柱にでも腰こし掛かけながら、足をカタカタ鳴らしながら待ってます。……こ、こねえ……こねえ……ぇ……（一同爆ばく笑しよう）。

ノエル：そんなトランさんの顔は、もう完全に青くなってますよ～……っ。

ＧＭ：うん、おでこへの侵しん蝕しよくも完かん了りようして頭の地肌に……。髪かみの毛に隠かくれてよく見えないけど、もうそろそろクライマックス？（一同大爆笑）

クリス：むしろ、ロスタイム。

ノエル：（泣きそうな声で）ト、トランさあん……トランさあん……（笑）。

エイプリル：安心しろ。オーガストは、必ず来る。明け方、太陽を背せに……東の方からな。

ＧＭ：そうエイプリルがつぶやくと同時だった。東の空から、朝の光がキミたちの待つ場所に射さし込んだ時───光の中にゆらり、人ひと影かげが現あらわれた。

エイプリル：───来た。

トラン：……ふう（←安あん堵ど）。

エイプリル：では、オーガストと話せる距きよ離りまで待って───。

ＧＭ：手をのばせば届くほどの距離まで来るとオーガストは立ち止まり、先頭に立つエイプリルと対たい峙じする。四人を前にしているというのに、落ち着いた表ひよう情じようだ。

エイプリル：解毒剤は、持っているな？

トラン：ないって言われたら死にものぐるいで道連れだ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：「……私は、フェアな戦いを好む。解げ毒どく剤ざいは、ここだ」と、親指で自分の胸むねを指さす。

「そちらこそ、マビノギは持っているな？」

エイプリル：ああ、とノエルを親指で指さす。

ＧＭ：「しかしエイプリル、お前もずいぶんと優やさしくなったものだ。仲間のために、命を賭かけて戦おうとはな」

エイプリル：「……。オーガスト、一度だけ言う。俺たちの方に寝ね返がえらないか？」

ＧＭ：「それは、敗北するよりも不ふ名めい誉よなことだ───そうだろう？」

エイプリル：できれば、姉し妹まい同士の殺し合いは避さけたいんだが、な。

ＧＭ：オーガストは、少し驚おどろいた表情を見せる。「本当に変わったな。そのような感情は、戦場では判はん断だんを鈍にぶらせるだけだと教えたはずだ」

エイプリル：……。

ＧＭ：「戦せん闘とう力りよくが落ちていないといいが───……な！」言い終えるや否いなや、いつのまにか引き抜ぬかれた銃じゆうが、エイプリルの額ひたいに押し当てられている。

エイプリル：同じく、こっちの銃もすでにオーガストの額に突きつけられている。

クリス：なんだそのかっこいい演えん出しゆつは（笑）。
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ノエル：で、出る幕まくがありませんねっ、あたしたち……っ（笑）。

ＧＭ：「いいだろう、腕うでは鈍っていない。私と戦う資し格かくは───ある」

トラン：ではですね、そんなふたりの横から声をかけます。……そろそろ、お話を終わりにしてもいいですかね？　ちょっと、こっちも時間がないもんで（一同爆笑）。

ＧＭ：オーガストは銃を下ろしながら、言う。「案ずるな。その毒の侵蝕具合だと……あと十分は保たもつ」

トラン：たったの十分かっ!?（笑）

ノエル：あ、ああああ～（笑）。

ＧＭ：「もっとも……私を十分で倒たおせるとは、思えないがな」そう告げるオーガストの背はい後ご、ふいに現われたのはふたつの人影。

クリス：お？

ＧＭ：ふたりは、彼女を守るように立ち……。「私ひとりでいいと言ったのだが、どうしてもついてくると聞かなくてな」

トラン：さしずめ、新しい弟で子しというとこですか。十三班ぱんのメンバーじゃないですよね？

ＧＭ：雰ふん囲い気きからしてもちがうね。ひとりは、その風ふう貌ぼうからして魔ま法ほう使つかいか神官、もうひとりは格かく闘とう家かっぽいね。そして───戦いは始まる。

「では、エイプリル───始めようか？」




　　　＊　　＊　　＊
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ＧＭ：では、まずはセットアッププロセス！

トラン：《ウィークポイント》を……っ。

ＧＭ：待った、行動順番はオーガストの方が早い！　トランがオーガストの弱点を見み極きわめようと彼女を凝ぎよう視しした時、ゆらり……っ、その姿すがたがかき消えた。

トラン：セットアップでなんかしてきたっ！

ＧＭ：オーガストは最初に《トップスピード》を使用した！　まばたきするほどの一いつ瞬しゆんに、オーガストはすでに移い動どうを終えて……銃じゆう弾だんを放っている！

クリス：は、速いっ!!　即そく座ざに行動するスキルか！

ＧＭ：放たれた銃弾は確かく実じつにエイプリルを捉とらえ……っ……11＋３Ｄ（ダイスを振ふる）で23！

エイプリル：回かい避ひ……失敗！

クリス：初しよ撃げきだがいちおうかばうか！　エイプリルを《カバーリング》！

ＧＭ：では、銃弾はクリスの装そう備びするウィガールに直撃して火花を散らし……ダメージロール！　ここで《デスゲイル》を使用っ、51＋28＋２Ｄ６で……ダメージ87っ!!

一同：87───っ!?

クリス：か、かばっておいてよかった!!　あんなの喰くらったらエイプリル、即そく死しだろっ!?

トラン：クリスに《サモン・アラクネ》!!（ダイスを振る）……28点軽けい減げん！

クリス：自分に《プロテクション》っ!!（ダイスを振る）……15点軽減！　これで受けたダメージは22！

ＧＭ：うひ、87点もたたき込んで22しか通らないのか!!

クリス：借金までして装備をそろえてるからな。（シリアスな口調で）……お前の弾丸、仲間には通さん。

ＧＭ：「あれがマティアス配下の神官戦士か……やるな」

クリス：知られている！（笑）

ＧＭ：「火力としてやっかいなのは……うしろの魔法使いか。……ベイヤー！」彼女が後方に位置する部下に声をかける。

トラン：ま、まだなんかしてくんのか！

ＧＭ：セットアッププロセスで後方のエネミーが《スロウ》を使用！
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　ベイヤーと呼よばれた部下の使用した《スロウ》は、トランの行こう動どう値ちを０に低下させ、このラウンドにおける彼の行動順番を一番最後へと追いやった。

　ここにきてやっと順番の回ってきたＰＣ側は、トランが《ウィークポイント》、ノエルが《クイックステップ》＆《ウォーターステップ》と、もはや定番となったスキルを使用する。

　続いて───。




トラン：ここは一気にオーガストの位置まで、距きよ離りを詰つめましょう！　あんな大きい攻こう撃げき、何度も受けてられません、一気に叩たたきます！

ノエル：《陣じん形けい》ですねっ……ぺんっ！（←承しよう認にんのハンコ）




　ノエルの合図と共に、トランをひとり後方に残して三人が一いつ斉せいに飛び出す。

　だが……ふわり、オーガストは走り込んできたクリスの心しん臓ぞうに、流れるような動作で銃を突つきつけ───〝タンっ！〟銃弾を解とき放った。

　この一撃は58点のダメージをたたき出すものの、例によって《サモン・アラクネ》《プロテクション》……そしてなによりクリスの持ち前の防ぼう御ぎよ力りよくに弾はじかれ、ダメージは……０！




ＧＭ：これでオーガストの行動、終わり！　ふつうにやったらダメージが通らん！

トラン：ふはは、この三枚まいの壁かべを抜ぬくのは難むずかしかろう！（笑）そして私の【ＭＰ】がしおしおと減へっていくわけですが！　【ＭＰ】が尽つきた瞬しゆん間かんに受けるダメージがひどいことになるので、早めに決着を……。

エイプリル：ではここで俺の行動だ。ここは範はん囲い攻撃にして前ぜん衛えいふたりを叩たたくか、後方の敵てきに二発たたき込こむか───。

トラン：（ちょっと考えて）……後方を！　おそらくうしろにいるのは範囲攻撃で魔ま法ほうを撃うってきます！　こっちは三人かたまってるので……それはまずい！

エイプリル：了りよう解かい。後方の魔術師っぽいのに《デスターゲット》＋《ダブルショット》っ！

ＧＭ：ぐ……放たれた二発の銃じゆう弾だんはオーガストの髪かみをかすめる。彼女に振ふり向きもせず、後方に向かって叫んだ。「……よけろ！」




　だが、銃弾は魔術師を着実に捉とらえてその身体からだを貫かん通つうし、背はい後ごに立つ石の柱に跳ちよう弾だん、火花を散らす。ダメージは36＋24───合計60。




ノエル：60でも倒たおれな……っ。

ＧＭ：（言葉を遮さえぎって）「どこを見ているのです！」ノエルが魔術師に気をとられたのを見み逃のがさず、格闘家は一瞬の溜ためを作って掌しよう底ていを打ち込む！《ペネトレイトブロウ》！（ダイスを振る）

ノエル：（ダイスを振る）……やああ～っ、１と２ぃ!?　よけられないですよ……っ。

クリス：なんの！　と、ノエルを《カバーリング》っ!!




　この一撃は、43点のダメージをたたき出す。

《ペネトレイトブロウ》は衝しよう撃げきが突き抜け、対象の防御力を０とする攻撃！

　さしものクリスも───。




　と、思ったＧＭはあさはかだった。




　例によって放たれた《プロテクション》と《サモン・アラクネ》が合計で42点のダメージを軽減、通ったダメージはわずかに１点！




ＧＭ：ぐっ……激はげしい衝撃にクリスの身体が、防御姿し勢せいをとったまま〝ずざあ……っ〟と軽くうしろに吹ふっ飛ぶが……ダメージ１か（笑）。では後方の魔術師の行動はオーガストと格闘家に《マジックブラスト》＆《ホーリーウエポン》!!　ふたりの攻こう撃げき力りよくを＋12する！

トラン：アコライト／メイジか……!?
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ノエル：ここで、あたしですね……っ！

トラン：まずは、《ペネトレイトブロウ》持ちをつぶしましょう！　これがいなくなれば、大きなダメージを受けることはまずなくなります……！

ノエル：じゃあ、その格闘家さんに《スマッシュ》＋《バッシュ》で……!!（ダイスを振る）……いやあ……っ、２と３と……５！　はあっ……はあっ……はあっ……よかった、10にはいった……（笑）。はやく解げ毒どく剤ざいを～……！（笑）




　この一撃のダメージロールの結果は───53！

　格闘家の【ＨＰ】を40点、もぎとった。
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一同：……よしっ!!

ＧＭ：だが……まだ死なない！

クリス：俺おれの行動だ！　こいつにトドメを……！

トラン：いや、待ってください！　ここは［待機］を！

クリス：え……？

トラン：次のわたしの行動、アガートラームまで使って全力で魔法を撃ち込みます！　これで格闘家が倒れれば、クリスは待機を解かい除じよして、オーガストを！

ＧＭ：ぬ、なるほど。どうせ範囲攻撃するなら傷きずついた格闘家もまとめて倒して、浮ういたクリスの行動でオーガストに少しでもダメージをたたき込む、か。

トラン：ええ。もし、わたしの攻撃で格闘家が倒れなかった時は、そちらにトドメを！

クリス：わかった、まかされよう！

ノエル：やっぱりふたりはいいコンビですね（笑）。

トラン：とんでもない!!　わたしは神しん殿でんの犬を利用しているだけです！

クリス：聞き捨ずてならないことを!!　私は悪の幹かん部ぶを利用しているだけです！

ノエル：え、え……えっと……（笑）。

トラン：とにかくいきますよっ！《マジックブラスト》で《アースブレット》を拡かく大だい……オーガストと格闘家をターゲットに！




　それは、トラン最大の一撃だった。

　アガートラームに吸われた25点の【ＨＰ】……その生命力は、破は壊かいの力となって……吹き荒あれる銀のつぶての嵐あらしに、乗る。

　さらには《マジックフォージ》まで解かい放ほうしたこの一撃はオーガストと格かく闘とう家かに、実に77点ものダメージをたたき込んだ。

　が───この攻撃で格闘家が倒れることはなく……。




クリス：では……ここで確かく実じつに倒す！《バッシュ》＋《ボルテクスアタック》!!




　ここでクリスもまた最大の技わざを繰くり出し、敵てきに54点ものダメージをたたき込む。

　これにより……格闘家は、その場に倒れ伏ふした。




ノエル：た、倒しました……解毒剤に一歩近づきましたよっ。

ＧＭ：「……予想以上に、やるようだな」オーガストが目の前に立つエイプリルから視し線せんをはずさず───言う。「お前は、いい仲間を持った」

エイプリル：……。

ＧＭ：「しかし、お前自身の成長はどうだ？　私の動きについてこれるか？」部下が倒れた動どう揺ようも見せず───ここで次のラウンド！　オーガストは再ふたたび《トップスピード》！

クリス：またか……！

ＧＭ：エイプリルとほぼ零ゼロ距きよ離りに立つオーガストの微び笑しようがふいにゆらぎ……消えたと認にん識しきした瞬しゆん間かん、彼女はすでにキミの背はい後ごから後頭部に銃じゆうを突つきつけ、トリガーをひいている（ダイスを振ふる）……お……っ！

トラン：うわ、クリティカルした……っ!?

エイプリル：（ダイスを振り、その出目を見て）───〝カフヴァール〟出目のひとつを６に変へん更こう、クリティカルにして回かい避ひ。

ＧＭ：ぬ。エイプリルは表ひよう情じようひとつ変えず、落ち着いたまま……必中の銃じゆう弾だんを首を振っただけでよける。ブロンドの髪かみがちらりと朝の光の中に舞まった。

クリス：いかん、演えん出しゆつがかっこいい……（笑）。

ＧＭ：ではセットアップで引き続き……！
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　ここで再び魔術師は《スロウ》を使用、ノエルの行こう動どう値ちを０に引き下げる。

　そしてトランは《ウィークポイント》をノエルたち三人にかけ───戦いは、お互たがいのすべてを出し尽つくす総そう力りよく戦せんへと突とつ入にゆうしていく。

　続く行動は、再びオーガスト。




ＧＭ：「フフ……攻こう撃げき回避後、右に動くクセは直ってないな、エイプリル」




　言葉と共に再び放たれる弾丸。

　エイプリルは回避に失敗するものの、そこにクリスが割わり込み《カバーリング》！　オーガストは通つう常じようではダメージを与えにくいクリスに対し、《デスゲイル》を使用してダメージの底上げを行なう。

　必殺のスキルを乗せたこの一撃は、98点ものダメージをたたき出す！

　これに対たい応おうしてトランは《サモン・アラクネ》を使用、障しよう壁へきを張はろうとするが、オーガストはそれに《インタラプト》をかけて打ち消しを試みる。

　だが、さらにこれに対応してエイプリルもまた《インタラプト》！

　結果、《サモン・アラクネ》は通ってダメージを25点軽けい減げんするが……クリスは、いつもの《プロテクション》を使用しない。

　代わりに、彼が宣せん言げんしたのは───。




クリス：……《ソウルバスター》っ!!

ＧＭ：ここで来たか……っ!!　クリスが受けたダメージがこっちにも来るから……51ダメージを受ける！　まだだ……まだまだ！　こい、エイプリル！




　だが、次の行動がまわってきたエイプリルは、オーガストよりも後方の魔ま術じゆつ師しを倒たおす方を優ゆう先せん。再び《ダブルショット》で二発の銃弾を撃うち放った。

　一弾目はあっさり魔術師を撃ち抜ぬき、これを瀕ひん死しに追い込む。あと一撃を受ければ、落ちる───そんな状じよう況きようの中で、オーガストはエイプリルの二発目の銃弾に向けて、射しや撃げきする。

　───《サポートストライク》。

　エイプリルの銃弾にオーガストの銃弾がかすめ軌き道どうが変わる。これにより回避に＋１Ｄのボーナスを得た魔術師だったが……




　振ったダイス目は１、２、２！




　支し援えんのかいもなく、魔術師はその場で息いき絶たえた。

　続くトランの一撃こそオーガストを捉とらえるものの、フェイトまでつぎ込んで放たれたクリスの攻撃は……《サポートストライク》の効果もあって易やす々やすと回避される。

　そして───。




トラン：おのれ、《連れん携けい攻撃》の効こう果かも途と切ぎれた……！　ノエル……ここは全力で……お願いしますっ!!

ノエル：わ、わかりましたあっ!!　い、行きますよぉ……!!　カラドボルグ、使います！　《スマッシュ》と……《バッシュ》！　あと、《ダンシングヒーロー》で命中の判はん定ていも上がって……あ、今回まだフェイトも使ってないので……（絶ぜつ対たい無む敵てき可か憐れんな声で）三個こくらい使ってもいいのか～？

トラン：いっちゃいましょう！　これで命中で７Ｄ振れます！　これだけ振れば……クリティカルするはず!!

ノエル：行きますっ！（ダイスを振る）……クリティカル……っ、あ、あ……出ない～っ!!　ごめんなさい～……!!

ＧＭ：それならよける可か能のう性せいも……っ。

ノエル：命中は……42です！

ＧＭ：よけられるかそんなのっ!?　ク、クリティカルでよけるしかない……っ、よしここは力丸さんのダイス借りてクリティカルしてよけてやる……！

ノエル：あ、はい。どうぞっ、どうぞ……お使いになってください、ホホ♪（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：《サポートストライク》も使用……!!　クリティカルしろ！（ダイスを握にぎりしめ……）

ノエル：ああ、こわい……こわい……出ないで……っ。

ＧＭ：（ダイスを振る）……だめっ、出ないっ!!

ノエル：よかった───っ、ああ、よかった……っ！（笑）

ＧＭ：ぬう……こ、これは……。

ノエル：も、もう時間がないんです……っ、ぜ、全力でいかせてもらいますよ……！《ボルテクスアタック》に、残ったフェイト三点もぜんぶ使いますっ。

ＧＭ：うお……っ、振ふりおろしたカラドボルグがローズ色の爆ばつ光こうを放つ！　さしものオーガストも、さすがに動どう揺ようを隠かくせない！「あれが……薔ば薇らの武ぶ具ぐ・カラドボルグ！」

クリス：これ、ダイスいくつになるんだ……!?

ノエル：え、えっと……。

トラン：……16Ｄっ!!（笑）

ノエル：い、いきます……っ、トランさんの命を心配しているあたしの攻撃……みてくださいね……っ!!（どしゃらららら───っ、とダイスを振る）……79です───っ!!

ＧＭ：どわっ……これで防ぼう御ぎよ力りよく無む視しダメージか……っ!!「ぐ……はっ!!」刃やいばの直撃を受けたオーガストを中心点として、爆光がふくれあがっていく……っ！　噴ふき上がる砂さ塵じん、耳をつんざく衝しよう撃げき音おん……！

クリス：の、ノエルの攻撃演えん出しゆつがなんかえらいことに……！

ＧＭ：ややあって───光が収おさまった時。そこには、肩かたで大きく息をしながらノエルを凝ぎよう視しするオーガストの姿すがたが、ある。

一同：まだ生きてる───っ!?

ＧＭ：【ＨＰ】……残り５!!「こ、これが薔薇の武具か……皇こう帝ていが欲ほしがるわけだ」

ノエル：え、ええ……え……ちょ、ちょっとあとずさりします。

トラン：ノエル、ここで《エンカレッジ》を使いましょう。

クリス：《エンカレッジ》？

トラン：イニシアチブプロセスで使用できるスキルで……。

ノエル：あ、あ……誰だれかをもう一回行動させるスキルですよねっ。

トラン：そうです。

ノエル：でも、もう【ＭＰ】が～……。

トラン：ギルドスキルの《祝福》があります……！

ノエル：ぺん！（←承しよう認にん）

ＧＭ：ＯＫ、これで【ＭＰ】が回かい復ふく、《エンカレッジ》は撃てるな。

ノエル：じゃあ、エイプリルさんに使いますっ。

エイプリル：では、ゆっくりとオーガストに近づき───これで、終わりだ、と銃じゆうをつきつける。

ＧＭ：「……ふふ、最後はお前の手で、か」

エイプリル：……。

ＧＭ：「どうした？　戦場で戦う力を失った者に対する、最大の慈じ悲ひがなにか……お前には、教えたはずだ」　オーガストは、どこか満足そうに瞳ひとみを閉とじ……。

エイプリル：では、沈ちん黙もくののちに───。




「……ああ、そうだな」




　地平線から昇り始めた太陽を背せに、エイプリルがぽつりとそうつぶやいた。

　その表ひよう情じようは、逆ぎやつ光こうになって見えない。

　銃の引き金にあてた人差し指に、軽く力が込められた。




　乾かわいた銃声が、ラインの明けの空に───鳴り響ひびいた。





　　　　ENDING PHASE




◆Ending 01◆薔ば薇らの巫み女こ




　それは、神しん殿でんによって隠かくされてきた真実だった。

　───北の最果てにあるもの。

　その存そん在ざい……真実を聞かされた時、ノエルの胸むねは高鳴った。




ＧＭ：……では、ここからエンディングです。シーンの舞ぶ台たいは、キミたちの宿しゆく泊はくする宿屋だ。正面にはシルヴァがにこやかな笑えみを浮うかべて座すわり……テーブルの上には、貨か幣へいの詰つまった布ぬの袋ぶくろがどかっと積まれている。

クリス：おお！

ＧＭ：「ヴァンスターのエージェント、そのすべてが街からいなくなったことが確かく認にんできたわ。これで……任にん務むは終しゆう了りようね、お疲つかれ様」

トラン：このお金は、成功報ほう酬しゆうということですね？

ＧＭ：「ええ、もちろん」

エイプリル：神殿も気前がいいな。マビノギは持ち去られたというのに。

ＧＭ：へ？

クリス：は？

ノエル：え……？　でも……。

ＧＭ：「マビノギは、あんたたちが確かく保ほしたんじゃ……ないの？」

エイプリル：残念ながら、街から逃げたヴァンスターのエージェントが持ち去った。

ＧＭ：シルヴァは笑顔を凝ぎよう固こしたまま、言う。「え、えー……なんていうか、ほらっ。お、落ち着きなさいみんな？」

一同：あんたが落ち着けっ！（笑）

ＧＭ：「で、持ち去られたって……」

エイプリル：俺が聞きたいのは───あんたはどうしたいか、だ。

一同：……？

ＧＭ：シルヴァは、その言葉にピンときたのか、落ち着きを取り戻もどした。「このラインに保管されていたマビノギを狙ねらって、ヴァンスター皇帝がエージェントを派は遣けんした。そのさい、数人の冒ぼう険けん者しやが敵エージェントを撃退したが……善ぜん戦せんむなしく、マビノギは持ち去られた───か」

ノエル：え、え……？

ＧＭ：「襲しゆう撃げきしたのは、ヴァンスターのエージェントだという証しよう拠こはある。これを盾たてにヴァンスター皇帝を追及……少なくとも、牽けん制せいくらいはできる……まあまあのストーリーか」

一同：…………。

ＧＭ：「じゃ、マビノギはヴァンスターのエージェントに持ち去られた───ＯＫ、そーゆーことにしておきましょ。マビノギはとりあえずあんたらに預けておくわ」

クリス＆ノエル：悪人だ──────っ!?（大だい爆ばく笑しよう）

トラン：すばらしい！　あなたはなんて悪いんだっ！　我わが組そ織しきにはいりませんが……すばらしいっ！

エイプリル：それだけ神殿の中枢は、〝薔薇の武ぶ具ぐ〟や〝北の最果ての巫女〟を自分たち以外に触れてほしくない……そういうことだな。

ＧＭ：「ま、そうね。マティアスが薔薇の武具を集めていることに関しては神殿会議で釘くぎ刺さしてその動きを牽制できたけど……ヴァンスター皇こう帝ていに対してもそれができるようになるのは、神殿にとって意味があるわ」

クリス：こ、この女……（笑）。

トラン：それでいてわたしたちを見逃すというのは……どういうわけで？

ＧＭ：シルヴァはちらり、ノエルの方をみて、笑みながら言った。「ひ・み・つ」

ノエル：え、え……。

クリス：悪事の片かた棒ぼうを担かつがされているような……。

エイプリル：それで？　我われ々われに対する報酬は、もうひとつあったはずだが？

ＧＭ：「───そうね」ふいに、シルヴァの表情が引き締しまったものになる。「ここで聞いた話は他言無用───いいわね」

エイプリル：ああ。

ＧＭ：「はっきり言って、この情報を引き出すのは……骨ほねが折れたわ。セキュリティがえらくきびしくてね。北の最果ての巫女───それは、薔薇の巫女の物語───」




　そしてシルヴァは語り出した。




「この世界───北の最果て……ラーフの大洞どう窟くつの向こうに、神の眠ねむる地がある。

　いえ……神、というのは正確じゃないわね。

　それは、神々がこの世界に遣つかわした一匹ぴきの神しん竜りゆうよ。

　降こう臨りんしたのは、千年以上も前と言われているけど……くわしくはわからない。

　それは邪じや悪あくを滅ほろぼす力にして、神しん聖せいなもの───。

　当然、神しん殿でんはこれを崇あがめるべき信しん仰こうの対象にしたわ」




トラン：な、なんかいきなり壮そう大だいな話に……。

クリス：ファンタジーのようだ。

ＧＭ：ファンタジーだよっ!!




「沈ちん黙もくの氷原に舞まい降おりた竜は、そこに住み着き世界の監かん視しを始めたの。

　人々の守しゆ護ご者しやとして、ね。

　神殿は、この神の竜をお世話するために、お守り役をつけることとした。

　代々、竜をお守りするためだけに、人生のすべてを捧ささげる者───。

　その血ち筋すじに連なる者は代々、不思議な力をもって神竜様にお仕えしたっていうわ。

　その守り人は代々、身体からだのどこかに薔ば薇らの形の刻こく印いんを持っていたため……いつしか〝薔薇の巫女〟と呼ばれるようになったの───。




ノエル：え……。

トラン：なんか話が核かく心しんに……。

ノエル：じゃ、じゃあ……お母さんという人は、その竜をずっと守るためにずっとその場所にいると……。

クリス：よかったな、ノエルさん。いい話じゃないか（笑）。

ノエル：はいっ……！（笑）

ＧＭ：ノエルの笑顔をよそに、シルヴァは下を向いて……首を横に振る。




「───十七年前のこと。

　その世代の〝薔薇の巫女〟は、名をノイエ様といった。

　彼女は幼おさない頃ころより血筋の習わしに従したがい……竜をお守りするため、修しゆ業ぎようを積んだ。

　代々の巫女の中でも、とびきりの才さい能のうを持っていたとも聞くわ。

　でも───」




ノエル：は、話があやしく……。




「───ええ。

　十七年前のある日、〝薔薇の巫女〟ノイエは突とつ如じよ───

　神の竜が眠る神殿を……竜ごと封ふう印いんしてしまったの」




ノエル：え、えぇえええ───っ!?　な、なんで……っ、どうしてですか!?




「ごめん……その理由までは、調べられなかった。

　ただ、このことに対しての真実はひとつ。

　本来、竜をお守りするべき巫女の反はん乱らんに、神殿は驚おどろき……兵を差し向けた。

　でもね、巫女の張はった結界は強固にして堅けん牢ろう……多くの神官や魔ま術じゆつ師したちを総そう動どう員いんしても、これを突とつ破ぱすることはできなかった。

　だから……神殿は、別の策さくを取ることにした。

　ここから先は……アタシも少し驚いたわ。ちょっと一いつ般ぱんには言えない話なのよね」




ノエル：な、なにを……っ。




「この時、巫女ノイエには……夫と、ひとりの娘むすめがいたのよ」




ノエル：え、ええ……っ、それって……それって……！

トラン：反乱した巫女の家族の話がここで出るってことは……。




「───そう。

　神殿は、巫女の家族を人ひと質じちにして、結界を解とかせることを考えたの。

　そして街に兵を差し向けたのよ。

　……でもね、この事じ態たいを察知した巫女の夫は、生まれたばかりの娘を連れてすでに逃とう走そう。

　でも神殿の情じよう報ほう網もうは全世界にある。

　逃にげおおせることができるわけもなく……やがて夫は捕とらえられたわ。

　そして、結界の向こうにいる巫女の前に引きずり出し……結界を解くよう巫女に迫った。

　ところが───」




トラン：嫌いやな予感が……。

ノエル：それで……それで!?




「巫女は、首を縦たてに振ふらなかった───。

　頑がんとして、結界を解くことを拒こばんだのよ。

　夫は、見せしめとして───巫女の目の前で、死し刑けいに処しよされたわ」




ノエル：が──────んっ!?　そ、それは……それは……っ!?　し、しりあすな話に……泣きそうに……。

トラン：こ、これだから神しん殿でんは……っ!!

クリス：待て、つまり夫と一いつ緒しよにいた子ってのは……。




「……ええ、夫を捕らえた時、娘の方はとうとう見つからなかった。

　神殿も、あまりおおっぴらにできる話でもなかったので……捜そう索さくは打ち切ったそうよ。

　子こ供どもは行ゆく方え不明になった。

　そしてわかっていることは……ひとつ。




　その娘は───ノエル、という名前だったという事実よ」




　　　＊　　＊　　＊




一同：………………。

トラン：ノエルの過か去この一いつ端たんがわかったと言えば……わかりましたが……。

ノエル：ショックで……声が出ません……。

ＧＭ：「……と、アタシが調べられたのはここまで。これで、いいかしら？」

エイプリル：薔ば薇らの武ぶ具ぐに関しては？

ＧＭ：「ごめんなさい。それこそセキュリティが堅かたくて……この時間で調べることができなかったのよ」

エイプリル：そうか……。

トラン：んー……もうひとつ聞きたいことがあります。その反乱を起こした巫み女この子供って……ひとりでしたか？

ＧＭ：「ええ……少なくとも、子供がふたりいたって記録はないわね」

クリス：あ……なるほど。ガーベラのことか。

ＧＭ：シルヴァがひと息ついて。「ま、話せるのはここまでよ。今後、お互たがいなにかわかったら情じよう報ほうは交こう換かんするってことでひとつ」

エイプリル：───わかった。

ＧＭ：シルヴァはそこで立ち上がり───じゃ、アタシはこれで帰らせてもらうわ。この先、あなたたちが旅を続けるかどうかは……状じよう況きようを見て判はん断だんなさい。最悪の場合、神殿全体を敵てきにまわす可か能のう性せいすらあることを、忘れないで」

ノエル：…………。

クリス：こんな話を聞いたあとになんだが……ノエルに言います。……ノエルさん、キミはどうしたい───？

トラン：ノエルを見ます。

エイプリル：ノエルを見る。

ノエル：あ、あたしは……あたしはこう沈しずんだ表情で……頭の中がぐるぐるで……なんでお母さんが裏うら切ぎったのかとか、お父さんも殺されたとか……。

トラン：この先、旅を続ければ……もっと悲ひ惨さんな真実を知ることになるかもしれませんよ。




　四人が見つめる輪の中で……ノエルは沈ちん黙もくを続ける。

　そして、やがて顔をあげた。




ノエル：あたしは……やっぱり……このままじゃ……。




　おずおずと、言葉を紡つむぎ出す。

　自信なさげに……しかし、瞳ひとみに中には決意を秘ひめて。




ノエル：旅を続けないと、真相がわからないから……もうここまで聞いちゃったら、あとには戻れないですよ───。お母さんのこともちゃんと知りたいし、言葉も交かわしたいですし……だから───。




　ノエルは、その言葉を口にした。




ノエル：みんな……これからも旅を続けてもらえますか……一いつ緒しよにっ。




　やや沈黙ののちに……。

　最初に口を開いたのは、トランだった。




トラン：もちろんですよ。なんのために、毒を治したと思ったんですか（笑）。

エイプリル：ああ。ここまで来たからには、すべての武具の集めて……すべての真実を知るのがいいさ。母親に会って、すべてを知ってから判断しても遅おそくはない。




　エイプリルは、微び笑しようを浮かべてそう告げた。

　そして───トランとエイプリルが、クリスに視し線せんを送る。




クリス：お供ともしますよ。この盾たては……あなたを守るためにあるのですから。

ノエル：うぅっ、なんか泣きそうに……。

トラン：またこの神しん殿でんの犬は……気取らないとなにも言えないんだからなあ……と、ちゃちゃを入れる（笑）。もっと簡かん単たんな言葉で伝えることもできるでしょうに。

クリス：う、うるさい……っ、私はこういう言い方しかできないんだ！（笑）

トラン：……よし！　今回はわたしの勝ち！　前回のセリフ合戦のリベンジはした（笑）。

ＧＭ：気にしてたのか（笑）。では、そんな照れるクリスを見て、シルヴァはトランに顔を寄よせてこっそり聞く。「ねーねー、クリス君って……けっこーぶきっちょなのね」

トラン：ええ、困こまったもんです。

ＧＭ：「あんたはちょっとは大人ね」

トラン：もちろんです。

ＧＭ：「あたしとウマがあいそうね」

トラン：それだけはごめん被こうむりますっ!!（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：───そして部屋を満たす、みんなの笑い声と共に……今回の、四人の物語は終わりを迎むかえる。ただ、最後に……。

トラン：ん？

ＧＭ：「じゃ、アタシはこれで……！　また会えるのを楽しみにしてるわ」そう告げて、シルヴァが部屋を出て行く。……ぺらり、彼女の手元から一枚まいの紙が床ゆかに落ちるが、彼女はそれに気づかず、行ってしまう。

クリス：はい？

エイプリル：なんだ？　拾ってみるが……？

ＧＭ：そこに書かれていた内ない容ようを見て、エイプリルはふっ、と笑いがこみあげる。紙に書かれていた内容は───残るマビノギの所しよ在ざいが記されている。

一同：なに──────っ!?（笑）

トラン：わ、わざとだよな……これ。

クリス：し、シルヴァ……もしかしていい奴やつなのかっ!?（笑）

エイプリル：いや……ノエルが巫女の子供だと知って、利用しようとしている可能性もある。武具を持っていることに目をつぶり、マビノギの所在を教えれば、ノエルは必ずノイエの元に行く、と考えてるだろうしな。

一同：………。

トラン：で、残る三冊さつは……どこに？

ＧＭ：一冊は、〝賢けん者じやの街〟エルクレストの神殿に。次なる一冊は、〝霧きりの森〟に───。残る一冊は、不明らしい。神殿もつかんでいないんだな。

エイプリル：なるほど、次の目的地もふたつに絞しぼられたな。

トラン：さて、どっちに行ったものか……。

ＧＭ：ああ、その選せん択たくはすぐに結けつ論ろんが出ることになる。このあと、最後に短いＧＭシーンを演えん出しゆつして……今回のシナリオを終しゆう了りようします！




◆Ending 02◆天を焦がす炎




　───深夜。

　人がみな寝ね静しずまり、〝賢者の街〟エルクレストはその夜も静せい寂じやくに満たされていた。

　だが、眠る街を叩き起こすかのように……ふいに、轟ごう音おんが街中に鳴り響ひびく。

　神殿から、火の手があがった。

　炎ほのおは瞬またたく間に周囲に延えん焼しようし、噴ふき上がった火柱が夜空を紅あかく焦こがしていく。

　深夜の街に、人々の怒ど号ごうが飛び交かった。




　神殿の正門が、幾いく度どめかに起こった轟音と共に崩くずれ落ちる。

　役目を果たせなくなった門は、その隙すき間まより炎と煙けむりをもうもうと吐はき出し始めていた。

　吐き出される炎を背せに、悠ゆう々ゆうと門から出て行く───人ひと影かげがひとつ。

　その右手に剣けんを握にぎりしめ……。

　その身に、あざやかな翡ひ翠すい色のコートをまとった……ひとりの騎き士し。

　彼女が通ったあとには、無数の兵士たちが倒たおれ伏ふしていた。

　神殿の襲しゆう撃げき者しや───

　ガーベラは、神殿の門をくぐると……ふと憂うれい気な瞳ひとみで夜空を見上げた。




　その左の腕うでには、一冊の古書が抱かかえられている。

　古書に刻こく印いんされた書名は、旧ふるき時代の文字でこう刻きざまれていた。




「Mabinogi 03 -draiochta-」───と。









アリアンロッド・リプレイ・ルージュ

みっしょん05

「古いにしえの書───Mabinogi 01 -dragan-

Mabinogi 03 -draiochta-」

─FIN─
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　　　PREPLAY




◆Preplay 01◆今回予告とハンドアウト




　二〇〇六年某ぼう月げつ某日。

　蒸むし暑さがなにやら気になるこの季節、会議室はすでにクーラー全開であった。

　そんな中───ルージュ、第六話のセッションは開始された。




ＧＭ：今回も例によって、レベルアップは今回予告とハンドアウトの読み上げのあとにいきましょう！　では今日も一日、よろしくお願いしま───す！

一同：お願いしま───す！

ＧＭ：では、さっそくですが「今回予告」いきますっ！

かわたな：展てん開かいはや！　ムダ話がない！

クレバー矢野：というか、なにやらテンションが高い（笑）。

ＧＭ：うむ、昨日はシナリオ作りでほぼ徹てつ夜やだったからな！　よい子はマネしちゃだめだぞ！　……では、いきま───す！（がらっと声を変えて……）




「……今回予告!!

　次なるマビノギの書は、霧きりの森にある───。

　シルヴァからの情じよう報ほうを元に、北へと向かう四人。

　白霧に包まれたその場所で……

　トランは懐なつかしき顔に、クリスは運命と邂かい逅こうした。




　そして、四人は人々の命を懸かけ……大きな岐き路ろに立たされる。




アリアンロッド・リプレイ・ルージュ
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『白霧に消えて───Mabinogi 02 -daonna-』




　冒ぼう険けんの舞ぶ台たいが、キミを待つ───」




ＧＭ：……と、今回はやや重めな感じに（笑）。

クレバー矢野：ところで今回は、わたしとクリスの話……？

ＧＭ：そこが中心になるのはまちがいない。もちろん、ノエルの物語が核かくになるけどね。

力丸：な、なるほどー。

かわたな：場所は……霧の森か。ここでマビノギを探すんだな。

ＧＭ：うひひ（笑）。では、ハンドアウトにいきま───す。最初は、ノエル！




ノエル用ハンドアウト（力丸乃りこ）

コネクション：アルテア　　　関係：好こう敵てき手しゆ

　北へと向かう旅の途と中ちゆうに立ち寄よった宿場街で。

　ひらひらと風に舞まって飛んできた一枚まいの紙が、キミの顔面に貼はり付いた。




力丸：え…………えー、えぇ───！（笑）貼り付きますか！

ＧＭ：ええ、もうぺったんと貼り付きます。

力丸：ぺったんと！

ＧＭ：……で、まだ途中なので続き（笑）。




　この一枚の紙切れが、ひとりの少女との出会い───そのきっかけとなった。

　妙みようなかんちがいをしてくれる、その小さな女の子と。




力丸：アルテア……？　好敵手……？

ＧＭ：はい、それが誰だれかは次のトランのハンドアウトで説明しましょう（笑）。

クレバー矢野：こ、こっちにからむのか！




トラン用ハンドアウト（クレバー矢野）

コネクション：アルテア　　　関係：親近者

　さすがは大首しゆ領りよう。

　それが、大首領からのお言葉を聞いたキミの最初の感想だった。




クレバー矢野：ハ、ハンドアウトに俺おれの感情が入ってるって斬ざん新しんだ！（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：わき起こらなかったらてきとーに変更するということで（笑）。では、続き！




　マビノギ第三の書が、まさか我われらがダイナストカバルの支し配はい地ちに存そん在ざいしているとは、キミは思いもしていなかった。




クレバー矢野：てか、そんな村があるのかっ!!（笑）いや、さすがです大首領！

ＧＭ：ほら、さすがだ。……では、続き！




　そして、白い霧きりの中でキミは懐なつかしい少女の笑え顔がおと再さい会かいする。




クレバー矢野：で、そのアルテアって……ノエルのコネクションと同じ？　誰！

ＧＭ：ああ、この子は……トランが造つくられたばかりのころ……人の感情や常じよう識しきなんかを教えてくれた教育係の女じよ性せいだ。

たの：女性……？　小さな女の子って言ってなかったか？

クレバー矢野：嫌いやな予感がする……（笑）。




クリス用ハンドアウト（かわたな）

コネクション：マティアス　　　関係：恩おん人じん

　キミの敬けい愛あいするマティアスは、パリス同どう盟めいの神官シルヴァのおかげでたいへん追いつめられていた。

　……中央に対して功を示しめさねばならない。

　追求をかわさぬ限かぎり、大たい儀ぎはかなわぬ───その強い意い志しを目まの当たりにし……。

　この御お方かたのために、命を懸かけて働こう……キミの心の中にそんな感情がわき起こった。




クレバー矢野：またわき起こった！（笑）

かわたな：いや、わき起こるだろう。おのれ、あの女のせいでマティアス様が……！

たの：と言いつつ、前回はあの女に協力してしまったわけだが。

かわたな：まあ、そこはそれ……そ、そういうこともある。

クレバー矢野：ところでハンドアウトにある〝中央〟って……？

ＧＭ：ああ。それは神しん殿でんの総そう本ほん山ざんとも言えるディアスロンドを指す。シルヴァのせいで、マティアス様は痛いたくもない腹はらをさぐられ、中央から目をつけられてお焦あせりになっているのだよ。

たの：痛くもない腹なのか……（笑）。




エイプリル用ハンドアウト（たのあきら）

コネクション：ゴウラ　　　関係：好こう敵てき手しゆ

　北へと向かう旅の途中で立ち寄った宿場街。

　ひらひらと風に舞まって飛んできた一枚まいの紙が、眼がん前ぜんを笑顔で歩くノエルの顔に貼はり付いた。

　その紙に書かれた内ない容ようを読み、キミはヴァンスター神殿が動きだしたことを知った。

　そこに、過か去こに競きそいあった神官騎き士しゴウラの名があった。




たの：ゴウラ……どんな奴やつだったかな。

ＧＭ：ヴァンスターの神殿に所しよ属ぞくする騎士で、マティアスが絶ぜつ大だいな信しん頼らいを置いている部下だな。ちなみにクリスの兄弟で子しにあたる。

かわたな：おお、ゴウラ先せん輩ぱいか。マティアス様に育てられた三兄弟のうちの長ちよう兄けいです。ちなみに私は末まつ弟てい。

ＧＭ：そうなのか。

かわたな：今、思いつきました。

ＧＭ：で、ではそれで！　とにかく義の心に厚あつく、曲がったことは大だい嫌きらい。常つねに正々堂々と闘たたかいを挑いどむ、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの神官騎士だ。部下からの信しん頼らいも厚い。

たの：なるほど。で、俺は情じよう報ほう部ぶ時代に何度かやりあったことがあるわけだな。

ＧＭ：うん。マティアスの部下とは思えぬほど、まっすぐかつ剛ごう胆たんな男で、情報部十三班ぱんの面々も一目置いていたらしい。

たの：……このキャンペーンで初めてのまともなＮＰＣだな。

ＧＭ：「退ひかぬ」「媚こびぬ」「省かえりみぬ」───そんな三さん拍びよう子しがそろった男です。

たの：ダメじゃねえかっ!!（笑）省みろよっ!!（笑）

クレバー矢野：またダメなＮＰＣの予感が……（笑）。

ＧＭ：うひひ、ではハンドアウトまで終わったとこで……レベルアップにいきましょうか!!

クレバー矢野：で、これまでの成長点を計算したんですが……!!

ＧＭ：うん、今回レベルアップできるのはノエルだけだ。

かわたな：おー。

ＧＭ：これでノエルが、他の三人に追いつくという……。

かわたな：ノエル、レベル７かあ。おめでとう！

力丸：ありがとうございます～♪

ＧＭ：ではさくっといきますかね!!




　こうして、レベルアップ作業は始まったのであった。

　あーだこーだとレベルアップ作業すること二十分。

　レベルアップがノエルだけということもあって、全員がいろいろ意見しつつ、和気あいあいと作業は進行し───。




力丸：できました───っ。




　ここに、とうとうレベル７……仲間にレベルが追いついたノエルの勇姿があった。




ノエル＝グリーンフィールド（レベル７）の場合

力丸：えっと、クラスは変わらずウォーリア／ダンサーのまま。【筋力】、【器用】、【精せい神しん】が１ずつ上がって……。

ＧＭ：装そう備びとスキルは？

力丸：装備は、新たにファインバックラーを購こう入にゆう！　スキルは、《ウォーターステップ》が＋１レベルされて４に、そして新しく《ファイアステップ》を１レベル取りました～。

かわたな：《ファイアステップ》……攻こう撃げき力りよく上じよう昇しようだっけか。命中も、もう15＋３Ｄかあ。

クレバー矢野：この命中値があれば、エネミーの回かい避ひがちょっとくらい高くても、よけるのはかなり難むずかしいはず。

力丸：ぉ、おー。

かわたな：ダイス目が悪いと当たりませんが（笑）。

力丸：（小声でぼそぼそと）はぁっ……い、痛いところを……っ。

ＧＭ：いやいや、ダイス目が悪くても当たるようになったと考えればいいのです。

たの：そうそう。信じられるのは固定値だけだ。

クレバー矢野：菊池さんが６ゾロ出さなきゃいいんです。

力丸：そ、そうですよっ、そこですよ問題はっ。

ＧＭ：そこかいっ!?　ダイス目はどうしよもないだろうっ!?（笑）




その他の人たち（レベル７）の場合

ＧＭ：では、他の三人は……。

たの：いや、こっち三人はレベルアップしてないから……。

ＧＭ：装備とか変えた人もいない？

たの：ああ、なるほど。俺はＭＰポーションン買ったくらいだな。

かわたな：クリスは装そう身しん具ぐを変へん更こう！　なんと虹にじ色いろの指輪に！（一同爆ばく笑しよう）

力丸：ゆ、指輪まで……指輪まで……虹色……っ！（←手を叩たたきながら大笑い）

ＧＭ：ほんとに虹色が好きなんだな。パンツにマントに。

かわたな：好きなわけじゃねえっ!!（笑）

クレバー矢野：で。ちなみにわたしも装身具を交こう換かんして……生命の呪じゆ符ふにしました。これで一回死んでも（正せい確かくには戦せん闘とう不能になっても）、【ＨＰ】が１Ｄ６の状じよう態たいで復ふつ帰きする。五〇〇〇Ｇもした！　しかも使い捨すてっ!!（笑）

力丸：つ、使い捨てですかっ。

クレバー矢野：ええ。でも、さすがに【ＨＰ】36ではきびしい世界になってきたので、念のために……（笑）。

ＧＭ：よっしゃ、じゃあこれで作業終しゆう了りようということで！




　こののち、ギルドのレベルが６になったため、新たなギルドスキルでなにを取るかの相談が始まった。

　候こう補ほに挙がったのは───。




クレバー矢野：《限げん界かい突とつ破ぱ》か、《加か護ご》か、万が一のために《耐たい性せい》か……ギルドマスター、どれがいいですか。

力丸：《限界突破》という言葉の響ひびきに惹ひかれます……が……これって……？

クレバー矢野：１シナリオに一回、命中と攻こう撃げき力りよくが上がる素す敵てきなやつです。

かわたな：《加護》と《耐性》はまあ、防ぼう御ぎよ向けのギルドスキルですね。

クレバー矢野：特定のバッドステータスを無む効こうにする《耐性》は捨てがたいですよ。

力丸：さ、作戦参さん謀ぼうさん、どれがいいですか……っ。

ＧＭ：民主主しゆ義ぎにのっとって……。

力丸：民主主義に……！　では、挙手で……っ、えっと《限界突破》がいい人！

一同：（しーん）

力丸：だ、誰もいない……っ。では、《耐性》がいい人っ。

クレバー矢野：私はこれですね（と、挙手）。《耐性：重じゆう圧あつ》がいいです。

ＧＭ：（げ……）。

クレバー矢野：スキルが使えなくなる［重圧］は、もし喰くらうとやばいことになるので……。

かわたな：んー……私もそれでしょうか（と、挙手）。

力丸：じゃあ、《耐性：重圧》でいきましょうっ。

ＧＭ：って、例によってまだ二票ですが（笑）。民主主義は……。

力丸：ほ、ほらっ、票を取る人って、手を挙げないじゃないですか。名前を黒板に書くだけで……っ。

ＧＭ：さすが先生というか、委員長というか（笑）。なるほど、二票入ると決定だ。

クレバー矢野：では、今回のシナリオで持っていくスキルは《耐性：重圧》、《蘇そ生せい》、《目め利きき》、《祝福》、《陣じん形けい》ってとこですか。《派は遣けん販はん売ばい》、なくていいですよね？

クリス：いいんじゃない？

ＧＭ：ＯＫ、じゃあ、その７レベル分で！　ではそんなところで……本ほん編ぺんに入りましょうか！




　……この時。

　選んだギルドスキルが、のちに戦いの中で大きな分ぶん岐き点てんになることを、




　彼らはまだ知らなかった───。














　　　　OPENING PHASE




◆Opening 01◆それはちがうと大首しゆ領りようは言った




　その大首領の発言に、トランは今さらながら尊そん敬けいの念を抱いだいた。

　そして確かく信しんしたのだ。




　……一生ついていこうと。




ＧＭ：というわけで、最初のオープニングはトランのシーンです。

トラン：おや、こっちから。

ＧＭ：うん。舞ぶ台たいは、前回のシナリオの直後のラインの街……キミたちが泊とまっていた宿だ。前回、シルヴァが落としていった資し料りようから、次なるマビノギの位置の情じよう報ほうを得たわけだが……それを大首領にご報ほう告こくするというシーンだな。

ノエル：またトランさんが隅すみっこにこそこそと……。

トラン：では、路ろ地じ裏うらに行ったら懐ふところから携けい帯たい型大首領を取り出して、お供そなえ物をして……これはあとで自分で食うんですけどね。

ノエル：あ～……あはははは（笑）。

ＧＭ：キミが携帯大首領にお供えすると、それに呼こ応おうするようにその瞳ひとみが点灯を始めた。

クリス：呼応するのか!?

ノエル：お、お供えで呼応するんですかすごい……っ（笑）（←拍はく手しゆ）。

ＧＭ：起動した携帯大首領は、眼がん前ぜんにひざまづくトランに向かい、威い厳げんのある声で言った。

トラン：は……。

ＧＭ：『賞味期き限げんが切れておる』（一同大だい爆ばく笑しよう）

トラン：わかるんですかっ！（笑）

ＧＭ：『……そんな話はともかく、だ』。大首領は、目を再ふたたび明めい滅めつさせながら本題に入った。『───首しゆ尾びはどうだ』

トラン：は、すでに四冊さつのマビノギのうち、一冊は入手……次なる一冊の所しよ在ざいも判はん明めいしております。

ＧＭ：『ほう……して、その次なる一冊とは？』

トラン：なんでも霧きりの森のどこかにあるとか。おそらくは……スピアルゾンではないかと。

ＧＭ：『スピアルゾン？　そこにはないぞ』

トラン：は？

ＧＭ：『かつてはそこに安置されていたのだがな、持ち出されたという記録がある』

トラン：では、今はどこに……。

ＧＭ：『実は……霧の森の一角に、地図にのってない村がある。霧の森と、ヴェンガルド峡きよう谷こくのはざまにある小さな村だ。名を、イジンデルという』

トラン：ヴェンガルド峡きよう谷こくと霧の森の間……（ＭＡＰを見ながら）ここからだと、スピアルゾンに向かうよりは近い。この村に持って行かれたって……なぜそんなコト知っているのですか？

ＧＭ：『……』

トラン：なぜ黙だまるのです。

ＧＭ：『……そうか、お前の記き憶おくにはないのだな。たいそう小さいが、ここは我わがダイナストカバルと同どう盟めい関係にあるという、まことあっぱれな村』

トラン：ほんとにそんな村が……いや、さすがです大首領っ、一生ついていきます！（笑）

ＧＭ：『今さらなにを言っている。お前もそこで生まれたのだぞ？』

トラン：なんとっ!!（笑）わたし、極東支し部ぶの幹かん部ぶというからには、極東で生まれたものとばかり……。

ＧＭ：『お前は、イジンデルで生まれ……教育を受けたのちに極東に配はい備びされたのだ』
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トラン：（ハンドアウトを見ながら）……少し思い出してきました。わたしはここでアルテア様に教育を受けたのでしたな。

ＧＭ：『そうだ』

トラン：してこの村、どんな場所ですか？

ＧＭ：ここは、追放されたエルダナーンの村、と言われている。霧の森には、スピアルゾンというエルダナーンの街があるのは知っておるな？　罪つみを犯おかし、その街を追放された一部のエルダナーンが興おこしたのが、そのイジンデルだ。

トラン：なぜ追放……。

ＧＭ：どうやら、魔ま族ぞくと組んでなにかやらかしたらしい。

トラン：魔族と組んだ？　エルダナーンが？　エルダナーンって、もとは魔族を監かん視しするために作られた種族では……。

ＧＭ：うん。ゆえに、その罪は重く……スピアルゾンの女王エアルフィンに追放を申しつけられた、ということだ。数百年の前の話だがね。

クリス：魔族と組んだ村……許ゆるせん！　なぜ神しん殿でんはその村を滅ほろぼそうとしなかったんだ。

ＧＭ：うん、このイジンデルは少し特とく殊しゆな環かん境きよう下かにあるんだ。村を覆おおう霧には方向感覚を狂くるわせる魔法がかけられていてな、この村の正せい確かくな位置は一般には誰だれにも知られていない。

クリス：迷まよいの霧ってわけか。

ＧＭ：そうそう。しかもすぐ近くにはヴェンガルド峡谷がある。

エイプリル：ヴェンガルド峡谷？　……昔、魔族と戦争のあった場所で、今でも危き険けんなモンスターがうろうろしてる場所だったかな。

ＧＭ：そのとーり。『トラベルガイド』参照です。……そんな二重の守りのおかげで、村は数百年の昔から、ずっと存そん続ぞくしているんだ。

トラン：疑ぎ問もんがあります大首しゆ領りよう。

ＧＭ：『なんだ』

トラン：我われ々われはどうやってその村まで行けばいいのでしょう。

ＧＭ：『余よの方から、村に連れん絡らくを入れておこう。迎むかえの者をよこすので、このポイントで待機するがいい』と、カタカタカタと、携けい帯たい大首領の口からＭＡＰがプリントアウトされます。

一同：………………。

エイプリル：ＦＡＸ機き能のうまで……。

トラン：とにかく理り解かいしました大首領。このトランにおまかせあれ。必ずや、二冊さつ目めのマビノギは、わたしめが手にいれてご覧らんに入れましょう。

ＧＭ：『うむ、期待しておるぞ！』そう告げると大首領は通信を切……。

トラン：ところで大首領。

ＧＭ：う？　『なんだ』

トラン：その村の名物はなんでしょう。

ＧＭ：え、えー……イジンデルもみじまんじゅ……って、そんなの決まってるわけねえだろうがっ!?

トラン：では、次はそれをお供そなえ物といたしましょう。と、通信を切ります。

ＧＭ：了りよう解かい。と、そんなところでこのシーンは終わります。

トラン：わかりました。では最後に、お供えものを食べておきます。

ＧＭ：ない。

トラン：は？

ＧＭ：お供え物がなくなっている。

トラン：ど、どこにいった。

ＧＭ：気が付けば。携帯大首領の口元に、食べカスがついていた。

トラン：食くわれたっ!?

ノエル：え、ええ───っ!?（笑）

クリス：た、ただの置物なのに……ある意味ホラーだ。

ＧＭ：まあ、ともかく。トランに、新たな命令がくだされた。そのお言葉を胸むねに……キミはノエルたちの元へと戻もどっていく───そんなとこで、シーンをホントに切ります（笑）。




◆Opening 02◆マティアス、立つ




　マティアスは追いつめられていた。

　それ故に決意したのだ。

　これまで誰もが成し遂げることのできなかった作戦を遂すい行こうしようと。




ＧＭ：というわけで、次はクリスのシーンだ。場所は、ラインの神しん殿でん……マティアス様が宿しゆく泊はくしている部屋だ。トランのシーンの直後、と考えてほしい。

クリス：では、マティアス様にマビノギのありかを告げ口に来たということで。

ノエル：つ、告げ口!?

トラン：すっかり小悪党に……。

クリス：は！　心を入れ替かえました！　重要な情報をつかんだので、これはぜひともマティアス様にお伝えせねば！　と、一八〇度心を入れ替えてやってきました。

トラン：すごい変わりようだ！

クリス：ともかく、そのイジンデルとかいう村に次のマビノギがあることを伝えます。

ＧＭ：「なに……イジンデルだと？　まちがいは、ないのだな？」

クリス：私がマティアス様にウソ偽いつわりを申し上げたことがございましょうか。

ＧＭ：クリスの報告を聞いたマティアスは、少しなにか考えるそぶりを見せる。「ふむ……あの幻まぼろしのイジンデルか───」

クリス：幻なのか。えー……あのダイナストカバルと同どう盟めい関係にあるようです。

ＧＭ：「なに……それは貴き重ちような情報だ───が……」

クリス：が？

ＧＭ：「……なにを隠かくそう今現げん在ざい、それどころではなくてな……」

クリス：なにかあったのですか。

ＧＭ：「うむ……いやな、わしを糾きゆう弾だんしてきたあのシルヴァとか言う女……また嚙かみついてきよってな」

クリス：ふうむ、まさに狂犬のような女ですな。

ＧＭ：「昨日の神殿会議の席では、結局確かく証しようを得られず引き下がったはずだというのに、今日はまるで証しよう拠こでも摑つかんだかのようにからんできおって……この一日でいったいなにがあったというのか」

クリス：……。

ＧＭ：「……」

トラン：証拠もなにもなあ……（笑）。

エイプリル：まさか、シルヴァになにもかも話しているとは、マティアスも思うまい。

ＧＭ：「クリスよ」

クリス：なんでしょう。

ＧＭ：「なにか、知らぬか？」

クリス：存ぞんじません。

ノエル：そ、即そく答とうですよっ……（一同大爆笑）。

ＧＭ：「神の名に誓ちかって、そう申すのだな」

クリス：いかん、マティアス様が疑うたぐり深ぶかくなっている。

ＧＭ：「……まあ、よい。お前はこれまで通り、武ぶ具ぐの回かい収しゆうを急ぐのだ。時間はない。早くせねば、いつディアスロンドから追及の手が伸のびてこないとも限かぎらぬ」

トラン：もう悪事を暴あばかれる直前の悪代官みたいになってるじゃないですか！（大爆笑）

ＧＭ：「だが、ただでは死なん」……じゃなくて（一同大爆笑）。

ノエル：も、もうそんなにせっぱ詰つまって……っ（大爆笑）。

クリス：マティアス様、落ち着いてください！　あなたは正せい義ぎのために動かれているはず！　なにを恐おそれることがありましょうか！

ＧＭ：「そうだな。とにかくな？　正義を貫くためには、小の虫をつぶすことが必要な時がある、とおぼえておけ」

クリス：は、そのご意見には感服いたしました。

ＧＭ：「とにかく今は、少しでも時間を稼かせがねばならん。なにか華はな々ばなしい功をあげ、ディアスロンドの目をそちらに向けねば……」そこでマティアスはなにかを考えこみ……。

クリス：む？

ＧＭ：ややあって顔を上げる。その顔は、優しい微び笑しよう（なぜか一同大爆笑）。

トラン：うさんくさっ!?（笑）

ＧＭ：胡う散さん臭くさくない！　マティアスは、優やさしげな声でクリスに向かって言う。「ふむ……クリスよ。お前に課した任にん務む、決して楽なものではない。苦労をかけていると、心より思っているぞ」

クリス：は……ありがたきお言葉。

ノエル：（ふるふる震ふるえつつ）う、うさんくさい……（笑）。

ＧＭ：「ふむ、そうだ。今回の任務を無事終えたら、お前になにか褒ほう美びをとらせよう。我わがヴァンスター神しん殿でん直ちよく属ぞくの騎き士し団だんをひとつ、お前に与あたえようではないか」

クリス：お、おお……？

ＧＭ：「神殿騎士団長───お前に、その役目をまかせる」言いながらマティアスは懐ふところからなにかを取り出し……クリスの胸むねにつける。

クリス：これは？

ＧＭ：騎士団の軍団長である証あかしたる、勲くん章しようだ。「しかし、これはまだ仮かりのもの。次に会う時、この勲章に見合う男になって帰ってくるのだ」

クリス：ま、マティアス様のご期待にこたえてご覧らんにいれましょう！

ＧＭ：勲章を胸にしたクリスを見て、まるで成長した我が子を見守る父のごとく。マティアスは満足そうに……（死ぬほど優しい声で）「うん……よく似に合あうぞ」

ノエル：（ふるふる震ふるえながら）き、きくたけさん……あ、あやしいですよ……（笑）。

トラン：罠わなだ……絶ぜつ対たい罠だ……（笑）。

エイプリル：とりあえず捨てとけ。

クリス：なにを言う!!　たしかにこれはあやしくも見える！　だが、私がマティアス様からいただいた物を捨てられると思うか！

ノエル：き、きっとムリですね……。

クリス：私は勲章をちらちら見て、顔がにやけます。

ＧＭ：では、そんな時だ。「ほう、なかなか似合うではないか、クリス」と、部屋の入り口の方から、野太い……そして少しからかうような声が聞こえた。

クリス：お？

ＧＭ：クリスが振り向けば、そこには鋼はがねの鎧よろいをまとった大男が、立っている。キミの兄弟で子したる神官騎士ゴウラだ。

クリス：おお、これはおひさしぶりです。しかし、人をからかうような物言いはやめてほしいですな。私も、少しは成長いたしました。

ＧＭ：「ははは、すまんすまん。お前もずいぶんと成長したものだと思ってな。だが、この任務に成功すれば、お前も俺おれと肩かたを並ならべる男となる。がんばれよ」その言葉は、兄から弟に送る、優しい言葉のようだ。

トラン：なんかまともなＮＰＣだ。

クリス：ところで、ゴウラ先せん輩ぱい……なぜ、このラインの街に？

ＧＭ：「マティアス様より重要な任務を仰おおせつかってな。まだまだマティアス様への献けん身しんの心で、お前に負けるわけにはいかんさ」

クリス：なるほど。きっと大事なお役目なのでしょうな。

ＧＭ：そこに口をさしはさむマティアス。「……大事な役目という点では、薔薇の武具集めは、このゴウラに与える任務以上に大事なものだ。クリスよ、頼たのむぞ」

クリス：は、このクリス＝ファーディナント、マティアス様、そしてゴウラ先輩の期待にお応こたえするよう、この身を粉にして働きましょう。

ＧＭ：では、そんなクリスを……マティアスは我が子の成長を見守るように、ゴウラは成長しようと努力する弟を応おう援えんするように───優しく、微笑ほほえみかけた。

ノエル：なんか少しいい話というか雰囲気に……（笑）。

クリス：ではクリス、薔薇の継けい承しよう者しやの元へと戻もどります！




◆Opening 03◆苦しみの向こうに運命が見える




　それは、最後の通告だった。

　だが、もはやノエルもエイプリルも、それを気に留める様子はなかった。




ＧＭ：では、次のシーンへと参りましょう。ここは、ノエルとエイプリルの共同オープニングだ。舞ぶ台たいは、ラインの街を出て数日後……イジンデルに向かう、小さな宿場街だ。

ノエル：クリスさんとトランさんは……。

ＧＭ：クリスは買い出しに、トランは道の隅すみっこで大首しゆ領りように連れん絡らくでもしているということで。

ノエル：お供そなえ物を……っ。

ＧＭ：うん、新たなお供えものを探さがしに行っている。キミとエイプリルは、今日泊とまる宿でも探していると、思ってください。

エイプリル：場所は？

ＧＭ：その決して大きくはない宿場街の……露ろ店てん通り。野菜や果物、肉、雑ざつ貨か品ひん。さまざま露店がたち並んでいるような場所だね。「よ、お嬢じようちゃんかわいいねえ！　リンゴいくつか持っていかないかい！」「はーい、今日は大安売りだよお、見ていきな！」

ノエル：なんかにぎやかなところですよ（笑）。

ＧＭ：と、ノエルが笑え顔がおで周囲の店を楽しげに見ていた───そんな時だ。

エイプリル：ハンドアウトにあるとおり……。

ＧＭ：そう、ハンドアウトにあるとおり……ノエルの頭上からひらひらと舞まい落ちてくる、一枚の紙キレ。それはノエルの顔面に、ぺとり。貼はり付いた。

ノエル：あぅっ……（←絶ぜつ対たい無む敵てき可か憐れんにうめく声）。




　一同、一いつ斉せいに噴ふき出す。




ノエル：あ、あれえっ……リ、リアクションちがいましたかっ。

ＧＭ：（笑いをこらえながら）い、いや、あってます……でもその声、文字で表ひよう現げんできない……（笑）。

ノエル：す、すみません……（笑）。

エイプリル：で、なんだその紙？

ＧＭ：その紙に書かれた内ない容ようは、すぐわかる。道のちょっと先で、その紙をばらまいてる男が、叫さけんでいるからだ、「号外───っ、号外だ───っ！　あのヴェンガルド峡きよう谷こくに巣す喰くう魔ま物ものを討とう伐ばつするため、とうとう神しん殿でんが動いたぞ───っ！」

エイプリル：なるほど。ノエル、見せてくれ。

ノエル：ぺりぺりぺり（←はがした）。……はい（と、手て渡わたす仕草）。

ＧＭ：紙を顔からはがすと……顔に「号外」とか文字が逆さかさまに写ってそうだな（笑）。

ノエル：そ、そうですそうです！　刷ったばかりなんできっと……！

エイプリル：で、ちらしには、なにが書いてある？

ＧＭ：その見出しには、でかでかと……「号外！　ヴァンスター神しん聖せい帝てい国こく神殿、ヴェンガルド峡きよう谷こくに騎き士し団だんを派は遣けん！」とあるな。

エイプリル：細かい記事の内容は？

ＧＭ：ざっと説明すると……これまで、どこの国も手が出せなかったその地ち域いきにヴァンスターが騎士団を派遣したこと。これは正せい義ぎと民たみのための戦いであり、民みん衆しゆうはこれを支し持じしていること。本来は、あまり仲のよろしくないパリス同盟がしぶしぶ、ヴァンスター軍の通つう過かを許可したこと。騎士団を率ひきいるのは、強つわ者ものとして名高いゴウラと……。

クリス：お。ゴウラ先せん輩ぱいの受けた任にん務むってこれか。

ＧＭ：さらに、神官長であるマティアスも自ら出しゆつ陣じんしているらしいことが書かれている。

一同：マティアスもか！（笑）

エイプリル：これ……どう考えてもマティアスの売名行こう為いでは……。

ＧＭ：たしかに。が、そのちらしには、そのようなことは触ふれられてないね。ひたすら、マティアスの行動を支持する記事ばかりだ。

エイプリル：……まちがいない。シルヴァの追及をかわすため……というか、ディアスロンドに功を上げてみせるための行動だ。

ＧＭ：まあ、そうとしか思えんな（笑）。で、ノエルとエイプリルがそんなことを考えていると───。

ノエル：は、はい、はい……っ。

ＧＭ：おもむろに、キミたちの背後から声がかけられた。

ノエル：……はい？

ＧＭ：「ふーきーつーじゃあ……」（一同大爆笑）

ノエル：き、来たっ……また来たあ……っ！（笑）

ＧＭ：「とうとう、こんなとこまで来てしまったようじゃの～う……？」

ノエル：（笑いをこらえながら）……お、おばあさんっ……またもや……っ……なにをしに……っ。

ＧＭ：「その質しつ問もんは愚ぐ問もんだと、何度言えばわかるんじゃお前は。いいかげんに悟さとりなされ」

ノエル：お、おば……っ……（笑）。

クリス：あ、あいかわらずメタなこと言うばーさんだ。

エイプリル：で、今回はなんだ？

ＧＭ：「お主ら……今回はどこに行くつもりじゃあ……」

エイプリル：お前、占うらない師だろうが。当ててみろ。

ＧＭ：「霧きりの森に向かうつもりじゃな？」

ノエル：す、すごいっ……当たりました……っ、当たってます……っ！（笑）

トラン：そりゃＧＭだからなあ（笑）。

ＧＭ：「こりゃ、メタなこと言うでない」

クリス＆トラン：お前が言うかっ!?

ＧＭ：で、ばーさんはノエルの顔をじーっと見つめ……吐はき出すように言う。「み、見えるぞ……わしには見えるっ！」

ノエル：み、見える……なにがっ。

ＧＭ：「この先に進めば……お主は多くの死に直面するじゃろう……」

ノエル：ええっ!?（笑）

ＧＭ：「忠ちゆう告こくじゃ。この先、お前が旅を続けることで多くの命が消えていこう。今までにないほどの死に、な」

ノエル：はい……はい……。

ＧＭ：「それを目まの当たりにした時、もう一度考えるのじゃ。旅を続けるのか、平和な生活に戻もどるのか───」

ノエル：たくさんの死……。

ＧＭ：「そうじゃ。その先に進めば、もう引き返すことはかなわぬ。苦しみ、苦しみ、苦しみぬいて……しかし───最後は悲ひ惨さんな運命にお前は壊こわれるだろう」（一同大だい爆ばく笑しよう）

トラン：どこが〝しかし〟だっ!?　文章のうしろと前、〝しかし〟で繫つながってない！（笑）

ＧＭ：「わかってくれ。わしは、お前にそれをさせたくないのじゃ。だから、こうやって優やさしく伝えているわけで……」

ノエル：や、優しく……言ってましたっけ……おばあさん……。

クリス：ただ脅きよう迫はくしにきただけだ。

ノエル：で、でも、旅は続けますっ。もう少しで出生の秘ひ密みつにたどりつけそうで～。

ＧＭ：「世の中には、知らない方がよいこともある」

ノエル：（いきなり素すの声になって）……あ。あります、ありますよね。そういうこと（一同大爆笑）。

ＧＭ：まあ、とにかく。ばーさんは、くるりと背せ中なかを向けると、忠告の言葉を吐はきながら……その場を去っていく。「……努ゆめ々ゆめ、忘わすれることなかれ～……ここから先に進めば、お前はこれまで以上に大事なものを失うことになっていこう～ひーひひひー」（一同大爆笑）

ノエル：お、おばあさん……（笑）。

クリス：この先に進めば、多くの死か……いつもよりはシリアスだな。

ノエル：た、旅を続けるとまずいんでしょうかっ。トランさん、死なないでくださいね！

トラン：なんで名指しなんですかっ!?（笑）

ノエル：なんとなく～。

トラン：では、言っておきましょう。……大だい丈じよう夫ぶ、私はダイナストカバルが誇ほこる人工生命ですからね。ちょっとやそっとじゃ、くたばりません。

ノエル：ぜ、絶ぜつ対たいですよ。

トラン：ええ。あなたは、必ず守りますよ。クリスは見殺しにしますけど。

クリス：気が合うな。ノエルさん、あなたは私が守ります。トランは殺しますが。

ノエル：いや、いやいやっ……クリスさんもトランさんもエイプリルさんも、死なないでください～約束ですよ！

エイプリル：……ああ。

クリス：もちろんだ。

トラン：ええ。なんかすごい死にフラグなセリフっぽいですが（笑）。

ＧＭ：さて、そろそろグダグダになってきたので、シーンを閉とじようか！





　　　　MIDDLE PHASE




◆Middle 01◆霧きりの道にたたずむ少女




　先を見れば、世界は白く……そしてどこまでも広がっていた。

　白はく霧むの中に、森の緑が見え隠かくれしている。

　まるで、そこから出て行くのを拒こばむように……霧はたゆたいながら澱よどみ、森を覆おおう。




ＧＭ：というわけで、次のシーンです。キミたちはラインの街を出て旅を続けて……大首しゆ領りように教えられた待ち合わせの場所へとやってきていた。

トラン：この辺のはずなんですが……迎むかえの者とやらはまだいませんねえ……。って、ここはどこなんでしょう。

ＧＭ：舞ぶ台たいは、ヴェンガルド峡きよう谷こくの北───霧の森の少し手前の平野だ。正面には森の緑が広がっているはずだが、霧に覆われその姿すがたを見ることはできない。

クリス：周囲は霧に覆われているのか。

ＧＭ：キミたちが立つ辺りはそれほどでもない。正面に広がる森にだけ不自然に厚あつく……そうだな、まるで巨きよ大だいな雲がそのまま大地に落ちたかのような深い霧に包まれている。

ノエル：おー……。

トラン：とにかく、出迎えを待ちましょう。今はそれしかできません。

ＧＭ：と、そんなコトを言っているうちに二時間が過すぎた。

ノエル：二時間ですかっ……こないじゃないですか～。

クリス：おい、ほんとにこの場所でいいんだろうな。

トラン：場所まちがえたかな。

ノエル：ト、トランさあん……し、しっかりぃ……っ。

トラン：え、えーと……大首領に連れん絡らくを取ってみま───。

ＧＭ：と、そんな時だ。前方にたゆたう霧の塊かたまりに……異い変へんが起きる。ふいに、それがまるで意い志しでも持っているかのように蠢うごめき……その巨大な白い塊がふたつに割われていく。

トラン：き、来たっ……！　同時に、携けい帯たい大首領の目が光ります。

ＧＭ：そして、割れた開いた霧の道を、キミたちの方に向かって歩いてくる人影がひとつ浮うかび上がった。身長は一四〇センチあるかないか……あきらかに、子こ供どもの女の子のシルエットだ。その身体からだに不ふ似に合あいな大きな錫しやく杖じようを持っているのがわかる。

トラン：では、その迎えの者に向かってずずいと、前に出ましょう。

ＧＭ：ややあって───霧の中の少女も、キミたちを認にん識しきし……ふ、と微笑ほほえむ。そして、ひとり前に出たトランに向かって、鈴すずの音のような声で告げる。「───おかえり、なさい」

トラン：わたしは、その子のことを憶おぼえてるんですかね？

ＧＭ：記き憶おくの中に、うっすら憶えている感じかな。その笑顔は、どこか懐なつかしい。

トラン：では、お久ひさしぶりです、と……。

ＧＭ：少女は、微笑みながら一礼し───うしろに立つ三人にも声をかける。「ようこそいらっしゃいました、お客人。あたしが案内を務つとめます、アルテアと申します」

ノエル：トランさん、この子なんですか？　育ての親って……ずいぶんとちっちゃい……。

クリス：では、私も挨あい拶さつなどしてみよう。えー───……（皮肉げに）ずいぶんと、待たされてしまったよ。

ＧＭ：そんなクリスの言葉を無む視しし───。

クリス：無視すんなよっ!?

エイプリル：無視されておけ。なんでそんなに皮肉げなんだ。

クリス：いやだって……ダイナストカバルの協力者ですよ？　友好的にはできん！

トラン：わたしは、少し胸むねがスッとします（笑）。で、その少女は言葉を無視して……？

ＧＭ：（ナレーション風の口調で）……アルテアが礼れい儀ぎ正しかったのは、そこまでだった。

トラン：ちょっと待て、なんか今、変なナレーションが入った！（笑）

ＧＭ：アルテアは、さっきとはうってかわった子供らしい笑顔を浮かべ……トコトコとトランの前に立って、キミを見上げる。

トラン：お、おお……？

ＧＭ：「おー、トラン！」ばしばしと足を叩たたいて……「おー！　おー！　あいかわらずさえないかおしてるなっ、おまえはっ……あははははははは！」（一同爆ばく笑しよう）

トラン：あいかわ…ら……え？　え？

クリス：豹ひよう変へんしたっ!!（笑）

トラン：なんですかこのへんなノリは……わたしの育ての親……ですよね？

ＧＭ：「わすれたのかっ……まさに人情紙風船だよ、とほほ」（一同爆笑）

ノエル：あははははははははははははははっ!!（笑）

ＧＭ：「おやのかおをわすれるとはひどいなおまえっ……」くりんと大きな目で、アルテアがトランを見上げて非ひ難なんした。

トラン：ええ、あー、うー……ええ、うん。えー……ほんとに、この人？　私の教育係。

ＧＭ：うん。この馬ば鹿かな口調に聞き覚えある。

トラン：そ、そうですか。

ＧＭ：「うわさきいてるぞっ、がんばってんなーおまえ！　ししふんじんのかつやくだ！」

トラン：ええ、そりゃもう……組そ織しきの資し金きん作りのために出店した海の家ではわたしの作ったヤキソバが大人気で……。

ＧＭ：「おー、ヤキソバか！」

トラン：ええ、ヤキソバです。

ＧＭ：「ヤキソバはうまいな！」

トラン：ええ、かなりのもんです。

クリス：さっきからなんの話をしているんだっ!?　本題に入れ、本題に!!

トラン：では、こちらの三人を紹しよう介かいしましょう。えー……まずはこの金きん髪ぱつの神官は、クリス。

ＧＭ：くわっ！　アルテアはマッハの勢いきおいでトランの背はい後ごに隠かくれてガタガタ震ふるえ出す。「し、しんかん……しんかん……っ！　てき！　てきか！」

トラン：敵です。

ノエル：クリスさん、敵って言われてますよっ！（笑）

クリス：いや、社会的に言えば敵だが、今はギルドメンバーを組んで共に冒ぼう険けんをしている仲でもある。わかるか？　大人の事情による、とても複ふく雑ざつな関係なのだ。

ＧＭ：「……」

トラン：……？

ＧＭ：「つまり……てきだな？」

クリス：いかん、難むずかしい話にはついてこれないらしいっ！（笑）

トラン：で、こっちの女じよ性せいがエイプリル。

ＧＭ：「おまえ、まっかだな」

クリス：見たまんまだなっ!?

トラン：で……こちらがノエル。我われ々われのリーダーです。

ＧＭ：「おまえは、ちっこいさん」

ノエル：い、いやいや……っ、あなたに言われる筋すじ合あいは～……横に並ならんでみますよ。

ＧＭ：たしかにアルテアは、ノエルの肩かたほどもないな。

ノエル：……ね？

ＧＭ：「まあ、にたようなもんだ」

ノエル：え、ええ……っ、い、いやっ……いやいや……っ（笑）。

トラン：で、このノエルさんこそが、薔ば薇らの武ぶ具ぐを集めている継けい承しよう者しやの御お方かたです。

ＧＭ：「お、お……おー！　おー！　ばらだ！」アルテアがノエルの刻こく印いんを指さして、そう叫さけぶ。なんか興こう奮ふんしているようです。

ノエル：ちょ、ちょっとトランさんこの子、どういう人なんですかっ。

トラン：いや、わたしに言われましても……とにかくですね、アルテア。我々を早いところ、案内していただけませんでしょうか……？

ＧＭ：「そーだそれだ。わすれるとこだったな！」

クリス：忘れるなよっ!?

ＧＭ：アルテアは、トコトコとひとり、再ふたたび霧きりの中にできた道に向かって歩き始め……くるり、振ふり返る。「ついてこい！」

トラン：え、ええ。では我々もいきましょうか。

ＧＭ：では、キミたちはアルテアに先せん導どうされて、霧の中に足を踏ふみ入れる。それを確かく認にんしたアルテアが、ふいに杖つえをかざすと……割われた霧は再び閉とじていき───背後にあった風景は、すぐに見えなくなった。

クリス：この霧が、そのイジンデルとかいう村を隠してきたのか。

ＧＭ：そうだね。特にイジンデル周辺は、その霧にさらに魔ま法ほうをかけて村を隠し続けてきたんだ。なにせ、追放されたエルダナーンの村だからね。では、キミたちのシルエットが白い霧の中に消えていったところで一いつ旦たんシーンを切りまーす！




　こうして一行は、この霧の森へと消えていった。

　そこで待ち受ける運命を……




　───なにも知らないままに。




◆Middle 02◆閉とざされた村に




　ふいに白く閉ざされた視し界かいが、開けた。

　そこは、木々と調和したエルダナーンたちの村だった。

　この閉ざされた村に足を踏み入れた時、

　トランは歓かん喜きし、




　クリスは、嘆なげき悲しんだ。




ＧＭ：というわけで、ここから次のシーンだ。アルテアの導みちびきに従したがい、キミたちが白い霧の中を歩いていくこと四十分ほど。視界が、ふいに開けた。

クリス：お、ついたのか？

ＧＭ：どうやらそのようだ。ふいに霧が晴れて、すぐ目の前に村を覆おおう高い壁かべが現あらわれる。壁には、巨きよ大だいな門。その向こうに、木で組み上げた監かん視し塔とうが見えるね。

トラン：迷まよいの霧の中に、村を覆う壁に見み張はり台……ずいぶんと警けい戒かい厳きびしいですね。

ＧＭ：うん。そして、キミたちが現われたのに反はん応のうするように、門が軋きしみながらゆっくりと開いていく。開いた先に広がるのは、村の風景だ。

クリス：どんな場所だ？

ＧＭ：そこは、まさに自然と調和した村。森の木々を巧たくみに利用し、住じゆう居きよを建けん築ちくしている。どこかのどかな雰ふん囲い気きが漂ただよい……そして気づく。そこにいるのは、みんなエルダナーンだ。

クリス：お、おお。

ＧＭ：彼らは、門の向こうに現われたアルテアたちを見て……「おかえりなさいー」「お客人は、無事に連れてこれたかねー？」などと、口々に声をかける。

クリス：追放されたエルダナーンの村と聞いたんで、もっとドロドロしてると思ったら……なんか明るいぞ。

ＧＭ：アルテアも、ぶんぶんと手を振って村人たちに応こたえている。

トラン：では、わたしらも村の中に入りましょうか。

ＧＭ：霧を抜ぬけてトランの姿すがたがはっきりした時だ。ざわ…ざわ……と村人たちがざわめいた。

「お、お……あれは、トラン様だ……！」「おお、トラン様！」

トラン：え、え……？　ちょ、ちょっと鼻高々になろうっ！　め、めずらしく居い心ごこ地ちがいい……素す晴ばらしい村だ！

ノエル：ク、クリスさん……っ、なんかトランさんがあがめ奉たてまつられていますよっ。

クリス：やはり邪じや悪あくな村だ！

エイプリル：ところで、ここまで……跡あとをつけられた気配はないな？

ＧＭ：跡をつける？　いや、その様子はない。

クリス：どうしたんだエイプリル？

エイプリル：いや、ばーさんの予言では霧きりの向こうで多くの死に直面するとか、言ってただろう？　ここで起こるとしたら……まあ、気にしすぎか。

ＧＭ：では、村人のひとりが言う。「この村は大だい丈じよう夫ぶですじゃ……数百年の間、この霧に守られておりますからのう。神殿も、おいそれとは手をだせやしませんて」

トラン：で、その村の様子ですが……。

ＧＭ：うん、風景はさっき言ったとおり。だが、村のあちこちになにか不思議なものが見えますな。

ノエル：不思議なもの？

ＧＭ：うん。ダイナストカバル大首しゆ領りようの石せき像ぞうが、あちこちに建っています（一同大だい爆ばく笑しよう）。

クリス：こ、これは……っ。

ＧＭ：クリスの驚きをよそに……、村人たちはトランの周りに集まりみんな笑え顔がおで語りかけてくる。「トラン様……今こ宵よいは村でゆっくりしてくだされ」「あとで話を聞かせてくだされ……！」

トラン：はっはっは、もう鷹おう揚ように手を振ふりますよ。

クリス：な、なんだこれは……っ。

トラン：このキャンペーンやってきて……初めていい目にあってる気がするっ!!（笑）

ノエル：見直しましたよっ、トランさん。

トラン：もてすぎてあとがこわい……。

ＧＭ：「それはそれとしてトラン様？　なにやら神官っぽいのがご一いつ緒しよのようですが？」

トラン：はっはっは、うろたえなくてよい。ここに来たら、彼にはなにもできませんよ。

ＧＭ：「おおー、まさにそのとおりでございますなあ！」

クリス：く、くそう！　神殿の威い光こうを見せつけるために、マティアス様からもらった勲くん章しようを見せびらかしますよ。ほれほれ！

ＧＭ：ざわり。場の空気が、変わる。「うわ、こいつ騎き士し団だんだ……！」

トラン：みなさん、ご安心を。彼はまだ騎士叙じよ勲くんなんか受けていませんから。

クリス：く、くそう……（笑）。私はマティアス様の教えを受けた神官です。いつの日か、キミたちの間ま違ちがった考えを改めさせ……。

ＧＭ：ざわ……「マティアス……」「ダイナストカバルと敵てき対たいしているという……」

エイプリル：有名だな。

ＧＭ：「トラン様……どうしますか、この神官。霧の中に置き去りにすれば、もう二度と俗ぞく世せには戻もどれませんが」

トラン：はっはっは、ほっておきましょう。ああ……っ、なんて居心地のいい村なんだ!!

クリス：く、くそう……いつか見てろ……（笑）。

ＧＭ：と、そんな時。集まってきた十数人の村人たちのひとりが、ふいにノエルの方を見て……「え……？」なにかに、気づいた。

ノエル：はい？

ＧＭ：「うわ……っ！」「こ、この方は!!」ひとり気づいたら、そのあとは早かった。全員、数歩さがって膝ひざを地につけ、一いつ斉せいにノエルに向かって頭こうべをたれた。

ノエル：え、あ……!?　うろたえますよっ!?

トラン：はっはっは、どうやら私の時代が終わったようです（一同大爆笑）。儚はかない夢ゆめ、でした……。

ノエル：トランさん、すいません……（笑）。

ＧＭ：「さすがはトラン様……薔ば薇らの刻こく印いんを持つ者までお連れになるとは……」

トラン：とにかく、マビノギについて話を聞きたいので村の村長さんか誰だれかのところに……アルテア、案内していただけますか？

ＧＭ：では、アルテアが元気よく返事したところで一度、シーンを切りましょう。




「……おう、そんちょうのとこにあんないするぞ！」




◆Middle 03◆薔ば薇らの武ぶ具ぐ




「───お座すわりなさい」




　男は、村への来らい訪ほう者しやに向けて、ゆっくりと……そして威い厳げんのある口調でそう言った。

　エルダナーンの村の中央にあった、家。

　それは、この村をすべる長が住まう場所だった。

　フードを目ま深ぶかにかぶる彼は、他の村人たちとはちがう……




　どこか異い様ような雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。




ＧＭ：というわけで───次のシーンの舞ぶ台たいは、イジンデルの村長宅たくです。今、目の前には、この村の村長さんが、草で編あんだ座ざ蒲ぶ団とんのようなものの上に、あぐらをかいて座っている。ちなみに、とうとう出てきたまともなＮＰＣです。

クリス：とうとう……って……（笑）。

エイプリル：しかもぶっちゃけた……（笑）。

ＧＭ：う？

エイプリル：いや、演えん出しゆつでまともさを表わすんではなく、ＧＭが「まともなＮＰＣだ」と宣せん言げんするところが……（笑）。

ＧＭ：…………い、いいんだよ！（笑）その方がわかりやすかろう！

エイプリル：いいとも。

トラン：で、どんな人なんですか？

ＧＭ：まともなＮＰＣです。

トラン：そーじゃなくてっ!?（笑）服ふく装そうとか、雰囲気とか！（笑）

ＧＭ：あ。えー……全身、黒っぽいローブで身を包んだ、おそらくはその身のこなしなどから推すい測そくするに、初老の男だ。

クリス：エルダナーンの初老……？　ずいぶんと長く生きていそうだな。

ＧＭ：男は、言った。「よく来たな、まずはお座りなさい」男の前には、木の皿に盛もりつけられた料理の数々。決して豪ごう勢せいとは言えないが、キミたちをもてなす気持ちは感じ取れる。

エイプリル：男の顔は見えないのか？

ＧＭ：む。では……「そうか、客を出で迎むかえるのに、顔を隠かくしているのは、失礼だな」と、頭を覆おおっていたフードを脱ぬぎ去ります。そこに現あらわれた顔は……。

エイプリル：エルダナーンでは……ないな？

ＧＭ：そのとおり。キミたちは、一見してわかった。彼は……魔ま族ぞくだ。

クリス：うお……っ、と反はん射しや的に剣けんを……。

ＧＭ：では、クリスのそんな行動にもたじろぐこともなく。男は、ゆっくりとした口調で声をかける。「……ふむ、君は神官だな。驚おどろくのも無理はないが……今は剣を収おさめ、そこにお座りなさい」彼からは、圧あつ倒とう的な存在感を感じる。

クリス：むうぅ～……では、圧倒的に気け圧おされてすごすご座ります（一同爆ばく笑しよう）。

ノエル：あ、あの……。

ＧＭ：「儂わしのこの顔が、気になるか？　そう……儂はお前たちが魔族と呼よぶ者だ。名を、ユージンと申す」

トラン：わたしは、彼のことを憶おぼえていますか？

ＧＭ：うん、憶えているね。懐なつかしい気分にすら、とらわれる。

トラン：では、多少かしこまって……お久ひさしぶりでございます、ユージン様。

ＧＭ：「大首しゆ領りようは、息そく災さいか？」

トラン：は、毎日のようにお供そなえものを食べ散らかします。

ＧＭ：「（渋しぶい雰囲気の声で）……そうか。それはよかった」───ってぇ！　いきなりギャグに持ち込こむなよっ!?（笑）

トラン：つい……。

ＧＭ：「そうそう。アルテアと会うのも、久しぶりだろう」

トラン：え、ええ……まあ……教育係……あれが……（笑）。

クリス：どんな教育が施ほどこされたのかが気になります。

ＧＭ：「……」その言葉に、ユージンの口もとが笑い出すかのようにふっ、と緩ゆるんだのを、クリスは見み逃のがさなかった。「まあ、過か去この積もる話はあとにするとしてだ」

トラン：うわ、すごい気になるっ。

ノエル：それよりあの～……さっき村の人があたしを見て……。

ＧＭ：ユージンは、どこか優やさしげな表ひよう情じようでひとつ頷うなずき、言葉を制せいする。そして、キミたちをひとりひとり確たしかめるように見回し……「───カラドボルグ、アガートラーム、カフヴァール、そしてウィガール」

一同：……。

ＧＭ：「そして、薔薇の刻こく印いんの継けい承しよう者しやまで現われようとは───な」

トラン：……知ってのとおり、我われ々われはノエルのために薔薇の武具を集めてまわっております、と本題を切り出しましょう。この村に、残る薔薇の武具……マビノギの一冊さつがあると聞き及およんでおります。

ＧＭ：「うむ───」

トラン：それを、我々にゆずってはいただけませんでしょうか。

ＧＭ：「よかろう……次代の薔薇の巫み女こ様と、巫女様が選んだ御お方かたたちだ。それを手にする権けん利りのひとつは有していると、認みとめねばなるまいな」

クリス：薔薇の巫女とか、知ってるのか。

トラン：今……権利の〝ひとつ〟はって言いましたか？

ＧＭ：「そうだ。お前たちが武ぶ具ぐを継承するにあたり……明日、ひとつだけ試させていただく。それを見事成し遂とげた時、第三のマビノギ──人の章──はお前たちに託たくそう」

トラン：テストがあるということですか。

ＧＭ：「そうだ。だが、お前たちならやりとげよう。四つの武具が、生まれたこの地に戻もどってきたのも、運命のお導みちびきよ」

クリス：は？　ここで生まれた……？　薔ば薇らの武具が？

ＧＭ：「……そうだ。今から八百年前ほど前───ある目的のために、すべての武具はこの村で創つくり出された」

トラン：ある目的……？

ＧＭ：「ああ。エルダナーンの一部が、我々魔族と組んでな。それゆえ、エルダナーンの女王エアルフィンに追放された者たちが興おこしたのがこの村だ。彼らは霧きりに魔法をかけ、この村にこもり……武具を完成させたと聞く」

トラン：では、その武具が作られた目的っていうのを……。

ＧＭ：「それを話すのは、お前たちを試ためさせてもらってからだ。あれは、ひとつまちがえれば、その大きな力ゆえに多くの死をもたらしてしまう」

トラン：多くの死、ですか。たしかにどれも強力な魔ま導どう具ぐではありますが、それ以上のものでもないような気も（笑）。

ＧＭ：「それは、まだ力のすべてを解かい放ほうしていないからだ。あれは、その使い方を知ればより大きな力を発はつ揮きする。お前たちが使っているのは、まだ初期段だん階かいの力に過すぎない」……と、ガーベラと戦った時のこと、憶えているかな。具体的には、彼女がウィガールを装そう備びした時のこと。

トラン：ウィガール、使ってましたね。

ＧＭ：ウィガールの能のう力りよくは、受けたダメージを軽けい減げんする能力だが……。

クリス：うむ、５Ｄ６分のダメージを軽減する。

トラン：あれ、ガーベラはもっと軽減してませんでした？　10Ｄ６とか。

ＧＭ：そうそう。ガーベラは10Ｄ６点分、軽減した。あれは彼女が薔薇の武具の次の段階の力を引き出していたからだ。

ノエル：それ……どうやれば……。

ＧＭ：四冊さつのマビノギを集め、それが第五の武具マビノギオンとなった時、そこに記されていると言われる。

トラン：なんと！　つまりマビノギオンとは……薔薇の武具の取とり扱あつかい説明書!!

ＧＭ：「（低い声で）そのとおりだ───」（一同大だい爆ばく笑しよう）もっとも、マビノギオン自身もなんらかの能力を持っているがね。

トラン：なるほど───。

ＧＭ：いや、取扱説明書ってのも変だな。えー……「マビノギオンとは、いわば鍵かぎ。すべて武具の力の封ふうを解とくことができるのだ」

クリス：いきなりかっこよくなった（笑）。

トラン：とにかく今でさえ強い薔薇の武具は、マビノギを全部集めるとさらに強く……。

ＧＭ：「……とにかくは明日だ。明日、お前たちの力量を試し、そこで判はん断だんさせていただく。お前たちが武具の真の力を使うに値あたいする者かどうかをな」

トラン：ええ、望むところです。力試しはこれまでもやってきましたからね。

ＧＭ：「ふふ、頼たのもしくなったな。トラン」長は、重く……しかし少し優しげに言葉を紡つむぐ。

トラン：……あ、ただし変な妖よう精せいが出てきてクイズだの禁きん句くだのするのは勘かん弁べんしてください。

ＧＭ：「ははは、ウィガールの神しん殿でんか。あれはきびしかろうて」

一同：知ってんのか!!（笑）

ＧＭ：カフヴァールの神殿では、早口言葉だったらしいぞ。

トラン：おい!?（笑）

ノエル：だ、だめですだめです……っ、それはダメ……！（笑）

ＧＭ：声せい優ゆう声優。言葉のプロプロ。

ノエル：しょ、承しよう知ち承知。あ、でも仕事で昔、早口言葉を言えないようなキャラで、わざとまちがえないといけないってことがあって……でも、言えちゃうんですよ！　わざとまちがえるのってすごい難むずかしくて……。

ＧＭ：（いきなり）バスガス爆ばく発はつ。

ノエル：（さらっと）バスガス爆発。

一同：おー。

ＧＭ：さ、さすがだ。ここでまちがえたらオチになると思ったのに……！

トラン：話が横にそれてます（笑）。とりあえず、聞きたいことがあります。

エイプリル：俺おれもだ。

ＧＭ：「先ほども言ったはず。すべてを知るのは、明日の試練を乗り越こえてのことであると。今晩は、部屋を用意させてある。旅の疲つかれをいやし……明日に備そなえなさい」

トラン：わかりました。

ＧＭ：「薔ば薇らの刻こく印いんの継けい承しよう者しや様には、個こ室しつをご用意した。それと……お世話係としてアルテアを付けよう。なんでも御ご用ようをお言いつけ願いたい」

ノエル：ア、アルテアさんですか……っ、わかりました～。

ＧＭ：では、近くで待機していたアルテアがノエルに向かって言う。「なんでもいいつけていいぞ！　はらへってないか！」

ノエル：だ、大だい丈じよう夫ぶですっ……（笑）。アルテアさん、よろしくお願いします～。

ＧＭ：「おう！　よろしくな！」アルテアは、長から大事な任にん務むを任まかされたと思いこみ、ノエルの背せ中なかにまわって力んだ表ひよう情じようになってますな。

ノエル：（←ぱんぱん手を叩たたいて大笑い）。

クリス：……ノエルさんだけ個室か。そこを襲おそわれたりしないだろうな。

トラン：ありそうありそう。

クリス：ここは一発、私も同じ部屋でお守りしましょう。

トラン：はっはっは、その方が危き険けんです。

クリス：失礼な！

ＧＭ：（笑）。今回は、そーゆー姑こ息そくなことはしないので安心してほしい。

クリス：今回は、かよ！（笑）

トラン：なんにせよ、すべては明日ということですね……そんなこと言いながら、立ち上がって村の風景を見ます。

ＧＭ：それは、トランにとってどこか、懐なつかしさを思い起こさせる風景。静せい寂じやくに満たされたこの夜の風景を見ながら……少し感かん傷しよう的な気分になったところで……シーンは一いつ旦たん、ここらで切りましょう！




◆Middle 04◆これって恋こいのライバルというやつですか？




　そこは、この村で一番豪ごう華かな部屋だった。

　村でいちばん大きな木の上に木と草、そして獣けものの皮で組み上げられた大きな部屋。

　ノエルは、窓まどから村の風景を一望しながら……




　その背中に強い視し線せんを受けて、ひくついた笑えみを浮うかべた。




ＧＭ：では、ここでノエルのシーンを演えん出しゆつします。

ノエル：あ、はいっ、こっちですかはい！

ＧＭ：えー……そこは、この村でもっとも大きな木の上に作られた、豪華な部屋だ。木と草で組み上げられているのは他ほかと変わらないが……クリスたちの部屋よりは三倍は広く……。

クリス：三倍！

ＧＭ：部屋にはタペストリーが掛かけられ、棚に並ならぶのは数々の調度品。奥おくには、天てん蓋がい付きの豪ごう勢せいなベッド。床ゆかには、虎の毛皮がどーんと敷しかれている。しかも白びやつ虎こ。

ノエル：すごーい（笑）。こ、こんな素す敵てきな部屋にひとりで……よろしいんですか。

ＧＭ：「きにいったか！」とアルテア。

ノエル：は、はい……はい……（笑）……虎は趣味悪いですけど……（笑）。

ＧＭ：「でもふかふかだな！」

ノエル：ふかふかです～。

ＧＭ：「ようじはないか！」

ノエル：よ、用事はないですっ。

ＧＭ：「そうかないか！　これがしごとだからなっ、えんりょするなっ」無む邪じや気きに、そして鼻息荒あらく言います（笑）。

ノエル：（ふるふると笑いを押おし殺して）…は、はい……（笑）。

ＧＭ：そして、アルテアは黙だまり込こみ……ノエルの背中を凝ぎよう視しし続ける。

ノエル：……。

ＧＭ：「……」

ノエル：…………。あ、あの……。

ＧＭ：「ようじか！」アルテアは意気揚よう々ようと立ち上がる。

ノエル：よ、用事じゃないですが～そろそろ寝ねようかと～。

ＧＭ：「そうか！　ねていいぞ！」

ノエル：で、その～ひとりで寝るのも寂さびしいんで一緒のベッドで寝ましょうよ。

ＧＭ：「……」ちょっとの間をおいて。「いいのか！」

ノエル：はい、どうぞ。

ＧＭ：「じゃあしょーがないな！　いっしょにねてやるぞ！」

ノエル：しょーがないんですかっ（笑）じゃあ、寝付くまで一いつ緒しよに話をしましょう～。

ＧＭ：アルテアは、意気揚々とベッドに潜もぐり込み……。

ノエル：じゃあ、あたしも着き替がえて潜り込みます。

ＧＭ：で、潜り込んだベッドの中で───アルテアは言った。

ノエル：はい？

ＧＭ：「ようじはないか！」（一同爆ばく笑しよう）

ノエル：よ、用事はないんですけど～……な、なにかお話を（笑）。えっと、アルテアさん、トランさんとずいぶん仲がいいんですね～。

ＧＭ：「いきなりそうくるか！」

ノエル：え、ええ……っ、いきなりってなんですか!?

ＧＭ：「おまえ……トランのなんだっ！」

ノエル：な、なんだって言われても～……勧かん誘ゆうされた仲でして～。

ＧＭ：「すきなのか、おまえ！」（一同爆笑）

ノエル：え、えええ……っ、いやそんなことは……っ。

ＧＭ：「じゃあきらいか！」

ノエル：ど、どっちを答えれば……っ、どっちがご希望なんですか……！

ＧＭ：「じぶんでかんがえろ！」

ノエル：そ、そうですね！　と、とりあえず一緒に旅をするいい方です。

ＧＭ：「つまりあいしているんだな」

ノエル：いやいやいやっ……言ってないですっ、人の話を聞いてますかアルテアさん!?

ＧＭ：「そうか、きらいか」

ノエル：アルテアさんっ……人の話……っ、いやいやいやっ、いやいやいやっ……！　ちょ、ちょっと待ってください……っ、トランさんはあたしが自分捜さがしの旅に出る時に声をかけてくださって、いろいろと教えてくれるいい人でね、つまり……っ。

ＧＭ：「おまえのはなし、ながすぎてよくわかんないぞ」……三文節以上はちゃんと理り解かいできないようだ（一同爆笑）。

クリス：どこが教育係なんだ。

ノエル：ほ、ほんとですよ……っ！（ぱんぱんぱん、と手を叩たたいて大笑い）教育係って、いったいなにをしていたんですか？

ＧＭ：トラン、この村で創つくられたばかりの時は、まだ人じん格かくというものがなかったんだよ。人としての常じよう識しきとか、そういうものがね。それを、つきっきりになって教えたのが……。

ノエル：つまり、トランさんの人格形成をしたのがアルテアさん……だからあんな……（と、下を向いてふるふる震える）。

トラン：なんですかっ!?（笑）

ＧＭ：「やっぱりきらいかっ!?」

ノエル：き、嫌いじゃないんですけど～……時たまちょっと、時たまちょっと黒かったりひどいめにあわされたりで～……ねえ、ほら……でもいい人ですよお？

トラン：…………。

ノエル：いろいろ知識もありますし～。

ＧＭ：「うむ。だんじょんのドアにはトラップがあるとうたがってかかれとか、やばいとおもったらかべぎわにさがれとか、いろいろおしえてやったからな！」

トラン：お前かっ!?　お前なのかっ、わたしにいろいろ黒いことを仕込んだのはっ!?

ノエル：だからトランさんはあんなに黒く……。

ＧＭ：「よそうがいだったな。あんなおかしいやつになるとは」

トラン：お前が言うなよっ!?（笑）

ＧＭ：「でも……」すっ……ふいにアルテアは、無邪気なものから少し照れるような表ひよう情じようになって……つぶやくように言う。「でも、あいつはほんとにたよりになるやつだ」

一同：……。

ノエル：ア、アルテアさん……。トランさんのこと、大事に思ってるんですね（笑）。

ＧＭ：「……なあ、ノエルー……」

ノエル：なに……？

ＧＭ：「ようじはないか？」




　全員、一いつ斉せいにがくんと身体からだから力が抜ぬける。




ノエル：ひ、人の話を……（笑）。

クリス：せ、せっかくいい雰ふん囲い気きになってたのが……（笑）。

トラン：これが教育係……これが……。

ノエル：あ、そだ。……トランさんって、いつごろまで村にいたんですか？

ＧＭ：「……」

ノエル：……？

ＧＭ：「ぐー」

ノエル：ね、寝ねたんかいっ（一同大だい爆ばく笑しよう）、寝ちゃったんかいー！（ふるふる震ふるえながら）あ、あれだけ人に話を振ふっておいて……（笑）。も、もうしょーがないなあ……と、布ふ団とんをかけます。

ＧＭ：……先ほどまでの、嵐あらしのような言葉の応おう酬しゆうが終わり、ふいに夜の静せい寂じやくが周囲を満たす。どこか遠くに聞こえるのは、虫の音。近くで聞こえるのは、アルテアの寝息。
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ノエル：いきなりしんみりした感じに……（笑）。

ＧＭ：アルテアの寝顔に、どこかほほえましさを感じさせつつ。「これだからしんでんはー……ぐー……」（一同大爆笑）

ノエル：この口グセもアルテアさん譲ゆずりだったんですね……（笑）。




　こうして、夜は更ふけていく。

　あらためて横になり、暗くら闇やみの中でノエルは笑え顔がおでふっと息を吐はいた。

　隣となりで静かに寝息をたてるアルテアの顔を眺ながめ、彼女がトランといかに深い結びつきを持っているかを肌はだで感じつつ……。




　ノエルが、この感情が嫉しつ妬とだと気づくのに、そう時間はかからなかった。




　　　＊　　＊　　＊




ノエル：い、いやいやいやっ……嫉妬とかそんなんじゃないですからっ（笑）。

ＧＭ：ち！（笑）




◆Middle 05◆試練




　村の中央には、小さな広場があった。

　そこに設せつ置ちされた闘とう技ぎ場じように、四人は集つどう。

　彼らの様子をたしかめようとしてか、多くの村人たちも集まっている。




　村長ユージンの試練が、始まろうとしていた。




ＧＭ：このシーンの舞台は、村の中央にある広場。そこには小さな闘技場がある。闘技場といっても、一段だん高くなった台の上に皮を張はって、四方をヒモで囲んだだけの質しつ素そなものだ。

クリス：リングのようだ。

ＧＭ：やってきた四人に向かってユージンは低く、重い声で言った。「準じゆん備びは、いいかね？」

ノエル：だ、大だい丈じよう夫ぶですっ。

トラン：で、我われ々われに与あたえられる試練とは？

ＧＭ：ユージンは、無言で闘技場の上に視し線せんを送る。そこに立つものを見て……キミたちはすぐに理り解かいした。自分たちがこれから受ける、試練の内ない容ようを。

クリス：じゃあ、ゴクリとノドを鳴らして闘技場の上を見ると……。

ＧＭ：一匹ぴきのカンガルーが。

一同：………。

ＧＭ：しかもボクシンググローブをつけている。
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一同：………………。

ＧＭ：（左ひだり腕うでを振ふり子のように揺ゆらすジェスチャー）。

一同：村長──────っ!?（大爆笑）

トラン：こ、このカンガルーと戦うのが試練ですかっ!?

クリス：しかもフリッカージャブ使いのカンガルーっ!?

トラン：せっかくまともなＮＰＣだと思ったのに……こんなお茶ちや目めな……（笑）。

ＧＭ：「な、なにを怒おこっているのだ。もちろん、キラーカンガルー一匹だけでは手ぬるいと思うゆえ、もう一匹用意した」カンガルーの隣となりには、なにやら泣き濡ぬれる女の姿すがたをしたアンデッドがたたずんでいる。
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トラン：バ、バンシー……？　こ、この二匹との戦せん闘とうに勝てば……いいのですね？

ＧＭ：「そうだ」

クリス：と、とにかくマビノギを得るために……っ、やりましょう、ノエルさんっ！

ノエル：はいっ!!




　　　＊　　＊　　＊




　こうして、次なるマビノギを得るための戦いがここに始まった。
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　第一ラウンド目───。

　もはや定番となったトランの《ウィークポイント》＆ノエルの《ウォーターステップ》《クイックステップ》の宣せん言げんにより、戦いの火ぶたは切って落とされた。

　最初に、行動が回ってきたのは───バンシーだった。




ＧＭ：では、バンシーの行動だ！　バンシーは、キミたちの顔を見回し……おもむろに……「きぃやあああああぁああ───────っ!?」嘆なげくような叫さけびをあげた。

クリス：人の顔見て叫ぶとは失礼なっ!?

ＧＭ：そこは演出っ！　これは《嘆きの悲鳴》という、かなり凶きよう悪あくな攻こう撃げきだぞ。この叫びの対象となったら……【幸運】の対たい抗こう判はん定ていをバンシーを相手に行なう。失敗すると12Ｄのダメージを受けるうえに、スキルが使えなくなるペナルティ付きだ！

ノエル：え、えぇえ───っ!?

トラン：（ダイスを振ふる）……失敗！

エイプリル：（ダイスを振る）……失敗。

クリス：（ダイスを振る）……19なんて無理!!

ノエル：（ダイスを振る）……失敗ですっ。

ＧＭ：うひひ、よしよし。ダメージ12Ｄで……（ダイスを振る）……41の魔ま法ほうダメージ!!

クリス：ノ、ノエルを《カバーリング》!!　さらにエイプリルに《プロテクション》っ!!　ダメージを……20点軽けい減げん！

トラン：《サモン・アラクネ》!!　23点軽減!!

クリス：今ので……22点ダメージ。

ノエル：あたしはクリスさんのおかげで０ですよ！

エイプリル：こっちも０だ。

トラン：こっちもちょっと痛いたい程てい度どですね。

ＧＭ：ぐぬ、もう41ダメージ程度じゃたいして抜ぬけないか！　だが、この攻撃によってダメージを受けたものはスキル使用不ふ能のう……すなわち、バッドステータス［重じゆう圧あつ］を受け……。

トラン：はははははは！　取っておいてよかったギルドスキル！　取っておいてよかった［耐たい性せい：重圧］!!

クリス：あ……（笑）。

トラン：そう！　我われ々われは［重圧］にはならないのです！　……ほんとによかった取っておいて───っ!!（笑）

ノエル：ほんとですねっ。ほんとに役に立つとは～！

ＧＭ：そ、そうなんだよな。そのおかげで、誰だれも［重圧］にならない。つまり……戦せん・術じゆつ・崩ほう・壊かい！（一同大だい爆ばく笑しよう）

トラン：ありがとうっ、［耐性：重圧］っ！

ＧＭ：ぐぬ……だが、キラーカンガルーも決して弱いエネミーでは、ない！　バンシーの叫びが周囲の大気を揺らしたのとほぼ同時に、軽けい快かいなフットワークでキミたちの方向に駆かけ寄よってきて……！




　……だが、戦いの結果はすでに目に見えていた。




　ユージンの用意したこの二体のエネミー、戦術はすでに崩壊していたのだ。

　最初にバンシーが《嘆なげきの悲鳴》でＰＣ側のスキルを封ふうじ、続くキラーカンガルーが、防ぼう御ぎよスキルの使えなくなったＰＣをたたきのめす───それが基本戦術だった。

【幸運】の対抗判定は、フェイトを何点かつぎ込まないかぎりまず抵抗できることはできない。バンシーの《嘆きの悲鳴》をかわすことはほぼ不ふ可か能のうなのである。

　しかも、《プロテクション》と《サモン・アラクネ》に防御を頼たよるノエルたちの戦術は、それを封じられてしまえば、もはやまともに戦いを進められるはずがない───。




　だが、これはもちろん、［耐性：重圧］をＰＣたちが持っていなければの話だ。




　事実、このギルドスキルを取得していなければ、今のカンガルーの一撃で《カバーリング》も、防御魔法を使うこともできず……トランは一撃で戦闘不能になっているところだ。




ＧＭ：………………。（死ぬほど寂さびしそうに）《嘆きの悲鳴》が凶きよう悪あくだから、エネミーは二体だけにしたのに……。

ノエル：さ、寂しそうに言ってもだめですよっ。

クリス：［耐性：重圧］を取得した時点でエネミーの数や種類を変えるべきでしたな。

ＧＭ：いや、そっちのスキルを見てからエネミーの配置を変えたら……なんかズルみたいじゃないか！（笑）というか、キミらの選せん択たくが功を奏そうしたのだ。ＧＭとしては、それを素す直なおに称たたえるべきだろう！　それに……。

トラン：それに……？

ＧＭ：［耐性：重圧］が通じなくとも、全員に12Ｄダメージってのは強力だし……カンガルーだって戦せん闘とう力りよくは低くない！　まだだ……まだわからん！

トラン：いや、戦術が崩壊した時点で、おそらく運命は決していましたよ。では、エイプリル……やっちゃってください。

エイプリル：おう。




　戦いは、再さい開かいされた。

　ノエルたちの攻撃は、じりじりとキラーカンガルーとバンシーの【ＨＰ】を削けずっていく。

　一方、カンガルーたちも着実にダメージを与あたえるが……防御魔ま法ほうに阻はばまれ致ち命めい傷しようとするにはほど遠い。しかも《ヒール》で回かい復ふくされてダメージの累るい積せきさえないのだ。

　そして───。

　戦いは、トランの言うとおりの結果となった。




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：……というわけで、だめだ（笑）。リングの上では、カンガルーが親子そろってきゅう、と伸のびている。

ノエル：も、ものすごくかわいい……っ（笑）。

トラン：いやあ、ちょっと面おも白しろかった。カンガルーがこの村で創つくられた怪かい人じんだと仮か定ていすると、こいつはわたしの兄弟という考えも……（一同爆笑）。

ノエル：あ───……そうですよっ、その可か能のう性せい高いですよっ！　うんうん、そうだ！　トランさんがこのお母さんカンガルーのポケットで育てられたら……あ、すっごいかわいい！　すごい絵になりますよ！　そうにちがいないです！（笑）

トラン：あ、あの……。

ＧＭ：では、カンガルーは言った。「（渋しぶい声で）……強くなったな、トラン。完敗だ」（一同大だい爆ばく笑しよう）

一同：しゃべった───っ!?

トラン：（やり遂とげた男の口調で）お前も……よくやったよ。

クリス：お母さんというより、かつての戦友のようだ。

ノエル：それでもすっごい……いいですよっ……もう、もう……っ！（笑）




　カンガルーの袋ふくろに入ってるトランの絵が、ずっと頭から離はなれないらしい。




ＧＭ：と、とりあえずドロップ品だけ振ふっちゃおうか。まずは、キラーカンガルー。

クリス：よし、振ろう。ギルドスキルで《目め利きき》を持ってるので３Ｄで振れる。では……（ダイスを振って）……13。

ＧＭ：13は……えー……〝親カンガルーの毛皮〟（一同大爆笑）

ノエル：クリスさんっ、なんて……なんてことをっ!?　ひどい、クリスさん……っ！　トランさんの親友の毛皮を……っ！（一同大爆笑）

トラン：カンガル───っ!?（笑）

クリス：え、え……怪物からドロップ品をいただくのは冒ぼう険けん者しやの当然の権けん利りだ！

トラン：これだから神しん殿でんは───っ……おのれ！（笑）

エイプリル：バンシーの分も振るぞ（ダイスを振る）。

ＧＭ：バンシーのドロップ品は〝バンシーの悲しみ〟か。ではこれで、シーンを終えようか（笑）。




◆Middle 06◆神の竜りゆう




　村長ユージンの課かした恐るべし試練。

　これを無事に乗り越えた四人は、陰いん鬱うつな森の中を案内され───




　その場所へと、やってきた。




ＧＭ：では、ユージンの出した試練をクリアしたとことで……次のシーンだ。戦いののち、ユージンはキミたちとアルテアを、村のはずれへと導みちびく。

トラン：どこに……？

ＧＭ：シナリオの舞ぶ台たいは、村のはずれ。村の中央とはちがい、ここは薄うすく霧きりが流れ……生おい茂しげった木々のせいか、光もほとんど射ささない、やや陰鬱な雰ふん囲い気きの場所だ。

トラン：ここは……？

ＧＭ：「……すぐに、わかる」ユージンは、森の一角に隆りゆう起きした場所……そこに開けられた洞どう穴けつの前にくる。洞穴には、巨きよ大だいな石の扉とびらがはめ込まれているようだ。森の緑に隠かくされるように立つ……苔こけむし、古びた岩の扉だ。

ノエル：ここに……マビノギが？

ＧＭ：「そうだ───」よく見れば、その扉には、薔ば薇らの刻こく印いんが彫ほり込まれている。

クリス：お……。

トラン：ここに連れてきたということは、先ほどの試練は……合格ということですね？

ＧＭ：「ああ。実に見事だった。流れるような動きだったよ。お互たがいが、戦いの中で仲間をどれだけ信しん頼らいしているかがよくわかった」

クリス：信頼……（と、トランを見る）。

トラン：信頼……（と、クリスを見る）。

エイプリル：おい、ここは抑おさえろ。信頼していないなら再さい試し験けんとか言われたらたまらん。

トラン：まあ、自分が目的を果たすために神殿を利用していると考えましょう。

クリス：まったくだ。悪の組そ織しきを改心させるために指し導どうしていると考えよう。

ノエル：ク、クリスさん……トランさん……仲良くしましょうよ～（笑）。

エイプリル：まあ、いい。マビノギも譲ゆずってもらうが、あんたにはいろいろ聞きたいことがある。

ＧＭ：「教えられることであれば、なんでも教えよう。まずは……ノエル様。その扉の脇わきに立つ女によ人にん像ぞうにお触ふれなさい。話は……それからだ」

一同：にょにんぞう……？

ＧＭ：「そうだ───」ユージンの視し線せんの先に……たしかに石でできた等身大の女人像が雨ざらしの状じよう態たいで立っている。

ノエル：ではおそるおそる近づいてと……。

ＧＭ：〝ドオン……!!〟そんな音でも聞こえてきそうな迫はく力りよくで、キミの目の前に女人像が優やさしい微笑ほほえみを浮うかべ、立っている。

クリス：どおんで優しい微笑みって……なんか擬ぎ音おんまちがってないか？

ノエル：じゃあ、気け圧おされつつ……っ、触れます。

ＧＭ：うい。すると……キミの……いや、その場に全員の心の中に像より旧ふるき時代の映えい像ぞうが流れ込んでくる───。それは、まるでまわりの風景を書き替かえたように……。

ノエル：おー……。

ＧＭ：最初に心に浮かんだのは、吹ふき荒あれる炎ほのお。それを吐はき出しているのは、天を貫つらぬくほどの巨大な生物───竜。地平線には、無数の異い形ぎよう……魔ま族ぞくたちの軍ぐん団だんの影かげ───。

トラン：戦っている……？

ＧＭ：うん。竜が吐き出した光が、地平線の彼方かなたで蠢うごめく魔族の軍団の横に薙なぐと……一いつ瞬しゆん遅おくれてそこに無数の光球……爆ばく発はつが連続して巻まき起こる。

クリス：これ、いつの時代の映像だろう。

ＧＭ：「（低い声で）……今から八百年ほど前のこと───」

トラン：村長のナレーションが入った！（笑）

ＧＭ：映像には音声が入ってないので長のナレーション付きだ。

エイプリル：プ、プラネタリウムみたいだな……。

ＧＭ：「……天より、一頭の竜がこの世界に遣つかわされた。竜は、神々より遣わされた神の化け身しんであった」ゆったりと進軍する竜。そのまわりには、白銀の鎧よろいをまとった人間の騎き士したちが、竜を守るように進軍している。

ノエル：竜は人の味方……ですか？

ＧＭ：そのようだ。「……竜は、魔物たちが人の手におえぬほどこの世界にあふれた時に降こう臨りんしたものだと言われる。今では、その名も伝えられておらぬ、古代竜……神竜の一頭だ」

トラン：やっぱり古代竜なのか。

ＧＭ：そして映像は、竜の頭のクローズアップしていく。片かた手てを竜の角にあて、雄お々おしく立っている女じよ性せいがひとり。

ノエル：え……。

トラン：薔薇の巫み女こか……？

ＧＭ：「竜は、〝魔を焼き滅ほろぼすもの〟と呼よばれ、魔族がその勢せい力りよくを大きく増ますと氷雪に閉とざされた北の最果てより人の世界に到来する、世界の守しゆ護ご者しやとも言える存そん在ざいだった」

クリス：人間の味方のドラゴンってことだな。

ＧＭ：「うむ。竜の吐と息いきは光となって魔を焼き滅ぼし、暗くら闇やみの中で人の歩むべき道を照らし出す道標ともなった───人が、神しん殿でんが、この神竜を神と同じく信しん仰こうの対象としたのは、当然であったろう」

一同：……。

ＧＭ：「ところが……どっこい」

一同：おいっ!!（笑）

トラン：こ、ここまでシリアスだったのに……（笑）。

ＧＭ：口が滑すべった。

トラン：ところが、と言ったら、どっこいって言いたくなっちゃったんですね……。

ＧＭ：え、ええ……。まあとにかく！　ここでおもむろに映像が切り替わる。それは、場面かわって竜りゆうが咆ほう哮こうをあげ、もだえ苦しんでいる光景。光に包まれ、その身体からだが無数の光の鎖くさりに縛しばられていく。それを成しているのは……肩かたに薔ば薇らのアザを持つひとりの女性だ。

エイプリル：薔薇の巫女が、竜を封ふうじている……？

ノエル：お母さん……？

ＧＭ：いや、これは八百年ほど前の風景だ。

クリス：八百年前の薔薇の巫女が反はん乱らんした風景か。

ＧＭ：ここで、再ふたたび映像がおもむろに切り替わる。次に映うつし出されたのは、ひと振ふりの剣けんを鍛きたえる場面。真っ赤に灼やけた金きん属ぞくを、何者か……魔族とおぼしき人影が、鎚つちをもって叩たたいている。その剣は、おそらくカラドボルグ───。

トラン：薔薇の武ぶ具ぐを創つくっている風景ですかね……？

ＧＭ：「……そう。なにゆえに、竜をお世話すべき巫女が反乱を起こしたのかはわからぬ。真実として残るは、巫女が竜を封じ……その命を奪うばおうとしたことのみよ。だが、神より遣わされた竜は、人の持つどんな武器、魔法をもってしても殺すことはできなかったという。そこで───」

トラン：え？　じゃあ、神竜を殺すために創られたのが……薔薇の武具かっ!!

ＧＭ：「そうだ。巫女は神竜を殺すため……魔族や魔法に長たけたエルダナーンの一部と手を組み、薔薇の武具を創り出した」映像は、怨おん念ねんがこもったような……鬼き気き迫せまる表ひよう情じようで一心に剣を鍛えている魔族の表情を映し出す。

クリス：神竜殺しの武具……。

ノエル：え、え……どうして……ちょっと待ってください。そもそもなんで竜を殺そうとしたのでしょう……？

ＧＭ：「それに関しては、残念ながら伝えられていない。そして……数年の時を費やし、薔薇の武具は完成に至いたった。だが───」

一同：だが……？

ＧＭ：「結果として竜を死に至らしめることは、できなかった。巫女は、竜と戦う前にその命を落としたという。薔薇の武具の持つ力に、巫女自身が耐たえられなかったともいうが、真相は……不明だ」

トラン：戦えなかったのか。

ＧＭ：「一説によれば、今はキルディア王国がある〝無む限げんの砂さ漠ばく〟とは、かつては緑にあふれた地であり、完成した薔薇の武具を試用したさい、一夜にして砂漠に変わってしまったとも───」

一同：……。

トラン：それはサバ読み過すぎじゃ……（笑）。

ＧＭ：「伝でん承しようとは、さまざな尾おひれがつくものよ。真実はわからん。時の吟ぎん遊ゆう詩人の歌や神殿の記録がゆがめられ、今に伝えられたのかもしれん。だが、薔薇の武具や神竜……そのすべては真実だ」

一同：……。

ＧＭ：「……とにかく巫女による反乱は、失敗に終わった。残されたのは、五つの薔薇の武具。魔ま族ぞくとエルダナーンたちは、次の機会が訪おとずれるまで……これを世界各地に封じた」

クリス：ああ、ウィガールとかカラドボルグが封じられていた神殿がそれか。

ＧＭ：そうそう。そこにいた奴やつらもみんな、八百年ほどそこにいるとかどうとか言ってたでしょ。その数字は、その神竜の話に由来する。

トラン：なるほど。

ノエル：あれ？　巫女がその時に死んじゃったなら……あたしやお母さんは？

ＧＭ：「その巫女は、子こ供どもがいた。ただそれだけのこと。薔薇の刻こく印いんは血に連なる者へと受け継つがれ……今に至っている」

ノエル：あ、そか。そうですよね。

ＧＭ：そして血は受け継がれ、ノエルのお母さんノイエも、薔薇の武具を創った巫み女こと同じように反乱を起こして……前回、シルヴァに聞いたような話につながる。

一同：……。

ＧＭ：「───薔薇の武具とは火の時代創そう世せいのころ、神竜を恐おそれた魔族が、一部のエルダナーンに協力をもとめ、創り出された神殺し・竜殺しの武具。薔薇の巫女のみがその真の力を引き出せるのだ」……と、ここで映えい像ぞうは消えて周囲の風景が蘇よみがえった。

トラン：とにかく、だいぶわかってきましたね。薔薇の武具は、魔族の創り出した神竜殺しの武具で、ノエルのお母さんがそれを集めて竜を殺そうとしている。

クリス：ノエルの出自も、だいぶわかったな。

ノエル：こ、この話を聞いてノエルはものすごいショック受けます……。これでお母さん、反はん逆ぎやく者しや確かく定ていじゃないですか……っ。なんで神様の竜を……。

クリス：……。

ＧＭ：「闇に魅み入いられたのか、それとも───」

トラン：占いばあさんが言ったこともまんざら戯ざれ言でもありませんね。このまま旅を続ければ最悪、実の母親に刃やいばを向けることになりかねない───。

クリス：母親を助ければ神竜殺し……魔族に荷か担たんすることになって世界の敵てき。人の味方になれば……母親をその手にかけることになる。ひ、ひどい話だな……。

ＧＭ：ユージンは愕がく然ぜんとするノエルに、声をかける。「───どうするね、薔ば薇らの刻印を持つ者よ。四つの武ぶ具ぐを集め、四冊さつのマビノギのうちの二冊目までも、お前は手にしようとしている」

ノエル：……はい。

ＧＭ：「向かうはラーフの大洞どう窟くつの向こう───旅の終わりは、すぐそこまで来ている。そこで待ち受ける最後の運命を受け入れる力と心が……お前にあるか？」

ノエル：…………。

ＧＭ：「その決意を持たぬ者に、この村に伝わるマビノギを託たくすわけには、いかぬ」

ノエル：力と心……（他三人の方を見て）……あるよね？（一同爆ばく笑しよう）

トラン：なんでみんなに聞くんですか！（笑）

エイプリル：……そうだな。俺たちに頼たよろうというなら見当ちがいだ。今、必要なのは、お前の決意だろう？　世界か、実の母か───そのどちらかを敵に回すことになろうと旅を続ける意い志しがあるかどうか、だ。

ＧＭ：「……今ならぎりぎり引き返すことは、できる。薔薇の武具も母親のことも忘わすれ……一いつ介かいの冒ぼう険けん者しやに戻もどる道もあるのだ」

ノエル：じゃあ……ちょっとだけ考えて……すぐに笑え顔がおで言います。……あたしは前にも言いました。教きよう皇こう様とも約束したんです。もう引き返すことはしませんって。

クリス：……。

ノエル：これまで旅をしてきて、そんな話を聞かされて……でも、ここでやめたら、すべてが無む駄だになっちゃいます。一生後こう悔かいして……それはけっして取り戻すことができない。

トラン：……。

ノエル：この先に、世界かお母さん……敵に回すことになっても、でもそれだからこそ……お母さんがなにをしようとしているのか、なぜ竜りゆうを殺そうとしているのか、その真相も知りたい。

ＧＭ：「……いずれを選んでも待っている運命は、お前を苦しめるものだぞ？」

ノエル：えっと、クリスさんも言ってました。もしかすると、両方を救う道があるかもしれない。一いち縷るの望みに懸かけて……だから……。

ＧＭ：「……」

ノエル：だから、行きます。もう迷まよわないと決めました。

ＧＭ：そんな、迷いのない笑顔を見て、ユージンはつぶやく。「そうか───」

ノエル：それにあたしには支ささえてくれる仲間もいます。───ね？　と、みんなを見て……。

ＧＭ：では、ユージンも三人を見回して……「───お前たちも、同じ意見か」

エイプリル：ああ。俺おれはもともと刑期二千年だからな。このままでかい事じ件けんに繫つながって、世界が混こん乱らんしてくれた方がありがたい。

トラン：刑けい期きをうやむやにするつもりか！（笑）

ＧＭ：理由はそこかい（笑）。

クリス：私は……神しん殿でんの意志に背そむくことはできない。が、ノエルさんなら他の道を見つけ出すことができると信じている。

トラン：わたしも、大首しゆ領りようの言うとおりにやるだけのこと。もちろん、ただそれだけでなく……この旅は楽しいですからね。私自身にとっても、続ける意味があります。クリスとの決着とかは……ノエルが旅の目的を終えてからつけますよ。

ＧＭ：「ふふ、トラン───お前は以前からそんなお気楽な性せい格かくだったかな。付けた教育係のせいかな、これは」

トラン：そこですか！（笑）

ＧＭ：ユージンは再ふたたびノエルに向き直り───「薔薇の刻こく印いんを持つ者よ───お前はよい仲間に恵まれたな。しかし、これだけは肝きもに銘めいじておけ。お前と旅を続けることで、仲間は命を落とすことになるかもしれぬ。その重みを胸むねに……」

エイプリル：……誤ご解かいするなよ、じいさん。

ＧＭ：「……あ？」

エイプリル：（シリアスな口調で）俺たちはそれぞれ勝手にノエルに同行するんだ。俺たちがどうなろうとノエルが気にする必要はない───そうだろう？

ＧＭ：では、その言葉を聞いて……ユージンが少し表ひよう情じようをゆるめて言う。「……見かけによらず優やさしい女だな、お前は」

エイプリル：真っ赤な顔して横を向きます。

ノエル：え、えぇええっ……っ！（笑）

クリス：啞あ然ぜんとした顔でエイプリルを見ます。

トラン：この世のものとは思えないものを見た顔をします。

ＧＭ：わはははは（笑）。……では、ユージンは意を決したように声を大にして……言う！




「……いいだろう！　お前たちにマビノギを授さずけよう！」




　　　＊　　＊　　＊




　こののち───。

　四人は、ユージンよりこの扉とびらの奥おくにマビノギが封ふうじられていることを聞かされた。

　ただし……門には封印が施ほどこされており、深夜にならねば開封できないという事実も。

　今はまだ、ようやく昼になろうかという時じ刻こくだ。

　ユージンの勧すすめにより、ノエルたちは……村でひとときの休息を取ることとなった。




　はしゃぐアルテアに村を案内してもらったり、

　外の世界では見たこともない料理の数々をご馳ち走そうになったり、

　涼すずしげな木こ陰かげでみんな一いつ緒しよに昼ひる寝ねをしたり、

　村のはずれにある川で水をかけあって……腹はらの底から笑いあったり───。




　それは、旅の終わりに向かう前の……

　しがらみや目的を忘わすれ、ただただ自由に過すごせた休息のひととき。

　そして、これは四人が楽しい時間を共有して過ごせた……




　最後の機会となったのだ。




◆Middle 07◆夜に抜ぬけだして




　遊び疲つかれ……夕方から眠ねむり続けていたノエルが目を覚ましたのは、周囲がすっかり暗くなってからのことだった。

　窓から村を見下ろせば……周囲は、静せい寂じやくに満ちている。

　空に浮うかぶ月には雲がかかり、周囲の闇やみをより濃こくみせていた。

　日が変わるまでは、あと三時間ほど───。




　時が、迫せまっていた。




ＧＭ：というわけで、次のシーンに入ります。ここからは、ごく短いシーンがどんどん切り替かわっていくぞ。

クリス：お、おお？

ＧＭ：とりあえずここは……ノエルのシーン。アルテアもいる。他ＰＣは登場不ふ可かだ。

ノエル：はい。えっと今は……？

ＧＭ：時刻はだいたい夜の九時くらい。眠りから覚めて食事を取り……アルテアと一緒に与あたえられた部屋に帰ってきたところだ。アルテアは、お腹なか一いつ杯ぱいで満足そうだ（笑）。

ノエル：あたしは……みんなの前では明るく振ふる舞まいましたけど、今になってちょっと落ち込こんでいますよ。

ＧＭ：では、そんなノエルを見て、アルテアはやや心配そうな口調で……「どーしたっ？　はらでもいたいか？　しにそうか？」

ノエル：い、いや……っ（笑）。

ＧＭ：「（矢や継つぎ早に）く、くらいかおをするなっ。いきていればいいことあるぞ！」ノエルの周りをぐるぐる歩きながら、一生懸けん命めい話し掛かける。

ノエル：…ふっ……（と、噴ふくように笑って）……そ、そうですね！　アルテアさんを見て、なんか深刻に考えてもしょうがないってわかって……笑い出します（笑）。

ＧＭ：「ど、どーした！　いきなりわらって!?　こわれたか!?」

ノエル：い、いえ……（笑）。ありがとう、アルテアさん。今のはあたしを慰なぐさめてくれたんだよね？（笑）

ＧＭ：「……気にすんな！　あたしとおまえのなかだ！」

ノエル：あはははは（笑）。

ＧＭ：「でも、おまえにトランはやらないぞ」

ノエル：い、いやその……トランさんは、アルテアさんの大事な人ですもんね。取ったりしませんよ？　ただ……もう少しだけあたしに貸かしておいてください（笑）。

ＧＭ：「こわすなよ」

ノエル：壊れたら、直して返しますよ。

トラン：ま、まるで物扱い……わたしはブリキのおもちゃですか。

ＧＭ：「ぜったいに……かえすか？」

ノエル：うん、責せき任にん持って返すから。

ＧＭ：では、それまでどこか不安そうな顔をしていたアルテアの表ひよう情じようがぱっと明るくなって……「やくそくだぞ！」

ノエル：はい、約束です（笑）。

ＧＭ：「お、おまえ……みかけによらずいーやつだ！」（一同爆ばく笑しよう）

ノエル：ちょ…っと……この子の目にはあたし、どう映うつってるんでしょうか……（笑）。

ＧＭ：「じゃあおまえに、とくべつにいいばしょっ、おしえてやる！」

ノエル：は？　いい場所ってなんですか？

ＧＭ：「いまはひみつだ！　だれにもおしえるな！」

ノエル：だ、誰だれかに知らせなくてもいいのかな……。

ＧＭ：すると、アルテアの目がくわっ、と見開き……「しらせちゃだめだ！　おとなはおこるからな！」

ノエル：お、怒おこられるような場所なんですね……（笑）。近くなんですか？

ＧＭ：「みぎのほうだぞ」

ノエル：こ、答えになってない……（笑）。

ＧＭ：「おう！　いくぞ！」

ノエル：えと、まだ洞どう窟くつの門が開くまで、まだ時間ありますか？

ＧＭ：あるね。しかも夕方から寝ねていたせいで、ちっとも眠くない。

ノエル：ま、まあ村の中ならすぐ戻もどって来れそうですね。じゃあ……行っちゃおうか！

ＧＭ：「おー！　おまえ、はなしがわかるやつだ！」杖つえを手にとって……アルテアは意気揚よう々ようと歩き出した。「どーした！　いくぞ！」

ノエル：はいはい（笑）。

ＧＭ：じゃあ、ノエルは誰にも知らせずに、行くんだね？




　実は、これが選せん択たく肢しだったことにノエルは気づいていない。




ノエル：ええ、行きますよ～（あっさり）。

ＧＭ：ＯＫ。では、キミはアルテアに先せん導どうされて、この部屋を出て行った───というところで、一回シーンを切りまーす！




◆Middle 08◆終わりの足音




　静かに流れる時間。

　霧きりに守られ、この村はこれまでゆっくりと時を刻きぎんできた。

　ともすれば、時間が止まっているかのような……そんな錯さつ覚かくにさえ陥おちいる。




　だが、時は今……動き出す。




ＧＭ：では、ここから他の三人のシーンにいこうか。場所は、キミたちに与あたえられた部屋。食事がすんで……三人一いつ緒しよにいると思ってくれい。食後のほんのひととき……そんな感じ。

クリス：うむ、食った食った。

ＧＭ：……と、そんなところでエイプリル。【感知】で判はん定ていしてくれ。

エイプリル：【感知】？　難なん易い度どは？　それと……なんの判定だ？

ＧＭ：難易度は12。内ない容ようは……キミがあることに気づくか───ひいては、キミがかっこつけられるかどうかという大事な判定だ。

トラン：それは大事だっ！（笑）

エイプリル：フェイトを２点使用する。

クリス：６以上で成功するのに２点……４Ｄで振ふるのか！

エイプリル：ああ、ここは万ばん全ぜんを期すのがいいだろう。（ダイスを振る）……５。失敗。

一同：おい──────っ!!（大爆笑）

トラン：うそ──────っ!!（大爆笑）

ＧＭ：こ、ここ……運命の分かれ道でもあるのに……（笑）。

クリス：ダイス目……２、１、１、１!!（笑）

エイプリル：スキルの封ふう印いんを解とくのに１点使用しているので、残るフェイトは２。このうち１を使って判定を振り直し、残る１でダイスの数を増ふやす。

ＧＭ：うおっ、これでフェイト０か！

エイプリル：かまわん（ダイスを振る）……14！　よし、成功。

ＧＭ：では、キミは……これまで多くの戦いに身を投じてきた過か去こがあったゆえに、気づくことができた。窓まどの外に広がる風景は、さっきまでとなにも変わることはない。しかし……。

エイプリル：おもむろに立ち上がって、窓の方向に振り返る。

クリス：？　どうした、エイプリル。

ＧＭ：エイプリルが気づいたのは、かすかな……この村を取り巻まく微び妙みような空気の変化。周囲に満ちた……殺気だ。

エイプリル：（つぶやくように）トラン……敵てきが来る。

トラン：は？　と、まぬけな声をあげて窓から外をのぞきます。

ＧＭ：周囲の風景に、なにも変化はない。

トラン：……敵、ですか？

エイプリル：トラン、長に伝えてこい。敵に襲しゆう来らいに備そなえろ、と。

トラン：では、エイプリルのただならぬ雰ふん囲い気きからそれが真実だと察して……わたしは長の家へと向かいます。

ＧＭ：ＯＫ。では、トランが駆かけ出していったあと……窓の外を眺ながめていたエイプリルは、さらに、気づいた。

エイプリル：……なんだ？

ＧＭ：夜の村の風景……視し界かいの片かた隅すみに、村の外に向かって駆け出していくふたつの人ひと影かげにだ。

エイプリル：その影は、もしかして小さいか？

ＧＭ：そのとおり。

ノエル：それって……もしかして～……。

エイプリル：……ノエル、アルテアかっ。ち……っ、あの馬ば鹿か……！




　エイプリルは、ひとつ舌を打つと……───部屋を、飛び出した。




◆Middle 09◆進言




　あまりに突とつ然ぜんなトランの言葉に、ユージンはけげんな表ひよう情じようを浮うかべた。

　だが、彼にはすぐ理り解かいした。

　彼の言葉に、真実が込められているということに。




ＧＭ：では、ここで再ふたたびさくっとシーンを切り替かえて……トランのシーンだ。舞ぶ台たいは……。

トラン：ユージンの家ですね。

ＧＭ：そうだ。トランのいきなりな申し出に、長がとまどっているとこから始まる。「敵……が来るだと？」

トラン：ええ、敵がきます。すぐに村の者に招しよう集しゆうをかけて一カ所に……できれば守りやすいところに集めてください。

ＧＭ：ユージンは、少しきょとんとした表情を浮かべたのちに───「……馬鹿なことを言うな。この森は、お前も知ってのとおり数百年にわたって迷まよいの霧きりに守られてきた。こちらから迎むかえを出しでもしない限かぎり……村の位置を特定することはできんのだよ」

トラン：それでも、です。

ＧＭ：「……いったい、どこの誰がこの村を襲しゆう撃げきできると言うのだね？　誰だね、そのような根こん拠きよのないことを言ったのは」

トラン：信しん頼らいできる仲間の助言です。彼女のカンは、アテになります。

ＧＭ：「数百年の間、この村を守り続けてきたという事実より、その言葉を信じる。……そう言うのだな？」ユージンは、少し表情を引き締しめる。

トラン：───そうです。

ＧＭ：ユージンはけわしい表情のまま、二秒沈ちん黙もくしたのちに……おもむろに立ち上がって声を発した。




「……誰かおるか！　至し急きゆう、村中に伝達せよ！

　中央広場の講こう堂どうに集まれと!!」




◆Middle 10◆不運な者たち




　夜の森は、真の暗くら闇やみに満たされていた。

　街から離はなれればそこに光はなく、アルテアの持つ松明たいまつの灯あかりだけが頼たよりだった。




ＧＭ：……それでは、ノエル。次はキミのシーンを演えん出しゆつしよう。シーンの舞台は、村のはずれ。夜の闇の中……キミを先せん導どうしていたアルテアが、ふいに立ち止まる。「ついたぞ！　ここだ！」

ノエル：こ、ここって言われても～……なにがあるんですか？

ＧＭ：そこは、昼に行った洞どう窟くつからそう離れていない場所だ。「あそこを見ろ！」と、アルテアが指さした先───暗闇ではっきりとは見えないのだが……岩いわ肌はだに亀き裂れつが入っているのがかろうじてわかる。

ノエル：あれはなんですか？

ＧＭ：「あそこ、マビノギがかくされているばしょにつながっている！　こないだあったじしんで、できました！」

ノエル：え、えぇ───っ!?

トラン：なんでそれをお昼に言わないんだっ!?

ノエル：な、中に入ったことはある？　誰かに知らせた？

ＧＭ：「はいりました！　おとなにはしらせてない！　しぬほどおこられるからな！」

ノエル：ア、アルテアさん……（笑）。

トラン：こ、こいつ……。

ＧＭ：「トランをかしかりするなかのおまえにはおしえておくぞ」なにやら大いばり。

ノエル：あ、ありがとう～……なのかな……。じゃあ、ちょっと行ってみようか？

ＧＭ：と、そんなとこで。ノエル、【感知】で判はん定ていしてもらおう！

ノエル：え……この判定って……大事ですかっ？

ＧＭ：すごい大事！

ノエル：や……や……（←いきなり逃にげ腰ごし）。大事な判定は必ず失敗するかと～。

トラン：だ、大だい丈じよう夫ぶです！　おもいっきって振りましょう！

クリス：ノエルの【感知】は……３か。難なん易い度どは？

ＧＭ：12だ。

ノエル：９以上……で、では……よいしょ……（と、ダイスを振る）……おお───ぉっ!?

トラン：クリティカルしたっ!?

ノエル：（涙なみだぐむような声で）よかったぁよかったあっ!!　あ～……すごいよかったあ……ぐす……ウェットティッシュ貸してください……（一同大だい爆ばく笑しよう）……よかったあよかったあ……っ!!　あー……もう～よかったあ……っ!!




　ここまで喜ばれると、ダイスの神様もきっと満足である。




ＧＭ：では、キミは気づいた。その岩肌の割われ目付近に……数人の人ひと影かげが見える。

ノエル：人影……？　村の人たち……？

ＧＭ：おそらくはちがう。ようやく目が闇になれてきたばかりだが、よく見れば……その体たい格かくからするとヒューリンだ。……つまりこの村の者ではないな。

ノエル：え、じゃあ……？

ＧＭ：さて？（笑）さらに言うと、その人影はみんな同じ鎧よろいを纏まとっているようにも見える。さらに、数人がかりで巨きよ大だいななにかを裂さけ目の中に運び込こんでるね。

ノエル：ア、アルテアさん……あそこに村の人とちがう感じの……ほら、見えるよね？

ＧＭ：「なんかいるか！　……おー……たしかになんかうごいてます!!」と大声をあげた。

ノエル：ちょ……とっ……と慌あわてて口をふさぎますっ。

ＧＭ：たむろしている人影が、動きを止めた。

ノエル：……。

ＧＭ：目をこらしてみれば……人影はキミたちの方を指さし───ややあって十人ばかりが、ノエルたちの方に走ってくる。

ノエル：み、見つかった……っ、逃げますっ！

ＧＭ：アルテアは、杖つえを握にぎりしめて目をきっ、とさせて言う。「ここはあたしにまかせておまえはにげろ！」

ノエル：えぇえええー……！　き、危き険けん、相手はたくさんいるんだよっ、あぶないってば、逃げよう！　かついで逃げます！

ＧＭ：そんなことしたら、追いつかれるぞ。

ノエル：あ、じゃ、じゃあ……っ、あ、ああ、ああー……アルテアさん、行って！　みんなに知らせてきてくださいっ。

ＧＭ：「それはめいれいか！」

ノエル：め、命令です！

ＧＭ：ユージンからアルテアが受けた命令は、ノエルの言うことを聞け、だ。使命感に目覚めたのか、彼女は村の方向に走り出す。「わかった！　にじゅっぷんまて！」

ノエル：に、二十分……もつかな……。

ＧＭ：「しぬなよ！」

ノエル：不ふ吉きつなあっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：では、ややあって……十人ばかりの騎き士しが、ノエルの目の前までやってきて一いつ斉せいに剣を抜ぬいた。「無む駄だな血は流したくないが、ここで我われ々われの存そん在ざいを露ろ見けんさせるわけにもいかん」

ノエル：カ、カラドボルグを抜きます！　でもこの人たち……どこから～……！

ＧＭ：「ここで鉢はち合あわせたのは、運がなかったとあきらめなさい」騎士たちが包囲を狭せばめるようにノエルに迫せまり───一斉に剣を打ち込んだ!!

エイプリル：……と、その時。静かな森の中に、乾かわいた銃じゆう声せいが響ひびく。

ＧＭ：「ぬう、何やつ!?」（一同爆笑）騎士たちはノエルの前からうしろに飛びずさり……銃声のした方を向く。いつのまにか晴れた空……月を背せにして銃を天に向ける女がひとり！　その銃口からは煙けむりがたなびいている。

ノエル：エイプリルさんっ!?

エイプリル：こんな時間に動き回るもんじゃないな、ノエル。

クリス：まったくだな、と私もノエルのうしろに現あらわれて……退さがって、と彼女の肩かたに手をかける。……登場して、いいんだよな？

ＧＭ：ＯＫです（笑）。さっき、エイプリルが判定に失敗してたら登場不ふ可かでした。

ノエル：クリスさん～（笑）。

クリス：夜にひとりで出歩いちゃだめですよ、ノエルさん。

ＧＭ：「……ふん、こんな時に我々と出会うとは───運の悪い奴やつが三人に増ふえました、か」

エイプリル：運が悪い？　たしかに、そうかもしれんな。ただし───。




　エイプリルが、目を細めて───言い切った。




「……運が悪かったのは、お前たちの方だ」




◆Middle 11◆運命の選せん択たく




　村は、夜だというのに喧けん噪そうに包まれていた。

　中央広場は、村人たちであふれかえり、今なおその人の数は増えつつあった。

　誰だれもが、危き機き感のない怪け訝げんな顔をしている。

　それは今からなにが起こるのか───誰ひとり、予よ測そくがついていないからだった。




ＧＭ：では、シーンを再ふたたび切り替かえて。場面は村の中央広場───トランのシーンだ。

トラン：ういす！　状じよう況きようは？

ＧＭ：この広場のわきには、大きな講こう堂どうが建てられており、村人の八割わり以上がすでにその中に立てこもった状じよう態たいにある。あと十分ほどもすれば、全員がこの場所に集合するだろう。

トラン：では、急いで……急いで!!　と人々を誘ゆう導どうしましょう。

ＧＭ：村人たちは、みんなわけがわかっていないようだ。言われるままに、トランの誘導に従したがってのろのろ集まってるだけな感じ。

トラン：でしょうね。

ＧＭ：とまあ、そんな時だ。「……トラン！」と、キミに駆かけ寄よってきたのはアルテアだ。

トラン：……おや？　姿すがたが見えないと思ったら……ノエルはどうしましたか？

ＧＭ：急いで走ってきたのか、トランの前にきてぜーぜー呼こ吸きゆうを整えると、彼女は言った。「ノ、ノエ……ぜぇぜぇ……ノ……」

トラン：お、落ち着いて話してごらんなさい。

ＧＭ：「……ノエルはしんだ！」

ノエル＆トラン：えぇっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

トラン：そ、それはいったい……。

ＧＭ：「りっぱなさいごだった！」

ノエル：ア、アルテアさんの中であたしは死んだことに～……（笑）。

トラン：アルテア……もう少しくわしく……。

ＧＭ：「あれはぜったいにたすかりません！　はやくたすけにいけ！」

トラン：どっちなんだっ!!（笑）

ＧＭ：とにかくアルテアはあわてた様子で、支し離り滅めつ裂れつに状況を説明し……。

トラン：でも、彼女の言うことはなんとなくわかったということで！　では、こっちに状況の変化がなければノエルを助けに……。

ＧＭ：ここで状況が変化します。

トラン：するのかっ!?

ＧＭ：うん。この村の周囲は深い霧きりに囲まれているのは想そう像ぞうできると思うが……。その霧にかすむ風景の一角───ふいに、オレンジ色の灯あかりがともった。

トラン：え……。

ＧＭ：続けて、周囲に伝でん播ぱするようにその松明たいまつの灯りとおぼしき淡あわい光が、村を包囲するように広がり、ともっていく。馬のいななく声に、喊かん声せいまで聞こえ始め……。

トラン：なんか包囲されてる！

クリス：さっきの騎き士しの本隊か……！　村を囲む数ってそのくらいいるんだ。

ＧＭ：光だけ見ても、三百はくだらない。

トラン：そんなにか！　モブ騎士が三十グループ!?

ＧＭ：ここに至いたって、村人たちも事態を理り解かいした。ざわめきが起こり始める。アルテアも、さすがに不安そうな顔でトランにしがみつき……。

トラン：こ、これは……。アルテアと村を取り囲む光を交こう互ごに見て……ユージンに聞こう。この村で戦える者は何人いますか！

ＧＭ：「むうぅ……儂わし、アルテアを含ふくめて４、５人というところか」

トラン：たったそれだけか！　騎士が村になだれ込んできたら一いつ巻かんの終わりだな……。こ、ここに残るべきか、ノエルの方に行くべきか……。

ＧＭ：では、しがみついていたアルテアが言う。「トラン！　おまえはノエルにかすとやくそくした！　だからいってこい！」

トラン：……周囲の松明の光が近づいてくる様子は？

ＧＭ：今のところ、ない。霧の中で無数の光が霞かすんでゆらぐのみだ。

トラン：……。

ＧＭ：？　「どーした、トラン！　いけ！」アルテアは今にも泣きそうな顔で叫さけぶ。

トラン：では……叫ぶアルテアをひょいと肩かたに乗せていいます。わたしは、ここに残ります。

ＧＭ：……え？「おい！　おやのゆーことがきけないのか！」

トラン：では、笑いかけながら言いましょう。───親を守らない子こ供どもがいますか？

ＧＭ：なにやら、アルテアの顔がボッ、と紅あかくなる。じゃ、じゃあここに踏ふみとどまるのか？

トラン：ええ。もうそれしかないかと。

ＧＭ：「トラン！　でも、ノエルは……！　ノエルを助けて、もどってくれればいいぞ！」

トラン：大だい丈じよう夫ぶですよ。だって……。




　トランは、なにかを信じるような、強い瞳ひとみで───言った。




「彼女には、わたしの信頼できる仲間がついていますから」




◆Middle 12◆襲しゆう撃げきの予よ兆ちよう




　足元に転がる、騎士。

　クリスには、その男のまとう鋼はがねの鎧よろいに見覚えがあった。

　戦せん慄りつが、走った。




ＧＭ：……というわけで、再ふたたび場面を切り替かえてノエルたちの方に視し点てんを移そう。場所はさっきと変わらず、村のはずれだ。今、キミたちの足元に騎士たちが転がっている。

クリス：フッ、たわいもない、と剣を収める。

ＧＭ：戦うのがノエルだけならともかく、さすがに三人相手だと勝負にならないわな……まあ、戦闘は終了で（笑）。

ノエル：クリスさん、エイプリルさん、ありがとうございます～。

エイプリル：だが、状じよう況きようは……悪い方向に進んでいるようだなと、村の周囲を見る。

ＧＭ：うん、キミたちもすでに気づいている。村を取り囲むように、霧きりの中に無数の松明の光が見える。

クリス：いつなだれ込んできてもおかしくは、ないな。

エイプリル：トランに合流するか？

ノエル：あ。あの……さっきあそこにある裂さけ目に大きな荷物を運び込んでいました。しかも、あの奥おくにマギノビがあるって言ってましたよ！

クリス：でかい荷物？

エイプリル：なんだ……？　そこに転がってる騎き士し、生きてる奴やつはいないか？

ＧＭ：では、いたことにしよう。「う、うう……」

クリス：なあ、その騎士って……私は見覚え、ない？

ＧＭ：では、【感知】で振ふってもらおう。

クリス：失敗したくないのでフェイト１点使用！（ダイスを振る）【感知】と足して17！

ＧＭ：では、暗くら闇やみの中で改めて気づいた。その男とまとう鎧は、そう、キミの所しよ属ぞくするヴァンスター神しん殿でんで使用されているものだ。

クリス：やっぱりそういう話か！　おい、男！　起きろ！

ＧＭ：「う、うう……」男は、目を覚ました。

クリス：貴き様さま、マティアス様の配下の者か！

ＧＭ：「な、なぜ邪じや教きよう徒とがその名を語る……！」

クリス：馬ば鹿か野や郎ろう！　私のこの勲くん章しようが目に入らないか！

ＧＭ：「そ、それは……我わが騎き士し団だんの長の証あかし……！」

クリス：よし、理り解かいしたな。お前たち、ここでなにをしていた。

ＧＭ：「……。もうしわけありませんが、それを言うことはできません。あなたがお偉えらい方でも、我われ々われの命令系けい統とうはあくまで一本！　マティアス様、そしてゴウラ様からの命令以外、聞くことはできません！」

クリス：ゴウラ先せん輩ぱいの指し揮き下かの騎士か！　って、先輩はヴェンガルド峡きよう谷こくの魔ま物もの討とう伐ばつに向かっているはずじゃ……。

エイプリル：実はこの村が目的だったのでは？

ＧＭ：そのとおりだ。この村は神殿から見れば邪教徒の村。しかも永ながきにわたって霧に隠かくされてきた場所だ。ここの存そん在ざいを暴あばき、殲せん滅めつしたとなればその評ひよう価かは高い。

クリス：……。おい、ここの村の人間は決して邪悪なものではない。今すぐ、攻こう撃げきの中止を進言してくるんだ。

ＧＭ：「その言葉をそう易やす々やすと信じられると思うてか！　それに……もう遅おそい」

クリス：え？

エイプリル：もう……遅い？

クリス：お前ら……いったいここでなにをしていた。

ＧＭ：「……」

クリス：まさか……爆ばく弾だんでも仕し掛かけた……？

ＧＭ：男はなにも答えない。

クリス：仕掛けたのかっ!?

ノエル：あ……あっ、さっきなんか洞窟に運びこんでましたっ!!

エイプリル：なるほどな、だから村を包囲してる騎士団は村に突とつ撃げきしてこないのか。

クリス：でも、爆弾ひとつで村を滅ほろぼすなんてできるか？

エイプリル：だったら、なぜわざわざ爆弾なんか仕掛ける。

クリス：……。

ＧＭ：データ的には再現できるぞ。たとえば［シーン全体に攻撃、10Ｄ６の魔法ダメージを与あたえる］爆弾だったら村人はほぼ全滅する。

クリス：……。これ、さっきの判はん定ていでノエルが失敗してたら……。

ＧＭ：うん、気づいてなかった。

ノエル：よ、よかった───っ、よかった───っ!!

クリス：では、おもむろに立ち上がって───ゴウラ先輩に作戦中止を進言しにいく時間はおそらくないだろうな。すると……。

エイプリル：選せん択たく肢しは、ふたつか。あの裂け目のどこかに仕掛けられた爆弾を除じよ去きよしにいくか……村に戻もどってトランと合流するか。

クリス：トランがここにこないところを見ると、村の防ぼう衛えいに参加してると見るべきだな。奴のことも心配だが……。

ノエル：トランさんが心配？

クリス：村の方も心配だが……。

ノエル：い、言い直さなくても……。

クリス：ひとりだけ、村に戻る？

エイプリル：いや、ここは爆弾を除去しにいく方が優ゆう先せんじゃないか？

クリス：……ＯＫ、ノエルさん、それでいいですよね？

ノエル：はい！




　三人は、武ぶ器きを収おさめて駆かけ出していく。

　……この選択は、まちがってはいない。

　そのはずだった。




　そう……この、時点では。




◆Middle 13◆もうひとつの選せん択たく肢し




　それは、運命を分かつ選択だった。

　物語は、想定の外に道を創つくり……動き出していた。




ＧＭ：では、場面切り替かえて再ふたたびトラン……村の方に視し点てんを移うつそう。

トラン：お？　まだなんか起こるのか。周囲の様子は？

ＧＭ：さっきと変わったことはない。村の周囲の霧きりの中、無数の炎ほのおの光がゆらぐのみ。

トラン：ユージン様、これは逃にげだす準じゆん備びをした方がいい。

ＧＭ：「……逃げる？　逃げるだと？　この状じよう況きようでどこに逃げろというのだ！」

トラン：ですが、ここを脱だつしないと村は全滅です。死ぬ気ですか。

ＧＭ：「むざむざ死ぬ気はない。最後まで戦おう」

トラン：それは死ぬのと同じ意味ですよ！　あなたは長でありながら、こんな小さな子まで見殺しにするつもりですか？

ＧＭ：「……だが、我々は世間を捨すてた身。この村の外では暮らすことはできん」

トラン：大だい丈じよう夫ぶです。全員無事に脱出できたら……村人のみんなは我わがダイナストカバルでお預あずかりしますよ。

ノエル：おお～っ、そ、それですよ！（笑）

トラン：もっとも……資し金きん稼かせぎで海の家とか手伝ってもらいますが。

ＧＭ：「ヤキソバ作ったりか……？」

トラン：ええ、かき氷とかもです。

ＧＭ：ユージンは、そこでふっ、と肩かたの力を抜ぬいて……言った。「いいだろう。我々はダイナストカバルのために、海の家でもなんでもやろう」

トラン：おお！（笑）一気に何百人か組そ織しきの構こう成せい員いんを増ふやした！（笑）

ＧＭ：「ヤキソバ、かき氷……なんでもこいだ」そんな冗じよう談だんまじりのセリフを吐はきつつも───ユージンは、そのシリアスな表ひよう情じようを崩くずさない。「だが、まずはどうやってこの状況を突とつ破ぱするかだが……」

トラン：わたしに考えがあります。思ったんですが……この霧って魔ま法ほうがかかった迷まよいの霧なんですよね？

ＧＭ：「？　そうだが」

トラン：つまり、霧の奥おくに逃げ込んでしまえば、敵てきも追ってはこれない。

ＧＭ：あ、なるほど。そのとおりだ。

トラン：村人の先頭に、ユージンを含ふくめた戦せん闘とう力りよくのある者を配置して、一点突破しましょう。そのまま霧の中に逃げ込めば……最さい小しよう限げんの被ひ害がいですむかもしれません。

ＧＭ：「なるほど───理り解かいした。だが、縦たてに伸のびきった村人の列が左右から襲おそわれたらひとたまりもなくないか？」

トラン：わたしが最初に村の正面門に火でも焚たいて、囮おとりになります。

ノエル：え、えええええっ!?

ＧＭ：「それは危き険けんだ。その役目は、儂わしがやろう」

トラン：失礼だが、あなたの力では……太た刀ち打うちできません。

ＧＭ：「く、たしか儂は長く戦える身体からだではない。古ふる傷きずを……知っていたのか」

トラン：そーだったのか！（笑）……それに、あなたには村人を誘ゆう導どうして包ほう囲い網もうに穴あなを開ける役目があります。あなただって、助かるか───わかりませんよ。

ＧＭ：「……そうだな。だが、やり遂とげてみせるよ」

トラン：ええ、お願いします。では、村人を集めて……裏うら手ての門へ。わたしは正面の門に向かって火を焚きます。

ＧＭ：「……わかった。お互たがい無事だったら、あとで大首しゆ領りようも交えて……酒でも酌くみ交かわそうじゃないか」（一同大だい爆ばく笑しよう）

トラン：死にフラグ立ててどーすんですか！（笑）村長、死んじゃいますよ！（笑）

ＧＭ：……って、トラン……ほんとに残るのか？

トラン：ノエルたちが向かった場所でも戦闘発生するでしょうし……実は正直迷ってます！

ＧＭ：ちなみに、どんな状況になっても敵のデータや数は変えないからな（笑）。

トラン：望むとこです。（ちょっと考えて）……よし、決めた！　ここは立場的にも残るとこでしょう！

ノエル：ト、トランさん大だい丈じよう夫ぶですか……？

トラン：まあ、なんとかなるでしょう！

ＧＭ：（ちょっと考えて）……んー……。

トラン：？　どうしました？

ＧＭ：いや……シナリオで用意した展てん開かいと変わってきて……シナリオをどう進めるか、検けん討とう中ちゆう（笑）。

トラン：大丈夫ですか？

ＧＭ：てっきりトランはノエルたちと合流するものと考えていた。が……。

トラン：そうした方がいいなら合流しますが……ここは村人のために残った方がかっこいいかと！（笑）

ＧＭ：（ちょっと考えて）……ＯＫ、腹はらを決めた。クライマックスのシチュエーションが変わるが展開を思いついたのでなんとかなるだろう！　……ではここでシーンを切ります！




◆Middle 14◆ダイスの神様




　それは、静かな村に破は滅めつをもたらすもの。

　数分後には訪れるであろう惨さん劇げきを止めるために三人は闇やみの中を進む。




ＧＭ：では、再ふたたび視し点てんを変えてノエルたちの方にいこう。キミたちは、アルテアに教えられた岩の裂さけ目から……その闇の奥おくへと侵しん入にゆうしていく。裂け目といっても、人が横にふたり並ならぶほどの幅はばはあるがね。

エイプリル：では、今のうちに頭装そう備びをカフヴァールに変へん更こう。

ＧＭ：了りよう解かい。歩き出して十分ほど───キミたちは、その裂け目の出口へとたどり着いた。抜けだした場所……そこは、いきなり人工的な建けん造ぞう物ぶつの中であることがわかる。

ノエル：えっと……マビノギが収おさめられている場所？

ＧＭ：そうだ。石いし畳だたみに、石で組まれた壁かべ───あきらかに人工の建造物だね。通路の壁にできた裂け目から出てきたようだ。

クリス：誰だれかいる？　物音とかは？

ＧＭ：通路の左方向……おそらくは、この建造物の奥まった場所の方に人の気配と、話し声のようなものが聞こえる。左方向に進んだ先は、開けた場所のようだ。

エイプリル：では、そこまで近づいて……部屋の中をそっとのぞく。

ＧＭ：そこは、円形の広場になっており、さらに奥に通路が見える。で、部屋の中央に……数人の人ひと影かげと、なにか大きな円えん筒とう形けいのシルエットが３つ。

クリス：あれが……爆ばく弾だんか。

ＧＭ：「よし、これで準じゆん備びできたな。スイッチ、入れろ」と声がする。その直後、〝ヴン……〟という振しん動どう音おんが鳴って……その円筒形の物体に灯ひが入った。

クリス：げ。

ＧＭ：「よし、本隊の方にもどるぞ」「あ、ああ。それよりも……ここ、なんなんだろうな。いい具合に洞どう窟くつを見つけたと思ったら……ここ、人工の建造物だよなあ？」

トラン：なんですか、その説明的なセリフは！　わかりやす！（笑）

エイプリル：なるほど、奴やつらはここにマビノギがあることを知ってるわけじゃないのか。

ＧＭ：うん、ただ爆弾を仕し掛かけるにちょうどいい場所を探さがしていて、たまたまここを見つけたようだね。

エイプリル：では、部屋に入ってその男たちの足元に銃じゆう弾だんを撃うち込こむ。

ＧＭ：〝タン……！〟暗闇の中で、銃弾が跳はねて火花を散らした。男たちは、身体からだをびくりと震ふるわせて凝固する。

エイプリル：ここでなにをしている───答えろ。

ＧＭ：「ぐ……じゃ、邪じや教きよう徒とか！」

エイプリル：こちらの質しつ問もんだけに答えればいい。でなければ、お前たちは二度と外の空気を吸すえなくなる。

ＧＭ：「…………」男たちは、顔を見合わせる。

エイプリル：もう一発銃弾を撃ち込む。「聞こえなかったか？　質問に、答えろ」

ＧＭ：ちなみに、背後の円筒形の物体に刻まれた数字がカウントダウンを始めている。９９５、９９４、９９３───。

ノエル：ま、またカウントダウンですよ……！

エイプリル：黙だまってる場合じゃないだろう？

ＧＭ：男たちのひとりが、ノドから振ふり絞しぼるような声で言う。「もう、わかるだろう？　こいつは、爆弾さ。爆発すれば……２キロ四方が、ふっとぶ。具体的には［シーン全体に攻こう撃げき、10Ｄ６の魔ま法ほうダメージを与あたえる］だ」（一同大だい爆ばく笑しよう）

クリス：ぐ、具体的だ！（笑）

ＧＭ：「……さ、さあ話したぞ。道をあけろ」

エイプリル：止める方法は。

ＧＭ：「そんなものはない！　一度動き出したら、破は壊かいでもしない限かぎり止まりはしない」

クリス：円筒形の数は？

ＧＭ：全部で三つ。ただし、カウントを刻きざんでいるのはそのうち一体だけだ。残るふたつは、数字を刻んでいる物体を守るように立っている。

エイプリル：よし、行け───。

ＧＭ：（え？　逃がすのか）「……く」男たちはくやしそうに駆かけ出していった。

クリス：行かせていいのか？

エイプリル：ああ。あいつら、ちゃんと教えていったからな。この爆弾……破壊すれば、止まると。大方、近づくと手足が生えてゴーレムにでもなって戦せん闘とうになるんじゃないか？

クリス：……よし、そうとわかれば……ぶっこわします!!

ＧＭ：ＯＫ！　では、クリスは武ぶ器きを抜ぬいて、カウントダウンしている円筒形の物体に近づいていく。

クリス：コツコツコツ……。

ＧＭ：コツコツ……ゴン。

一同：ゴン？

ＧＭ：爆弾にたどり着く前……その数メートル手前で見えない壁にぶつかった。

クリス：は、鼻が……じゃなくて！　なんだ？　なんか防ぼう御ぎよ壁へきがある！

エイプリル：これをぶっ壊こわさないと、爆弾本体にたどり着けないってことか。

クリス：では……剣けんでたたき割わる！

ＧＭ：クリスが、見えない壁に向かって掲かかげた剣を振り下ろす───が。〝ギィンっ！〟。刃やいばが命中した場所だけ一いつ瞬しゆん、光が弾はじけ……剣はいともあっさり跳ね返される。

クリス：なにいっ!?

エイプリル：物理攻撃が……効きいていない？

ＧＭ：効かないわけじゃない。物理攻撃に対する防御力が高いだけだ。

クリス：それは事実上、効いてないのと同じです。

エイプリル：ち、トランも連れてくるべきだったか───？

トラン：裏うら目めだったか……？

ノエル：と、トランさんを呼よびに行きますかっ。

クリス：いや……その時間もないだろう。行って帰って間に合いませんでした、ではシャレにならない。カウントダウンは始まっています。

ノエル：これ……カラドボルグじゃだめですか……？

クリス：なるほど！　それなら防御力を無む効こうにできるか！

エイプリル：ヘタすると無む駄だ打うちになるかもしれないが……試ためさない手はないな。頼む！

ノエル：い、行きますよお……っ……。

クリス：命中判はん定ていは、いります？

ＧＭ：ああ、よけるわけでもないし、なくてい……。

クリス：できれば、命中判定させていただきたい！　命中判定すればクリティカルするかもしれない。そうすると、ダメージが増ふえる！（笑）

ＧＭ：あ、なるほど（笑）。じゃあ、ありでいこうか。こっちの回かい避ひは０で、ダイスも振ふらないことにする。

ノエル：じゃあ、えっと……。

クリス：壁かべの【ＨＰ】がいくつかわからないので、全力でいきましょう。

ノエル：カラドボルグの能のう力りよくと《バッシュ》、《スマッシュ》に……。

クリス：あ、《ダンシングヒーロー》もです！　命中判定でダイスが一個こ増えればクリティカルの可か能のう性せいも上がる！

ノエル：あ、そか、そーですよね！《ダンシングヒーロー》も使いますよぉ……（と、ダイスを振る）───クリティカルは……しませんっ。

ＧＭ：では、ダメージロール、どうぞ！

ノエル：７Ｄ振ります！（ダイスを振る）……やぁああっ、どうしよう───っ!?




　ダイス目……１、１、１、２、２、５、６。




クリス：７Ｄで……18！（笑）




ＧＭ：まあ、期き待たい値ちは[image: ]だし……たいした差はない！（ほんとか）５と６も出てるし！

ノエル：ポ、ポジティブに考えましょうポジティブに！　ご、合計で40です～……！

ＧＭ：ノエルが空間に剣を、叩たたき込んだ。その瞬しゆん間かん、なにもないその場所に……亀き裂れつが入る！　だが……足りない！　かろうじて……バリアはその機き能のうを維い持じしている。

クリス：届とどかないか……っ！

ＧＭ：あと10点……（笑）。

エイプリル：だが、カラドボルグで破は壊かいできることはわかった。

ノエル：つ、続けますかっ。

エイプリル：ああ、ここでやめる手はない。あと10点なら、素すの攻こう撃げきでもいける。

ノエル：……じゃあもういっかい！　《ダンシングヒーロー》だけ使います！

クリス：《ダンシングヒーロー》……いる？

トラン：まあ、七回使えますし。

ノエル：ですよね！　いきますよぉ……！（ダイスを振る）……えぁうあうぁえ───っ!?

一同：うおあっ!?（大だい爆ばく笑しよう）




　ダイス目……１、１、１、２。




ＧＭ：だ、《ダンシングヒーロー》使ってなかったら……ファンブルだったかも……（笑）。

エイプリル：またカラドボルグを空打ちするとこだった……。

ノエル：きくたけさん……ひどいですよ！

ＧＭ：俺おれはなんもしてねえっ!?　……そ、それはともかくとして、もうダメージロールするまでもない。〝パアン……っ、シャラシャラシャラ……〟と、薄うすいガラスが砕くだけるような音と共にバリアは砕け散った！

クリス：よしっ！

ＧＭ：と、同時に。

一同：同時に!?

ＧＭ：〝フィぃぃいいいいいいいいいいん……！〟警けい報ほうが鳴り始めて、奥おくにたたずむ三体の円えん筒とう形けいの物体が……立ち上がった!!

クリス：ほんとにゴーレムかよっ!?

ＧＭ：爆ばく弾だん役のゴーレムと、それを守る護ご衛えいゴーレムが二体だ。これはマティアスが極ごく秘ひで開発したと言われる、侵しん攻こう戦用ゴーレムである！

クリス：どっちにしろ……ぶっ倒たおすだけだ！

ノエル：これを倒さないと村が……！

ＧＭ：と、全員が戦せん闘とう体たい勢せいに入ったところで一いつ旦たん、ＧＭシーンを挟はさみます！




◆Middle 15◆ゴウラ　───ＧＭシーン




「なに……？」




　ゴウラは部下からの報ほう告こくを受け、面おも白しろそうにほくそ笑えんだ。




ＧＭ：───村を取り囲む霧きりの中……そこに蠢うごめく無数の人ひと影かげ。このＧＭシーンは、そんな場面から始まる。

トラン：村を包囲している騎き士し団だんか。

ＧＭ：うん。その中の、ひときわ大きな人影……団長であるゴウラが、部下からの報告を受けている場面だ。報告をしているのは、洞どう窟くつの中で爆弾ゴーレムを設せつ置ちしていた奴らね。

クリス：我われ々われが逃にがした奴やつか。

ＧＭ：部下は、肩かたで大きく息をしている。かなり急いで騎士団本隊に戻もどったようだ。ゴウラは、彼らの報告を聞いて……「ほう、気づかれたか……となれば、爆発は起こらない───と考えるべきだな」ニヤリと笑む。

クリス：じゃあ、部下が言います。「ゴウラ様、それを喜んでいるようにみえますが……」

ＧＭ：「一方的に相手を虐ぎやく殺さつするような作戦は、騎士の誇ほこりを賭かけた戦いとしてふさわしくない。マティアス様直じき々じきの作戦ゆえ、素す直なおに従したがっていたが───」

クリス：おお、さすがゴウラ先せん輩ぱい！

トラン：まともな奴だ！

ＧＭ：「……面白い！　四十騎ばかり、ついてこい！」手た綱づなを引き、ゴウラは馬と共に駆かけ出す。それに続くように、四十騎ばかりの騎士が、それに追つい従じゆうして走り出した。

トラン：来る……。

ＧＭ：そう。村を囲む壁かべ……正面の門に、トランが焚たいた炎ほのおの光が見える。ゴウラは、それが自分たちを誘さそい出すものとわかっていながら、光めがけて馬を疾はしらせる。……そんな場面が演えん出しゆつされたところで、シーンの視し点てんを切り替かえよう！




◆Middle 16◆トラン




　霧の中、遠方に霞かすむ炎が……動いた。

　大きな炎の群むれの中から飛び出したいくつもの光は、霧の中でひとつの流れとなって、疾しつ風ぷうのごとく村へと迫せまる。




　トランは静かに、時がくるのを───待った。




ＧＭ：というわけで、場面変わってトランのシーンだ。キミはアルテアとふたり村の正門の前に立っている。ふと遠くを見れば、村に向かってくる五十近い、松明たいまつの光が見える。

トラン：……来たようですね。

ＧＭ：アルテアは、キミの肩の上で「いけー、トランー！」と、無む邪じや気きに騒さわいでいる。

トラン：村長たちは？

ＧＭ：村人を連れて、村の反対側の門へと向かった。

トラン：わかりまし……あ、ああ！　しまった、馬とか借りておくんだった！

ＧＭ：馬？

トラン：ええ、馬に乗ってれば、戦せん術じゆつに幅はばが出る！

ＧＭ：うーん……さすがに今からユージンのとこに戻って馬を借りるのは、時間的にきびしいかな……。すでに、ゴウラが率ひきいる部隊は、村の間近まで迫ってきている。

エイプリル：《派は遣けん販はん売ばい》はどうだ？

トラン：いや……今回、持ってきたギルドスキルから《派遣販売》を外しちゃって……くう、しまった《派遣販売》だったか！

クリス：持ってきてたらここで使って……「おっさん、馬を一頭くれ！」と。

エイプリル：いや、口くち笛ぶえを吹ふくと馬が突とつ然ぜん走ってくるんだろう。

クリス：ええ、請せい求きゆう書しよ付きで！

ＧＭ：それもマヌケだが（笑）。まあ、ギルドスキルのどれを持ってくるかで、戦せん闘とうが楽になったりそうでなかったり変化するのが面白いわけで（笑）。

トラン：まあ、なんとかなるでしょう。とにかく……ここでアルテアを肩からおろします。

ＧＭ：「お？　どーしたトラン！」

トラン：アルテア、あなたはユージン様の方に行ってください。

ＧＭ：「おまえといっしょにたたかうぞ!?」彼女はやる気まんまんのようだ。

トラン：いえ、ユージン様の側は多くの村人を抱かかえていますから……一点突とつ破ぱを成功させるためにも、戦力は多い方がいいです。

ＧＭ：「でも……」彼女は少し、不安そうな表ひよう情じようでキミを見上げる。

トラン：まかせなさいって。あなたが育てた男の実力を信じなさい！

ＧＭ：「ひ、ひとりでほんとーにだいじょうぶか！」

トラン：ええ。

ＧＭ：「い、いいな！　ノエルともやくそくした！　あいつ、トランがこわれてもあたしにかえすって言ったんだからな！」

ノエル：い、言いました言いました……っ。

トラン：大だい丈じよう夫ぶですよ。さあ、ユージン様を助けてあげてください。と、笑いながら言います。

ＧＭ：「……わ、わかった。いってくる！」アルテアはトランの笑え顔がおを見ると、安心したのか駆け出していく。そして、彼女が闇やみに紛まぎれて見えなくなるのと入れ違ちがいに───〝ドオォン……っ！〟轟ごう音おんと共に、正面の門が崩くずれ落ちた。

トラン：来ましたか……。

ＧＭ：……もうもうと砂さ塵じんが舞まい上がる。その中にゆらぐのは数十の騎き士しのシルエットだ。

「村の者はみな邪じや教きよう徒とだ！　ひとりたりとも逃にがすな」「おお！」

トラン：正せい確かくな数は？

ＧＭ：ゴウラと、騎士が四十人。

トラン：ちょっときついですね……まあ、村人が脱だつ出しゆつするまで時間を稼かせげれば───いいとしましょうか。

クリス：ついでに言うと、この数の敵てきが今、洞どう窟くつの方になだれ込んできたらかなりきびしい。前後から挟はさまれたら全ぜん滅めつしかねん。

ノエル：ト、トランさん～。

ＧＭ：破は壊かいされた門を越こえた騎士たち……その姿すがたが露あらわになる。先頭を歩くのは、２メートル近い巨きよ軀くに白銀の鎧よろいをまとった騎士ゴウラだ。トランはひとり───。




　トランはひとり、四十を越える騎士たちの前に立ちふさがる。

　それはいつもと変わらぬ、涼すずやかな表情だった。




ＧＭ：ここで、敵もトランの姿に気づく。仁に王おう立だちするトランを見て、騎士たちの先頭を歩くゴウラが足を止め……口を開いた。「……そこの男。この村の者か？」

トラン：……ええ、そのようなもんです。

ＧＭ：「では念のために聞こう。そこでなにをしている？」

トラン：あなた方から、この村を守ろうと思いまして。




　その時───トランの心は、不思議と冷静だった。

　それが仲間に対する信しん頼らい感からくるものだと、すぐに気づいて笑いがこぼれた。




ＧＭ：ゴウラはフッ、と笑い……「その心意気は買おう。そういう男は嫌きらいではない。だが無む駄だ死しにしたくなくば、道を開けよ」

トラン：無駄死に……ですか？

ＧＭ：「そうだ。俺は任にん務むを果たさねばならぬ。お前の世よ迷まい言を聞いている暇ひまはないのだ」

トラン：無駄死にはしませんよ。こちらにも、あなた方を易やす々やすと通せない理由があります。




　……その胸きよう中ちゆうに秘ひめるは、決意。




ＧＭ：「……なるほど。貴き様さまは捨すて石となって、少しでも爆ばく弾だんを解かい除じよする時間を稼ごう……そういうわけか」

トラン：ではそのセリフから、村に爆弾が仕し掛かけられたことを察知します。で、ノエルたちがここに現あらわれない理由がそれだと理り解かいする。

ＧＭ：ＯＫ。「この数を相手に稼げる時間なぞ、わずかなものだ。そんなわずかな時を得るためにお前は命を投げ出すというのか」




　そして……未来に託たくすのは、希望。




トラン：そのわずかな時間がほしいのですよ。わたしの仲間なら、必ずやあなた方が仕掛けた爆弾を止める。村人たちを脱出させることができる。

ＧＭ：「───脱出？」と、ゴウラがつぶやくと同時に、背はい後ご……遠くで爆音が鳴った。ここからではよく見えないが、裏うら側がわの門から脱出した村人の先せん端たんと、包囲していた騎士が接せつ触しよくしたようだ。

トラン：と、そういうわけです。

ＧＭ：「───なるほど」ゴウラは、愉ゆ快かいそうに笑えんだ。「だが、同じことだ。爆発が起これば、交戦中の邪教徒どもは巻き込まれる」

トラン：爆発は、起こりません。あなた方が、仲間の邪じや魔まをしにいくこともできない。

ＧＭ：「それは、俺をヴァンスター神しん殿でんの騎士ゴウラと知っての発言か」

トラン：もちろん。命を懸かければ、三分ほどの時間は稼げましょう。

ＧＭ：「手て加か減げんはせぬぞ？」

トラン：それはこちらも同じことです。

ＧＭ：「……名を、聞いておこう。お前の墓ぼ碑ひに刻きざむ名だ」言いながらゴウラが抜ばつ刀とうする。それに続くように、部下の騎士たちも同じく一いつ斉せいに剣けんを抜ぬき───。

トラン：では、落ち着いた表ひよう情じようで杖つえをかまえて……言います。




「我わが名は、トラン＝セプター。

　偉い大だいなるダイナストカバル……極東支し部ぶ長ちようだ」




　　　＊　　＊　　＊




　この時、トランの脳のう裏りに確かく信しんめいた予感がなされた。




　これが自分にとって、最後の戦いになるであろうことを。

　ノエルたちと共に過すごした旅の……




　……旅の終わりが、やってくるであろうことを。
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　　　　CLIMAX PHASE




◆Climax 01◆運命の導みちびきに




　そして、運命の刻は───訪れた。




ＧＭ：では、ここからクライマックス戦せん闘とうを始めるが……ちょっと状じよう況きようが特とく殊しゆなのでルールを設もうけよう。

クリス：ルール？

ＧＭ：うん、ふたつの場所で同時にクライマックス戦闘をする予定じゃなかったのでな！　すでにシナリオの想定とちがう戦闘だ。はっきり言って、かなり厳きびしいのはまちがいない。ざっと考えて以下のとおりです。





①このふたつの戦闘は、同じシーンの中で行なわれているものとする。

②戦場同士は、それぞれお互たがいを視し界かいに収おさめることはできない。よって、他の戦場に存そん在ざいするものを対象として、スキルを使用することはできない。

③ギルドスキルは使用していいものとする。

④戦闘が終われば、そこで戦っていたＰＣはもうひとつの側の戦場に移い動どうしてよい。

　登場できるのは、次の戦闘ラウンドにセットアッププロセスである。

⑤ひとつの戦場でＰＣが全ぜん滅めつしたら、敵てきは順番に［とどめをさす］。

⑥爆弾は４ラウンド目のクリンナッププロセスに爆発する。






一同：容よう赦しやねえ！（笑）

クリス：ということは、こっち側は一いつ刻こくも早く敵を全滅させて、トランの方に駆かけつけろってことだな。

トラン：こっちは敵を倒たおしつつ、１ラウンドでも長く生き残ること……か！　わたしがノエルたちの方に合流する選択肢は……ないか。洞穴にこいつらを連れてはいけん。

クリス：こっちから誰かひとりを村に送ってもいいが……４ラウンド内に爆弾を倒せなかったら本末転倒だよな……。

エイプリル：とにかく爆ばく弾だんゴーレムを先に叩たたこう。こいつさえ倒せば、こっちの目的は果たせる。

ＧＭ：む、そのとおりだ。では、戦闘の条じよう件けんとして教えておこう。爆弾ゴーレムさえ倒せば、他の２体は動きを止める。

クリス：お。

ＧＭ：もちろん、それをさせないために爆弾ゴーレムを守る二体がいるわけだがね。

トラン：《カバーリング》とか持っていそうだな……護ご衛えいのゴーレム。

ＧＭ：うひひ。では……いくぞ！




　こうして、運命の戦いは始まった。




　なお、行動順番は以下のとおりだった。




①ゴウラ　　　　　　　（行こう動どう値ち16）

②騎き士しモブ×４　　　　（行動値14）

③エイプリル　　　　　（行動値13）

④爆弾ゴーレム　　　　（行動値13）

⑤ノエル　　　　　　　（行動値８）

⑥ブレードゴーレム　　（行動値８）

⑦トラン　　　　　　　（行動値６）

⑧クリス　　　　　　　（行動値５）

⑨シールドゴーレム　　（行動値５）




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：では、まずはセットアッププロセス！

トラン：《陣じん形けい》を使わせてください！

ノエル：はい承しよう認にんっ、ぺんぺんっ！
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トラン：では《陣形》で……くるり反転して全力でうしろに走る。

ＧＭ：うおっ!?「……大口叩いて逃にげるだけか！」

トラン：すぐにわかりますよ……！　同時に、《ウィークポイント》を自分にかけます。

ノエル：あたしも《クイックステップ》＋《ウォーターステップ》使います！

ＧＭ：では、ブレードゴーレムの行動！《プロヴォック》を……クリスにかける！

クリス：うお、《プロヴォック》か！

トラン：渋しぶい戦せん術じゆつを……！




《プロヴォック》

【精せい神しん】による対決を行ない、これに勝利した場合、対象は自分に攻こう撃げきを仕し掛かけなければならないというウォーリアのスキル。




ノエル：え、え……？　自分を攻撃させることになんか意味が……？

クリス：このスキルをかけられると、私は爆弾ではなくブレードゴーレムを攻撃しないといけないんですよ。一刻も早く爆弾を叩きたいのに！

ノエル：あ、そか！　なるほどー！

ＧＭ：ついでに言うと、《プロヴォック》をかけられたものは、可か能のうなかぎり攻撃をしないといけない───つまり、《ヒール》なども使えなくなる。
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ノエル：そ、そか……。

クリス：とにかく判はん定ていだ！　こっちの【精神】は……７！

ＧＭ：ふはは、こっちは機械のくせに【精神】が12ある！　……勝ったなっ！（ダイスを振る）……うおっ、いきなりファンブルっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

一同：よしっ!!

トラン：ありがとう菊池さんっ!!

ＧＭ：くー……では、場面はトランの戦場へ！　ゴウラの行動！　ゴウラは、マイナーもメジャーも移動を選せん択たく！　トランにエンゲージ！「逃げられると……思うたか？」

トラン：逃げたわけじゃ、ありませんよ。

ＧＭ：続いての行動は、騎士４グループ！　うち２グループがゴウラと同じく移動してトランにエンゲージ！　残る２グループはマイナーで移動するのみでエンゲージしない。

クリス：うわ……ふたつにわかれた！　全員まとまると範はん囲い攻撃喰くらうからか！

ＧＭ：さて……？　では洞どう窟くつに視し点てんを移うつす。

エイプリル：《デスターゲット》で爆弾ゴーレムを攻撃！（ダイスを振る）……命中21っ!!

ＧＭ：クリティカルのみ……（ダイスを振る）……むりっ！

エイプリル：ダメージは（ダイスを振る）……36点！
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ＧＭ：〝ガィン！〟……鈍にぶい音と共に火花を散らし、爆ばく弾だんゴーレムの円えん筒とう形けいの身体からだに銃じゆう弾だんの穴あながあく！　防ぼう御ぎよは15！　よって【ＨＰ】へのダメージは21!!……まだまだ！

クリス：次は……爆弾ゴーレム！

ＧＭ：爆弾ゴーレムは、被ひ弾だんしたのに反はん応のうするように……その口とおぼしき場所のシャッターがシャコっ、と開いて───炎ほのおを噴ふき出す！

クリス：火炎放射器！（笑）

ＧＭ：対象は……ノエルとクリスのエンゲージだ！　くらえ、一千万度の炎を！（一同爆笑）噴き出された炎は、ふたりを巻まき込こみ……っ！

クリス：く、これはノエルを《カバーリング》確かく定ていか……？

ノエル：と、とりあえず回かい避ひを～……（ダイスを振る）……出たっ！　クリティカル出た出たっ！　すごいよ！　すごいよなんか……っ!?（←ぱちぱちぱちっと拍はく手しゆ）




　炎は、クリスのみを巻き込んだ。

　一千万度の超ちよう高こう熱ねつといいつつ……この炎は、クリスの重防御力と《プロテクション》により阻はばまれ……ダメージ０！

　まるで炎が、クリスをよけるかのように───。




クリス：（落ち着いた口調で）……この程てい度どの炎で、私を焼き尽つくすことはできない。

ノエル：か、かっこいいですよ……っ？




　と、ここでノエルの順番に。

　彼女は爆弾ゴーレムに突とつ貫かんすべく、メジャーアクションを使ってエンゲージを［離り脱だつ］する。もちろん、［離脱］した移動では、他のエンゲージに移動することはできないので、ノエルは爆弾ゴーレムの手前で……ストップ。

　続く行動は、ブレードゴーレムだった。





[image: ]





　その刃やいばの形けい状じようをした腕うでを……鋭するどくクリスにえぐり込む！




ＧＭ：命中は７＋４Ｄ……（ダイスを振る）……20！

クリス：い、意外に鋭い攻撃だ！　だが……！




　この攻撃のダメージロールは55点をたたき出すものの、やはりクリスの装そう甲こうと《プロテクション》に阻まれ……与あたえたダメージはわずかに14にとどまる。

　そして───ここで戦場の視点は、再ふたたびトランへ。




　このトランの取った戦せん術じゆつが───のちに大きく運命を左右することになる。




トラン：「……では、ここでわたしです。（ちょっと考えて）《マジックブラスト》＋《アースブレット》を、自分のエンゲージにいるゴウラ、騎き士し×２へ！　アガートラーム使用！　へたすると、これで死ぬんですけどね……（ダイスを７Ｄ振る）……【ＨＰ】が24減げん少しよう。

ノエル：え、えぇえ───っ……そんなに減るんですかっ!?　トランさん、【ＨＰ】36しかないのに……！

ＧＭ：銀の籠こ手てがトランの命を吸すいながら……その魔ま力りよくを爆発的に高めていく。この気配に、ゴウラは全身の毛が逆さか立だつような感覚をおぼえた。「ぬ……う？」

トラン：命中にはフェイト１点使用！（ダイスを振る）……命中は23！

ＧＭ：「い、いかん……！」とゴウラと二十の騎士は回避しようとするが……！　まず、ゴウラ……！（おもいっきりダイスを振る）




　転がったダイスが、テーブルの上のコマをなぎ倒たおす。




一同：……。
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ＧＭ：ストラーイク。

クリス：ストライクじゃなくて！（笑）

ノエル：お、押おし倒されましたよ……っ。

ＧＭ：ゴウラ、回避失敗。（ダイスを振ふる）……騎士も、無理！

トラン：さらにここでダメージロールに《マジックフォージ》……使用っ！

ＧＭ：うお、いきなり全力か！

トラン：もちろん……っ！（ダイスを振る）……86点っ!!

ＧＭ：ごあっ……！　そんなにくるのか……っ!!　トランを中心に、白銀のつぶてが嵐あらしとなってエンゲージ全体を包み込む！　無数のつぶては、そこに集まる二十以上の騎士の鎧よろいを次々と撃うち抜ぬき……っ！

ノエル：す、すごい……！

トラン：しかし……86か……っ！　これじゃ……っ。

ＧＭ：うん───白銀の光が収おさまった時……騎士たちは全員、その場に倒れ伏ふしている。立っているのは、ゴウラとトランのみだ。

一同：お、おおお───！

トラン：いや……。

ＧＭ：そうだ。騎士たちは死んだわけじゃない。《アースブレット》の効こう果かで［転てん倒とう］しただけだ。ゴウラに74点、騎士に77点のダメージ───。

トラン：ミスった……ダメージロールにフェイトを使っておくべきだったか……っ。

クリス：使う必要あったか？

トラン：86点ですから、仮かりに残るフェイトを２点つぎ込んでも……同じでしたかね。

ＧＭ：たしかに。騎士の【ＨＰ】は91。フェイトでダメージに＋２Ｄしても……その分だけで14を出さないといけないから、結果として倒せなかったな。出目しだいでは倒せたかもしれんが……。

トラン：しくじりました……かね。

ノエル：ト、トランさん……。

ＧＭ：ゴウラは称たたえるように、肩かたで大きく息をするトランに向かって言う。「た、たいしたものだ。今の攻こう撃げきは……すばらしかったぞ。だが……」

トラン：だが……なんですか？　まだ───……あ……っっ!!（心の底から悔くやしそうに）しまった……っ、馬ば鹿かやった……っ!!　そ、そっちじゃない……っ。




　ここで、トランはさらなる重大なミスに気づく。




トラン：こ、このミスは……致ち命めい的か……っ。




クリス：え……？

ＧＭ：……。

トラン：今の攻撃……後方に待機している騎士に撃たないとだめだ……っ。

エイプリル：？　なぜだ？　騎士２グループとゴウラにここまでの大ダメージを与あたえるのはまちがっていないと───。

トラン：わたしの目的は、１ラウンドでも長く生き残ること……。後方の騎士に撃てば……奴やつらは次のラウンドでマイナーアクションで起きあがるだけになって……。

クリス：…………あ、あああああああっ!!　そ、そうか……そういうことか!?




　ここに至いたってクリスも、気づいた。




トラン：ええ……後方の騎士に《アースブレット》を撃っておけば、奴らは次のラウンドのマイナーアクションで起きあがって、メジャー移い動どう。攻撃することができません……。

ＧＭ：だな───前ぜん衛えいの騎士とゴウラに撃つと、彼はふつうに立ち上がって攻撃、後方の騎士もマイナーで移動して、メジャーで攻撃が可か能のうになる。

トラン：次はゴウラと騎士四グループから、五連続の攻撃……しのげるか……っ？

ＧＭ：今のは、敵てきが全部トランにエンゲージした時の戦せん術じゆつだな……ダメージにフェイトをつぎ込むことも前ぜん提ていで。

エイプリル：……。

ノエル：クリスさん～……トランさんが……！

クリス：大丈夫……！　こっちが爆ばく弾だんゴーレムを倒たおせば……助けにいける!!　全力で倒しましょう！

ノエル：は、はい……っ！




　ここで視し点てんは、洞どう窟くつの中の戦せん闘とうへ───。

　クリスは目の前のブレードに攻こう撃げき、これを命中させるものの……シールドゴーレムから飛んできた《プロテクション》に阻はばまれ、ダメージは０！

　続くシールドゴーレムは、《ジョイフル・ジョイフル》をブレードゴーレムにかけ……判はん定ていに成功する。

　このスキルの効果で再ふたたび行動可能になったブレードゴーレムはクリスに攻撃を繰くり出すも、やはり《プロテクション》に阻まれてダメージはわずか８点にとどまった。




　そして、戦闘は次のラウンドに突とつ入にゆうする。





[image: ]





　セットアッププロセス───。

　ゴウラは《ホーリーアタック》を宣せん言げん、これによって即座に《ホーリーウェポン》をかけて攻撃力が＋15される。

　続くノエル側は再び《陣じん形けい》を宣言。

　ノエルが、爆弾ゴーレムにエンゲージするよう移動した。

　これにより、ノエルはブレードゴーレムに《プロヴォック》をかけられても、それを無む効こう化かできることとなった。ノエルが、次の行動でブレードゴーレムを攻撃することが不可能になったからである。……《プロヴォック》は、自分を攻撃することが可能な者にしか、その効果を表わさないのだ。




ＧＭ：ぬ……なるほど。これでノエルは爆弾ゴーレムを倒すことに集中できるようになったわけか。

クリス：ああ、エイプリルとノエルの攻撃で……爆弾ゴーレムを落とす！

ノエル：じゃあ……《クイックステップ》＋《ファイアステップ》を使いますっ。

トラン：自分に《ウィークポイント》を使用！

ＧＭ：く……ではセットアッププロセスの最後はブレードゴーレム！《プロヴォック》を……エイプリルに！

クリス：うわ、あっちにいった！

エイプリル：───《インタラプト》。《プロヴォック》を打ち消す。

ＧＭ：……くぅ。では、ここから通つう常じようの行動に入る。最初は……トランの方に視点を移うつして───ここから、ゴウラと騎き士しの五連続行動！

トラン：さあ……しのげるか……！

ＧＭ：ゴウラの行動！　マイナーアクションで《シャインストライク》！　ゴウラが剣けんの柄つかを握にぎり込み……魔ま力りよくを注ぐとその刃やいばが聖せいなる光の白に輝かがやく。ダメージが光ひかり属ぞく性せいになって……メジャーアクションで《バッシュ》！　ターゲットはトラン！　命中は14＋３Ｄ！

トラン：高いな……っ。

ＧＭ：「邪じや教きよう徒とよ───これが神しん罰ばつだ！」（ダイスを振ふる）……うおあああっ!?

一同：なにいいいいぃいい───っ!?




　３つのダイスは、すべて６の目を上にして制止した。




ＧＭ：クリティカルで……追加ダメージ３Ｄ……こ、これは……（←振った自分が動どう揺ようしている）。

トラン：さすがに回かい避ひは……無理。

ＧＭ：（ダイスを振る）……ダメージは75点っ!!　トランが二回死ぬようなダメージだ。白く輝く剣がトランの身体からだを薙ないだ。ゴウラは、その結果を確かく信しんし……剣を振り切ったあとにくるり、トランに背せを向ける。「……心意気だけでは、戦いには勝てぬ」

トラン：（すました口調で）いえいえ、まだ終わっていませんよ。ここで生命の呪じゆ符ふを使用！　戦闘不ふ能のうになるのを回避して……（ダイスを振る）【ＨＰ】は２点で生き残ります。

ＧＭ：「ほう……」ゴウラは振り返り、つぶやいた。「さすがはダイナストカバルの幹かん部ぶというだけは、ある」

トラン：大首しゆ領りようの手前、こうあっさり倒れるわけにはいきませんので。

ＧＭ：「だが、ここからの刃やいば───かわしきれるか！」

トラン：きなさい……っ！




　着込んだローブは、斬きり裂さかれ……肩かたで大きく息をする。

　表ひよう情じようこそ不ふ敵てきに笑えむものの───もはや、身体を少し動かすだけで激げき痛つうが走る。

　トランの生命いのちの灯ともし火びは消える寸すん前ぜんにあった。

　だが……




　ここからトランは奇き跡せき的な行動を……やってのける！




　ゴウラに続き、トランとエンゲージしていた騎士が起きあがり、一いつ斉せいに剣をたたき込こむ。《バッシュ》を重ねたこの攻こう撃げきに対し、トランは回かい避ひに失敗。

　ダメージロールの結果は53点───！




トラン：きびしい……っ、《蘇そ生せい》を使えばしのげるが……ギルド全体のことを考えればわたしのことは見み捨すてて《蘇生》はそっちのために温おん存ぞんしておく考えの方が正しいかも……！

ノエル：だめですっ……！《蘇生》を使います！

クリス：そうだ、ここで《蘇生》を渋しぶってどうする！　私たちがこのラウンドで爆ばく弾だんを倒たおせば……次のラウンドの頭に、そっちにいける！

トラン：ですが、このあとの騎士の攻撃をかわしきれるか保ほ証しようは……。

ノエル：あきらめちゃだめですよ！

トラン：……（少し考えて）……わかりました。では、《蘇生》を使わせていただきます!!　一旦、自分の【ＨＰ】を最さい大だい値ちの36まで回かい復ふく、さらに《サモン・アラクネ》使用！（ダイスを振る）……ダメージ22点軽けい減げん！　……23ダメージ、残り【ＨＰ】は……13！

一同：よし……っ！

ＧＭ：トランは一斉に打ち込まれた剣を、魔法で防ふせぎきり……しかし、ローブは、トランの血が大きく染しみ出している。「ぬう、まだ……倒れぬか！」

トラン：ええ……まだまだっ。




　続く２グループ目の騎士たちもまた、起きあがりざまにトランを一斉に攻撃した。

　魔ま術じゆつ師しのトランが回避に成功するわけもなくダメージは……47。




トラン：47……っ、《サモン・アラクネ》！　フェイトを２点使用して……（ダイスを振る）……防ぼう御ぎよ力りよくをあわせて36点軽減！　残り【ＨＰ】……２っ!!

ＧＭ：さきほどに続いて放たれた十本の剣が、肩を、腕うでを、足を……次々と捉とらえていく。が……魔法の障しよう壁へきでダメージを最さい小しよう限げんに押さえ込み……トランはまだその場に立っている！

クリス：も、持ちこたえてくれよ……！

ＧＭ：まあ、洞どう窟くつ組の方は、村でどんな戦せん闘とうが行なわれているか、実じつ際さいには見ていないが……ノエルたち三人の脳のう裏りには、さっきから嫌いやな感覚だけがまとわりついて、離はなれない。

ノエル：は、はやく……はやく……っ、爆弾を倒さないと……っ。

ＧＭ：そして、後方に待機していた騎士たちも一斉にトランに突とつ貫かん!!　エンゲージして……メジャーで《バッシュ》！　その刃を、放った！




　この攻撃もまた、トランを捉とらえた。

　そのダメージは……44！

　これで、トランの命は絶たたれる……と全員が思った。

　が───。




トラン：……そのダメージに対しては《ガーディアン》!!　受けたダメージを０に！

一同：お、おおおおお……っ。

ＧＭ：さらに打ち込まれた十本の剣けんは、光の障壁に阻はばまれ、弾はじかれた！　トランの命には、届とどかない。

クリス：そうか、まだそれがあったか！

ＧＭ：「な、なんと……！」さすがのゴウラも、見た目にひ弱な魔術師が、これほどまでの剣を打ち込まれたにもかかわらず立っている事実に、感かん嘆たんの声をあげる。

トラン：まだ……まだです。

ＧＭ：だが、そうつぶやくトランは見るも無む惨ざんな姿すがたをさらしている。折れた刃が足と肩に突つき刺ささり、額ひたいからは血が流れ……ローブももはや血の赤に染そまってもとの色がわからなくなっている。

ノエル：ぇえぇえ……。

トラン：ぜぇ……ぜえ……と、敵てきを見み据すえたまま呼こ吸きゆうを整えつつ……問題は───次だっ。もう、《サモン・アラクネ》以外にダメージを打ち消すようなものはありません。

ＧＭ：……。では、後方にいた最後の騎き士したちがどよめきながらも……移い動どう、トランを攻撃！（ダイスを振ふる）…………低っ!?　命中は14!!

トラン：よ、よし！　最後のフェイト２点を使って４Ｄで回かい避ひ！（ダイスを振る）……16!!

一同：ぅおああああああ───っ!?（大だい歓かん声せい）

クリス：よ、よけたあああああ───っ!!

ＧＭ：「よ、よけた……だとっ!?　もはや、命の尽つきかけたこの魔術師のどこにそんな力が……あるのだ」ゴウラも、配下の騎士たちも、四十人からの攻撃を受けてなお、そこ立ち続けているトランに、気け圧おされている。

トラン：はは……ま、まだ……っ。




　こうして、トランの命運はノエルたち三人に託たくされた。

　この第２ラウンドが終しゆう了りようするまでに、爆弾ゴーレムを打ち倒しさえすれば次のラウンドに、救きゆう援えんにかけつけることが、できる……！




　ここで再ふたたび、戦いの視し点てんは洞窟の中へと移うつる───。




エイプリル：全力で……いく。《ギフト》使用で命中のダイス５Ｄに増ふやす。マイナーで《デスターゲット》、メジャーで《ダブルショット》……！　ターゲットは、爆ばく弾だん！（ダイスを振る）




　薄うすい闇やみの中、エイプリルの魔ま導どう銃じゆうより解とき放たれた二発の弾丸は、ゴーレムに弾だん痕こんを穿うがつ。

　その片かた方ほうに《ブルズアイ》をのせ……一発目のダメージは68！

　二発目は……39!!

　防御力の分を差し引いて、与あたえたダメージは77点。

　第１ラウンドのエイプリルの攻こう撃げきとあわせ……累るい計けいダメージは、98だった。




　プレイヤーには知らせていないが、このゴーレムの【ＨＰ】は───１９０である。




ＧＭ：ここで爆弾ゴーレム！　目の前にいるノエルを殴なぐる……！（ダイスを振る）……クリティカルっ!!

ノエル：ぁあぁぅ……っ！

ＧＭ：ダメージは……（ダイスを振る）……でかいっ!!　77っ!!

ノエル：なっ……77ですかあっ!?

クリス：《プロテクション》……っ!!（ダイスを振る）……16点軽けい減げんする！　が……。

ノエル：（計算して）46ダメージっ！　一気に【ＨＰ】が残り17に……な、なんてこと～！




　そして、戦いの命運を決する鍵かぎ───ノエルの順番が回ってくる。

　なんとしても、このラウンド内で爆弾ゴーレムを破は壊かいせねばならない。

　クリスは別エンゲージにいるため、爆弾ゴーレムにこのラウンドで攻撃することは不ふ可か能のう。

　ノエルの攻撃が、事実上……最後のチャンスだった。

　残る、カラドボルグの使用回数は───一回。




ノエル：い、いきます……カラドボルグっ！

ＧＭ：主の声に従したがうように、手にした魔ま剣けんが光を放つ。魔剣に残された、最後の力。これをはずせば、もはや───。

ノエル：ぷ、ぷれっしゃーかけないでください～っ!!　マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで……《バッシュ》～！《ダンシングヒーロー》も使っていいんですよね!?

クリス：ＯＫですっ!!　いきましょう……っ!!

ノエル：いきますよぉ……（ダイスを振る）……命中は、25ですっ。

ＧＭ：ぐ。これはもう６ゾロ……クリティカルしかよけられんです。

一同：……よしっ！




　ＧＭが、２コのダイスを握にぎりしめ───テーブルの上に、転がした。

　ダイスは二、三回……かわいた音を立ててはね回り……。




ノエル：……はぁっ!?

一同：…………っ!?




　ダイスは、ふたつとも……６の目を上にして、静止していた。




ＧＭ：く、クリティカル……っ……!?（←声が震ふるえている）

クリス：ここで出るの……か……っ。

トラン：こ、これは……どうしようもない……っ。

ＧＭ：ノエルの、攻撃が無む情じようにも……空を切った。

ノエル：さ、最後のカラドボルグの能のう力りよく……空打ち……っ（と、トランを見る）。

トラン：ＧＭのクリティカルだけは……防げません……。




　場が、絶ぜつ望ぼう感に包まれた。

　さすがにこの場面でのクリティカルに……重くるしい雰ふん囲い気きが、漂ただよう。




ノエル：………………。

クリス：……なにか他ほかに……なにか……あああああっ、ノエルさんっ!!

ノエル：は、はいすみませんっ……!?

クリス：いや、そうじゃなくて！（笑）たしか《エンカレッジ》持ってますよね!?

ノエル：え……ああ───っ、持ってます持ってますっ!!




《エンカレッジ》

　対象を再ふたたび行動可能とするスキルである。




ノエル：そ、そか！　これですよ……っ!!

ＧＭ：そ、そうか！

トラン：ここは、最大の火力を持つノエル自身に使うのが、いいですね。

ノエル：じゃ、じゃあ……自分に使います！《エンカレッジ》使って、もう一回攻撃できるようにして……っ。

クリス：カラドボルグの能力はないですが……残るありったけの力で攻撃を！

ノエル：は、はい！《ダンシングヒーロー》に《スマッシュ》と《バッシュ》……あ、あああ……！　【ＭＰ】が残ってないです！

クリス：ギルドスキルで《祝福》、持ってきてるよな!?　これで【ＭＰ】は全ぜん回かい復ふく！

ノエル：あります！　使います！　じゃああらためていきますよぉ……っ。

エイプリル：ＧＭがまたクリティカルしないことを祈ろう……。

ＧＭ：出したらご飯はんおごります（一同爆ばく笑しよう）。

ノエル：ご、ごはんはいらないですから……っ、１を出してください、１ぃっ!!　ほんっとにごはんいらないですから……っ!!（ダイスを振ふる）……25です！

ＧＭ：それはクリティカルのみだな……（ダイスを振る）……だめっ！　よけられない！

ノエル：よかった───っ、よかった───っ!!　じゃあ、ダメージいきますよおっ!!　ぼ、《ボルテクスアタック》に……フェイトも３点使いますっ！




　これが、正真正しよう銘めい最後の一撃だった。




ノエル：ダイスは……17個こ！　これに《スマッシュ》も乗りますから……。




　17個のダイスを握りしめ───。




ノエル：いきますっ……（どしゃああ！　と、ダイスを振る）。

一同：……うあ、大きい……っ!!

トラン：これで10……これで20……（ダイスを数えながら）……出目で86！　全部あわせて……１０８ダメージ！

ＧＭ：うは……っ。では、爆弾ゴーレムにシールドゴーレムが《プロテクション》！（ダイスを振る）……18点軽けい減げん！　爆弾の防ぼう御ぎよは15……１０８からひいて……。

トラン：75点ダメージ！

ＧＭ：すると……累るい計けいダメージは……１７３……。

クリス：ど、どうだっ!?

ＧＭ：………ノエルの最後の一撃が、ゴーレムの鋼こう鉄てつでできた身体からだを突つき通す。ぐらり……その身体がよろめき……。




　ＧＭは、もはやここで隠かくしておく意味はなくなったと───ゴーレムのデータを、その場でオープンする。




ＧＭ：しかしゴーレムが表ひよう示じするカウントダウンは……止まらない!!

一同：…………なに───っ!?




　１９０───。

　爆弾ゴーレムの残り【ＨＰ】……17。




クリス：と、届とどいてない……っ!?

トラン：ぐは……っ。




　再ふたたび、絶ぜつ望ぼう的な雰ふん囲い気きが場を支し配はいした。




　　　＊　　＊　　＊




　第２ラウンドの残りの行動───。

　ブレードゴーレムはクリスに攻撃を繰くり出し、17点のダメージを与える。

　そして回ってきたのは、トランの行動。

　トランは、どこか意を決したような……落ち着いた表ひよう情じようで宣せん言げんした。




トラン：では───大きく深しん呼こ吸きゆうして……《マジックブラスト》＆《アースブレット》。まだ……最後まで、わかりません……っ！




　解とき放たれた《アースブレット》が、再び四十人の騎き士しに襲おそい掛かかり……うち、初撃でダメージを受けていた騎士２グループをなぎ払はらう。

　だが、そこまでだった。

　初撃ほどの力を持たないこの魔法は、ゴウラと、残る二十の騎士を倒たおすには……当然いたりはしなかった。




　終わりの時が、近づいていた。




　　　＊　　＊　　＊




　洞どう窟くつ内の戦いも、終わりに近づいていた。

　もう、終わっているはずだった戦い───。

　行動のまわってきたクリスは、大きく傷きずついたノエルを《ヒール》で回かい復ふく。

　シールドゴーレムは第１ラウンドと同じように《ジョイフル・ジョイフル》を使用、爆ばく弾だんゴーレムを未行動にする。

　その爆弾ゴーレムの一撃が再びノエルを襲うが、彼女の【ＨＰ】は23点残った。




　戦いは、運命の第３ラウンドへと持ち越こされた。
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　セットアッププロセスで、もはや定型となっていたスキルを宣言したのち───ブレードゴーレムが、クリスに《プロヴォック》を使用。

　その効こう果かを発はつ揮きする。

　このラウンド……トランの元に駆かけつけるはずの仲間の姿すがたは、ない。




　そして……ゴウラの順番が、回ってきた。




ＧＭ：……（少し考えて）……よし。ゴウラはここで待機を宣言。

一同：え……？

ＧＭ：どこか、惜おしむような表情でトランを見つめ───「……トラン、と言ったな。俺おれは今、お前という敵てきに会えたことを、神に感かん謝しやしている」

トラン：ありがとう……というのも変ですかね？

ＧＭ：「どうだ。俺と共にこないか？　共にマティアス様に仕え……この世界のために働かないか？」

トラン：……いいえ。残念ですが……それはありません。わたしがこの世界で仕えているのは唯ゆい一いつ、ダイナストカバル大首しゆ領りようのみ。

ＧＭ：「……そうか。残念だ。だが、そう答えると思っていた」ここで騎士の順番がまわってくる。騎士たちが、かろうじて……やっと立っているだけのトランに、迫せまる。

ノエル：あ……あ……。

トラン：……。

ＧＭ：騎士が、刃やいばを振ふり上げる。そうする騎士の目に、敵を倒そうという闘とう争そう心しんは感じられない。ただそこにあるのは……相手を尊そん敬けいし……称たたえるものだ。そして……（ダイスを握にぎる）。




　そして、剣けんがトランに打ち込こまれた。

　彼にはもはや、それをかわすだけの力は───残っていなかった。

【ＨＰ】０───トランは、戦せん闘とう不ふ能のうに陥おちいった。




ＧＭ：続くもう１グループの騎士は、行動放ほう棄き。みんな、やる気を失ったかのように……その場に立ちつくしている───。




　　　＊　　＊　　＊




　───一方。

　洞窟の中の戦いは終わりを告げていた。

　エイプリルの放つ銃じゆう弾だんが、爆弾ゴーレムの身体からだに四つ目……そして五つ目の弾だん痕こんを刻きざむ。

　カフヴァール───その力を得たクリテイカルした弾丸は、確実にゴーレムの中枢を撃ち抜いた。

　カウントダウンは停止し……すべてのゴーレムもまた動きを止める。




　ノエルたちは、それを見み届とどけると……はねるように駆かけ出した。




　トランがひとり戦っているはずの───村へと。




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：……そして第３ラウンド、最後の行動は待機していたゴウラだ。彼は、その場に倒たおれ伏ふしたトランの前に、静かに立った。トラン……キミに身体を動かす力は残されていないが……意い識しきは、かろうじうてある。

一同：……。

ＧＭ：「トラン＝セプター───ダイナストカバルの、偉い大だいなる戦士よ。なにか言い残すことは、あるか」

トラン：では、少し微び笑しようを浮うかべて言います。もう……やるだけのことやりましたよ、と。言い残すことも、ありません。

ＧＭ：「では、最後にかなえてほしい願いはあるか」

トラン：いいえ、それもありません。村人たちを、逃にがすこともできましたし……もうすぐ、わたしの仲間たちも帰ってきます。ノエルのことは少し気がかりですが───まあ、クリスとエイプリルがうまくやってくれるでしょう。

ノエル：え。え……？

ＧＭ：「…………そうか」

トラン：ただ惜おしむらくは……戦いの中で、大きな戦せん術じゆつミスをしたことでしょうか。

ＧＭ：ゴウラは、ふっ、と笑う。「……そうだな」

トラン：はは……。

ＧＭ：ゴウラは、顔を引き締しめ───剣を振り上げる。そして、目の前で横たわるトランに、最後の言葉をかけた。「いつか、また───生まれ変わったお前と戦場で出会えることを、祈いのっている」

トラン：あまりお会いしたくはないですね……と、憎にくまれ口をたたいて……静かに目を閉とじます───。




　その刹せつ那な、トランの脳のう裏りに……これまでの旅の記き憶おくが蘇よみがえる。




　尊敬する大首領の命令を受けてこの地に赴おもむき……

　ノエルに出会い……

　クリスと憎まれぐちをたたきあい……

　エイプリルと口こう論ろんし……

　偉大なるダイナストカバルの幹かん部ぶとして、いろいろ疑ぎ問もんを感じたこともあった。

　しかし……

　しかしわかっている。

　旅は、いつも仲間の笑え顔がおと共にあった。




　　　＊　　＊　　＊




　ふいに、風を斬きる音と共に───剣は、振り下ろされた。




　ダイナストカバル幹部……トラン＝セプター。

　長いようで短かった彼の旅は、




　ここに終わりを告げた。





　　　　ENDING PHASE




◆Ending 01◆離り反はん




　夜───夜の村には、再ふたたび静せい寂じやくが取り戻もどされていた。

　さきほどまで聞こえた剣けん戟げきも、魔ま法ほうの破は裂れつ音おんも───今はしない。

　ノエルたちは、村へと続く道を……走った。




ＧＭ：───では、エンディングのひとつ目です。ノエルたちは洞どう窟くつを出て、村の正門前へとたどり着く。見回せばそこは、無残な戦いの傷きず跡あとが残されていた。

ノエル：は、はい……。

ＧＭ：そして、目についたのは……多くの人ひと影かげ。しかしそれは村人たちのものじゃ、ない。円えん陣じんを組むように立ちつくしているのは、騎き士し。クリスは見ればわかるが……彼らがまとうのは、ヴァンスター神しん殿でんに所しよ属ぞくする騎士たちのものだ。

クリス：……。

ＧＭ：騎士たちはみな、円陣の中央に横たわる男の前で……黙もく禱とうを捧ささげている。横たわっているのは───トランだ。

ノエル：は……（そっとつぶやくように）……トランさんが……倒たおれてますよ。

クリス：……。そこにゴウラ先せん輩ぱいの姿すがたは、見えるな？

ＧＭ：見える。彼は、円陣の内側で祈りを捧げている。

クリス：その場に……出ていくぞ。

エイプリル：……待て。どこに行く。

クリス：どこへって……トランが倒れているとこに決まってるだろ……。

エイプリル：そんなことをさせるわけには、いかん。

クリス：なんでだよ……っ！

エイプリル：俺たちには、まだやることが残っているだろう？　マビノギは……どうする。それに薔ば薇らの武ぶ具ぐを持ったまま、奴やつらの前に出て行く気か……？

クリス：ああ、出て行く。

エイプリル：俺には、そんなことはできんな。冷静にな……。

クリス：それでも出ていくんだよっ！　行かせてくれ……っ！

エイプリル：……落ち着け。ここでお前が奴らの手に落ちたら……トランのしたことが無む駄だになるのがわからないのか。

クリス：じゃあ、エイプリル……頼たのみがある。マビノギは、さっきの洞窟の奥おくにあるんだろ。それを……お前が回かい収しゆうしてきてくれ。これも持って行け……と、ウィガールを脱ぬぎ捨すてる。

エイプリル：───わかった。俺は、感かん情じようを押おし殺すような表情で……その場をあとにする。

ノエル：あ、あの……あれ？　え……？

クリス：その場に、出ていく……！　呆ぼう然ぜんとした表情で近づく。

ＧＭ：では、騎士たちが歩いてくるクリスに気づく。だが、誰だれも剣を抜ぬくようなことはない。

クリス：……ゴウラ先輩。

ＧＭ：「……クリスか」ゴウラは、振ふり返りもせずに言う。

クリス：そこで倒れているのは……トラン……だろう？

ＧＭ：「───素す晴ばらしい魔ま術じゆつ師しだったよ。俺はこの男と戦えたことを、誇ほこりに思う」そしてひと呼吸置き……気づいたように言う。「……？　この男は、お前に関係する者か？」

クリス：───仲間です。

ＧＭ：「仲間……？　お前は神殿に所属する身。そのお前が、なにゆえダイナストカバルの者を仲間と呼ぶ」

クリス：それは───。

ＧＭ：「……いや、聞くのは愚ぐ問もんだな。それを問うのは、あまりに意味がない」

クリス：あんたが……やったのか。

ＧＭ：その問いにゴウラが答えを返そうとした時だ。横からこんな声が、かけられる。「……ほう！　とうとうやったなクリスよ！　わしは、信じておったぞ？」

クリス：え……。

ＧＭ：その男の突とつ然ぜんの出しゆつ現げんに、その場にいたすべての騎士たちが膝ひざをつき、臣下の礼を取った。その先にいたのは───。

クリス：マティアス様……。

ＧＭ：そうだ。マティアスも、この戦いに参加しており……後方に待機していたらしい。戦いが終わったのを確かく認にんして、今、村までやってきたのだろう。

クリス：マティアス様……この焼けた村を見てください。

ＧＭ：「おお、すばらしい。今ここに邪じや教きようの村が滅ほろんだ証あかしではないか。この世に、また正せい義ぎがひとつもたらされたということよ」

クリス：……っ。

ＧＭ：「素晴らしい功こう績せきではないか、クリス。ダイナストカバルの幹かん部ぶをしとめ……おお、その男が持つアガートラームをわしにもたらし……お前はウィガールを持っているはずだな？　それに───」と、呆然と立ちつくしているノエルの方を見て……。

ノエル：は……。

ＧＭ：「……薔薇の刻こく印いんを持つ継けい承しよう者しやをも、連れてきた。クリス……よ。お前ならやってくれると、信じておった……！」マティアスは満面の笑え顔がおで、言葉を続ける。

クリス：マティアス様……っ、この村には邪悪な者などいませんでした。

ＧＭ：「なにを言って……おお、そうか。この戦いの中で少し興こう奮ふんしているようだな。そうだ───お前に休きゆう暇かをやろう。その休暇が終わればお前には晴れて、騎き士し団だんをひとつまかせようではないか」

クリス：…………ひとつ、お聞きしてもよろしいですか？　この村……イジンデルは、永ながきにわたって魔ま法ほうの霧きりに隠かくされていました。どうやってこの村の位置を……。

ＧＭ：「なにを言っている。お前のおかげではないか」

クリス：は……？

ＧＭ：「お前が胸むねにする、その勲くん章しようよ。それは、強い神しん聖せい力りよくをもってお前を加か護ごしてくれる。わしは、その反はん応のうを辿たどって騎士団を動かしただけのこと」

クリス：……。

ＧＭ：「数百年、どの神しん殿でんも探さがし出すことのできなかった、魔族の村。追放されたエルダナーンと魔族の村を滅ぼしたとなれば……わしの名声は、より一いつ層そう高まろうというもの」

クリス：最初から……そういうつもりだったのか……。

ＧＭ：マティアスは、なにやら浮うかれたご様子だ。倒たおれているトランの元へ行き───「ふん、この邪教徒が！　力もない組そ織しきのくせに……さんざん手を焼かせよって！」どごっ、とトランの身体からだを踏ふみつける。

ノエル：え、えぁぅ……っ。

クリス：では、私もマティアスの元へ行って……。

ＧＭ：「おお、お前ももうこの男と仲間のふりをせずともいいのだ！　これまですまなかったな、このような薄うす汚ぎたない野の良ら犬いぬにつきあわ……」

クリス：ふ……っ。




　クリスは、無意識に拳こぶしを握にぎり込み───




クリス：ふざけんなぁぁあ───っ!?　マティアスをぶんなぐる……っ!!

ＧＭ：「ごふぉ……っ!?」マティアスはうめき声を上げ、その場に無様に倒れ込む。「な、なにをするかクリスよ……っ!?」

クリス：なにをする、じゃねえっ!?　おもむろにその勲章とやらをはがして、マティアスにたたきつけるっ。

ＧＭ：「な…な……！」狼ろう狽ばいするマティアス。周囲の騎士は、その光景を黙だまってみている。

クリス：……トランの横で膝ひざをついて……。

ノエル：え、あの…………。

ＧＭ：地面にはいつくばったマティアスは、ゴウラに向かって叫さけぶ。「な、なにをぼうっとしているのだゴウラよ……！　あの不ふ届とどきな男を捕とらえよ！」

クリス：先せん輩ぱいは来ませんよね？

ＧＭ：うん。ゴウラを始めとする騎士たちは動く様子をみせない。「ど、どうしたお前たち……っ、なぜ動かんのか！」そう叫ぶマティアスをゴウラは睨にらみつけ───言う。

クリス：……。

ＧＭ：「マティアス様───我われ々われは、あなたにお仕えする騎士です。ですが……戦士の戦いを、仲間を想おもう心を冒ぼう瀆とくする貴方あなたの行ないを、我々は認みとめるわけにはいきませぬ。行かせておやりなさい」

クリス：そのセリフを背せ中なかで聞きながら……トランの亡なき骸がらを両りよう腕うでで抱だきかかえて、その場をあとにします。

ＧＭ：「く、クリス……貴様、どこに行こうというのだ！　貴様はわしと共に正せい義ぎを貫つらぬくのだと……誓ちかったではないか!?」マティアスが声をあげるが……。

クリス：振ふり向きもせず言います。これがあなたの言う正義というなら……私はそんなもの、いりません。私は、私の仲間たちと旅を続けます。だから……。




　クリスは、その腕にトランを抱きかかえたまま───言った。





[image: ]





「クリス＝ファーディナント───

　本日をもって神殿より……大だい恩おんあるあなたの元より、離はなれます」




　　　＊　　＊　　＊




ＧＭ：では、そんなクリスの言葉と共に───シーンはここで途と切ぎれる。次が、今回のシナリオの最後の演えん出しゆつとなる。……舞ぶ台たいは、霧きりの森のはずれ……霧きり雨さめ降ふる中でトランの墓ぼ石せきをみんなで見下ろしているような演……。

ノエル：え…ぇええ……っ!?　ちょ……ちょっ…と……っ。あ、あの……トランさん……ほ、ほんとに死んじゃったんですか……これで、もう……え？

ＧＭ：……ええ。

ノエル：いつもみたいに笑いながら「いやー、危あぶないとこでした」とか言いながら帰ってきたり……シナリオが終しゆう了りようしたら次回からふつうに出てくるとか……。

ＧＭ：しません……。

ノエル：………え…………………。

ＧＭ：では、シーンを切って───最後に少しだけ演出をして、今回のシナリオを終えよう。




◆Ending 02◆降ふりしきる、雨に




　雨が降っていた。

　そこは霧の森のはずれにあった、大きな木の前───。

　ノエルたち三人は、墓石がわりの携けい帯たい大首しゆ領りようを見下ろしながら、沈ちん黙もくしていた。

　誰だれも、声を発することができないでいた。




　ノエルの腕うでには、さっきまでトランが左腕にはめていた銀の籠こ手てがあった。

　腕にあたるその感触は……ノエルにはひどく冷たく感じられた。

　虚うつろな瞳ひとみで───ただ……沈黙することしかできなかった。




　ふいに、背はい後ごに人の気配がする。

　エイプリルが無言のままに振り返れば……そこに立っていたのは、小さな少女。

　アルテアだった。

　彼女は、すぐにトランの身になにが起こったのかを察し、ノエルにつめよった。

　そして泣き叫ぶ。

　それはノエルを責せめ立てるように。

「こわれても……ぜったいかえしてくれるって、やくそくしたのに！」




　アルテアも、わかっている。

　決してノエルが悪いのではない、と。

　だが叫さけばずにはいられなかった。

　その言葉は───ノエルの心の奥おくを、えぐる。

　泣きわめくその少女の身体からだを抱だきしめて……しかし、虚ろな瞳のままにノエルの瞳から涙なみだがこぼれる。

　それはすぐに頰ほおをぬらす雨とまじりあって見えなくなった。

　アルテアの言葉を、どこか遠くで聞きながら───ノエルはぽつりつぶやいた。




「トランさん……。

　トランさんがいなくなってしまうなんて……。

　どうしたらいいのかわからない……」




　そうつぶやくのが、せいいっぱいだった。

　そんなノエルの様子を見て……クリスは顔をそらし───北の地平を見やる。

　今は霧きりに隠かくれて見えないが……その北の空の下には、ラーフの大洞どう窟くつを形成する、山脈があるはずだった。

　そこを抜ぬければ、神しん竜りゆうと……ノエルの母が待つ北の最果ての地へとたどり着く。




　ノエルたちの旅の終着点は、もうすぐそこまで来ていた。









アリアンロッド・リプレイ・ルージュ

みっしょん06

『白霧に消えて───Mabinogi 02 -daonna-』

─FIN─









◆AfterPlay◆Extra Ending：Ｐ．Ｓ．




『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』第六回のセッションが終わった翌よく日じつの深夜。

　力丸さんより、一通のメールが届とどいた。

　その文面を見て、セッション中……ラストの方で力丸さんの口数が少なくなってきた理由を理り解かいした。

　そのメールには、こうしたためられていた。




「木曜日は、セッションで大変お世話様になりました。

　トランさんがいなくなってしまった事が、未いまだに信じられない力丸です……。




　ものすごく不思議な感覚なのですよ。




　今まで、計六回セッションを行なってきて……それぞれのキャラクターに愛着を持ってしまったこともあって、あのあと妙みようにしんみりとして……。




　私、あの時、素すで呆ぼう然ぜんとしていました……。

　セッションの日に何度も言いましたが、

　きっと生き返るものだとばかり勝手に思い込こんでいまして……」




　　　＊　　＊　　＊




　メールの文字は、このあともそのような文章が続けられていた。

　それを読んだ時、私も実感がわいてきた。

　ＴＲＰＧと出会って二十年を越え、今まで幾度もＰＣの死と出会ってきた自分だが───これは何度味わっても気分が重くなるものだ。

　そしてあらためて、認にん識しきした。




　ノエル、クリス、トラン、エイプリル───。

　笑いと共に始まった彼ら四人の旅は……




　もう二度と、取り戻もどすことはできないのだと。
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　　超あとがき




「ゲームは一日一時間───」




　昔のえらい人は、そう言いました。

　でも、（例によって）今年の夏～秋はそれどころじゃありません。

　せいぜい三日に一時間……いやそれどころか、二週間ずっと狩かりにいけないなんてこともありました。

　前巻のあとがきを書いてから五ヶ月……83だったレベルは、どーにかこーにかちまちまちまちまと経けい験けん値ちを稼いだ結果＋７レベル───ようやく90になりました。

　あとたった９レベルでＭＡＸかあ……。

　笑顔で……ふと、残り経験値を数えてみました。




　あと、五年くらいかかりそうです。




　　　＊　　＊　　＊




　と、毎度おなじみになってきた某ＭＭＯ日記は横においといて───




　……あ。

　先に言っておきます。

　ここから先には、重大なネタバレを含みます!!

　そこを先に知ってしまうと、この第三巻を読む意味が半減すること請うけ合いです。

　まちがっても、本編より先には読まないでください！




　ルージュ第三巻「ノエルと白はく亜あの悪あく夢む」、いかがでしたでしょーか！

　前巻とはある意味でちがった盛り上がりを見せてしまいました。

　前巻が二十年に三度の抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうとするなら───今回は二十年に一度の惨さん劇げきです。




　キャンペーン途中で、ＰＣ死亡───。




　本文の方でも書きましたが……遊びのキャンペーンやコンベンションなども含め……この二十年ほどのうちに「ＰＣの死」は幾度も経験してきました。

　この独特な重苦しい気分……久しぶりに味わった気がします。

　……実はセッション中、展開が想そう定ていと変わった時、けっこう悩なやみました。

　もしかすると、シナリオについてもう少しぶっちゃけて警告を発してもよかったのかもしれません。が───。

　ＰＣたちの行動の結果、あのような平行クライマックスになった時───その続きがどうなるか、成なり行ゆきを純粋に見届けたかったという気持ちもありました。

　もちろん、エネミーの能力やＰＣたちの攻撃力を見て、平行クライマックスシーンのルールを決めたのですが……実は、けっこー自信がありました。

　よほどのミスをするか、よほど運が悪くないかぎり……ギリギリのバランスで戦闘を楽しめるだろうと。

　ギルドスキルの選択。

　トランの攻撃対象の指定。

　トランがひとり、村に残るという選択。

　そして極きわめつけは……ＧＭのクリティカルによる、カラドボルグ空から打うち───。




　このどれかひとつ……ひとつがちがう結果なら……この事じ態たいはまぬがれたはずでした。

　では、両みっしょんをそれぞれ考こう察さつしてみましょう。




みっしょん05───

　やりたかったことは本文を見ればおわかりだと思いますが、フォーマット化されたシティアドベンチャーです。

　これまで四話もダンジョンをやってきたのでここから先は非ダンジョンをやりたかったのですが、ただシティアドベンチャーをやるのも能のうがない。

　一いつ般ぱん的てきにシティアドベンチャーのほうがシナリオを作るのが面めん倒どうな雰ふん囲い気きがありますが、今回のように情じよう報ほう収しゆう集しゆうできるＭＡＰを最初から公開し、エリアごとに起こるイベントを決めておけばあら不思議。シナリオ作る難なん易い度どはダンジョンとさして変わりません。

　さらにいいのは、ＭＡＰを最初に公開しているために、プレイヤーたちが自分の意志で移動先を自由に／容よう易いに決められ……いわゆる一本道シナリオのようになりにくい部分です。

　また、それだけだと単調になりかねないので、ふたつ工夫をこらしました。

　ひとつは、クリアするためのルートをふたつ設定したこと。

　秘ひ密みつ図書館に至るために、図と書しよ館かん館かん長ちようと接触するか、地図を手に入れるか。

　移動した先でどのような情報を得るかで、選択肢は増えていきます。

　もうひとつは、前巻のみっしょん03でやったような、「かかった時間でクライマックスの展開に変化が発生する」構こう造ぞうです。

　ぜひ一度、ダンジョンっぽいシティアドベンチャー……ぜひ一度おためしあれ。




マビノギについて

　これは、四冊ひとそろいになってマビノギオンとならないと、なんら効果を持たないことになっています。中には、古い時代の文字でさまざまな物語が描かれていますが、専門の学がく者しやのところにでも持ち込まない限り、読めません。

　ほんとはまだ書きたくない部分なのですが……つっこまれそうなので、説明しておきますと……マビノギオンを読んだ者は、薔ば薇らの武具から高い能力を引き出せるようになります。

　ガーベラは、たしかにウィガールの能力をＰＣたちが使うよりも高い効果で使っています。

　マビノギオンはまだ完成していないのに、それはなぜできるのか。

　そう、彼女は過去に読んだことがあるからです。

　このへんの話はきっと次じ巻かんで明かされることになるでしょう。




ジュライとスモールドラゴンについて

　スモールドラゴンは、《火か竜りゆうの証》というスキルを持っています。ここは、効果は同じまま、《氷ひよう竜りゆうの証》とでも言いましょうか……スキル名を読み替かえてください。

　本文でも触ふれたとおり、ジュライはあくまで演えん出しゆつとしてやっています……まあ、ネタということでお許しください（笑）。




みっしょん06───

　ここは細こま々ごまといくつかありますので、順じゆん番ばんに追ってみましょう。




エイプリルのハンドアウト

　コネクションが、ゴウラとなってますね？

　でも、とうとうふたりはシナリオ終了時まで出会うことはありませんでした。

　くわしくは伏せますが、本来の想そう定ていでは、四人で爆弾を止めたあと……爆発が起こらないことに疑ぎ問もんを感じたゴウラたちが洞どう窟くつ内ないになだれ込んできて、両りよう者しやは接せつ触しよくする───そんなシチュエーションになる予定でした。




ハンドアウト内にＰＣの感情を入れる

　これは、本来あまりいいことではありません。

　が、プレイヤーに受けるという確かく信しんがあったため、今回のようなカタチをとってみました。

　空気を読まずにこれをやると、ＧＭに決めつけられる感覚が強くなって、そのプレイヤーの気分が盛もり下がる場合があるので注意しましょう。




トランの選択

　トランの取った「村に残る」という選せん択たく───これが、悲ひ劇げきの始まりでした。

　シナリオの想定ではアルテアがノエルのピンチを告げ、トランは洞窟に向かうはずで……実じつ際さい、そうなりかかってはいました。

　が……あとになって思えば、運命を分かつことになったのは、本書２９２ページのＧＭのセリフが原因のようです。洞窟に行きかかったところで、「村は騎士団に囲まれている」という状況が明かされた段だん階かいで、トランの思し考こうは「村を守る」に完全にスイッチしたわけですね。

　事実、トランがそこに残ったおかげで、ゴウラたちは洞窟に行けなくなったわけなので、そこに意味はありました。ただ、トランが洞窟に向かったあとにこの状況を明かせば、今回のトランの死には繫つながらなかった可能性が高かったわけで───ＧＭって難むずかしいと、改あらためて考えさせられた一幕です。

　トランの死───みっしょん06のラストを読んでいただければわかると思いますが、力丸さんもかなりショックだったようです。

　彼女のその言葉に、私もどこか初心を思い出しました。

　そして、ひとりの仲間を欠いたまま……薔ば薇らの武具をめぐる物語は最さい終しゆう幕まくへと向かいます。

　───次巻に、ご期待くださいませ。


二〇〇六年十月某日　菊池たけし
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